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0.1 次の微分方程式を解け．
d2y

dt2
− 2

dy

dt
+ y = t sin t

(北海道大 1997)　　 (m19970101)

0.2 以下の問に答えよ．ただし，y′′ =
d2y

dx2
, y′ =

dy

dx
である．

(1) 微分方程式 x3y′ + y2 = 0 を解け．

(2) 線形非同次方程式 y′′ + 2y′ − 3y = e2x の一般解を求めよ．

(北海道大 2003) 　　 (m20030102)

0.3 (1) 1階微分方程式
dy

dx
= f

(y
x

)
の一般解が x = Cexp

[∫ y/x du

f(u)− u

]
であることを示

せ．ただし，C は任意定数，u = y
x である．

(2) 次の微分方程式の一般解を求めよ． x
dy

dx
− y = xey/x

(北海道大 2004)　　 (m20040101)

0.4 2階微分方程式 2y
d2y

dx2
=

(
dy

dx

)2

− 1について，以下の問いに答えよ．

(1) p =
dy

dx
とおくことにより，pと yについての 1階微分方程式に変形しなさい．

(2) (1)で得られた 1階微分方程式を利用して，一般解を求めなさい．

(北海道大 2006) 　　 (m20060101)

0.5 次の微分方程式の解を求めたい．これに関して次の設問に答えよ．
dx

dt
= 3x− 4y

dy

dt
= x− 2y

(1) この微分方程式の解の一つが，行列

(
u1

u2

)
を用いて

(
x(t)

y(t)

)
= exp(λt)

(
u1

u2

)

で表されるものとする．ただし，

(
u1

u2

)
はゼロ行列ではなく u1+u2 = 1を満たすものとする．

λと

(
u1

u2

)
を求め（複数求まる場合は全て答えよ），一般解を示せ．

(2) t = 0における

(
x(t)

y(t)

)
の初期値が

(
6

3

)
であるときの解を求めよ．

(北海道大 2007) 　　 (m20070101)

0.6 (1) 放物線を表す次の式

y = ax2 + 1 (a ̸= 0) 1⃝

を一般解とする, 階数の最も低い微分方程式を求めなさい.

(2) 式 1⃝で表されるどの放物線とも直交する曲線の方程式を求めなさい. ここで, 二つの曲線 C と

C ′が交点 (x, y)で直交するとは, (x, y)における C の接線と C ′の接線とが直交することと定義

する.
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(3) (2)で求めた曲線のうち, 原点を通るものを求め, それがどんな曲線であるかを述べなさい.

(北海道大 2008) 　　 (m20080103)

0.7 原点を通り x軸上に中心を有する円 C は無数にあるが, 一般にその方程式は, x2 + y2 + ax = 0（a

は非ゼロの任意の実定数）と表せる. 曲線 Dは, y軸およびすべての円 C に, 交点において直交す

る. このような曲線Dを, 以下の手順で求めよ.

(1) 円 C の点 (x, y) (y ̸= 0)における円 C の接線の勾配mを求めよ.

(2) 曲線 D の方程式を y = y(x) (x ± y ̸= 0)とし, 点 (x, y)における曲線 D の接線の勾配
dy

dx
と,

(1)で求めた勾配mには, 直交関係m
dy

dx
= −1が成り立つ. これを用いて, 曲線Dの方程式が

満たすべき微分方程式

(x2 − y2)
dy

dx
− 2xy = 0

を導出せよ.

(3) (2)の微分方程式を解き, 題意を満たす曲線群 D が x − y 平面上でどのような図形を描くか答

えよ.

(北海道大 2009) 　　 (m20090104)

0.8 以下の微分方程式の一般解を計算せよ.途中の計算手順を詳しく記述すること.

y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする.

(1) y′ − 3y = ex

(2) y′′ + 2y′ + y = 0

(北海道大 2010) 　　 (m20100101)

0.9 次の連立微分方程式の一般解を求めよ.途中の計算手順を詳しく記述すること.

x
d

dx

(
y1

y2

)
=

(
3 −1

5 −1

)
=

(
y1

y2

)

(北海道大 2011) 　　 (m20110101)

0.10 微分方程式

d2y

dx2
+ 2

dy

dx
=

x2

2
+ 1 (A)

について, 以下の設問に答えよ. 途中の計算手順を詳しく記述すること.

(1) 式 (A)の特殊解として y = a3x
3 + a2x

2 + a1xを仮定し, 係数 a1, a2, a3 を定めよ.

(2) 式 (A)の一般解を求めよ.

(北海道大 2012) 　　 (m20120103)

0.11 微分方程式と周期関数について, 以下の設問に答えよ. 途中の計算手順も, 詳しく記述すること.

(1) 次の微分方程式を解き, 一般解 y(x)を求めよ.

d2y

dx2
+ 10y = 0

(2) 次の微分方程式を解き, 一般解 y(x)を求めよ. なお, nは 1以上の整数である.

d2y

dx2
+ 10y = cosnx
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(3) 関数 g(x)は, 周期 2πの周期関数であり, 原点を含む 1周期は次式で表される.

この関数をフーリエ級数に展開せよ.

g(x) =


π2

8

(
1 +

2x

π

)
(−π ≤ x < 0)

π2

8

(
1− 2x

π

)
(0 ≤ x < π)

(4) 次の微分方程式を解き, 一般解 y(x)を求めよ. なお, 右辺は (3)の周期関数 g(x)である.

d2y

dx2
+ 10y = g(x)

(北海道大 2013) 　　 (m20130102)

0.12 以下の微分方程式の一般解を求めよ. なお, 途中の計算手順を詳しく記述すること.

(1) (2x2 + y2)
dy

dx
= 2xy

(2)
d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 2y = 0

(北海道大 2014) 　　 (m20140101)

0.13 以下の微分方程式の一般解を求めよ. 途中の計算手順についても, 詳しく記述すること.

(1)
dy

dx
= 2
(
y2 + y

)
(2)

d2y

dx2
+ 2

dy

dx
+ 10y = 9e−x

(北海道大 2016) 　　 (m20160101)

0.14 以下の微分方程式を解きなさい.

(1) y′ = xy − x− y + 1 (2) y′′ − 6y′ + 5y = 13 cosx

(北海道大 2017)　　 (m20170107)

0.15 次の各設問に答えなさい.

設問 1. 微分方程式
d2y

dx2
− 3

dy

dx
= 10 sinxの一般解を求めなさい.

設問 2. 微分方程式 2xy
dy

dx
+ x2 − y2 = 0の一般解を求め, xy平面上でどのような図形となるかを説明

しなさい.

(北海道大 2018)　　 (m20180101)

0.16 次の微分方程式を解き, その一般解を求めなさい. ただし, 途中の計算手順についても詳しく記述す

ること.

(1)
dy

dx
= −2y2 + 3

3x2y

(2)
d3y

dx3
+ 2

d2y

dx2
+

dy

dx
− 9e2x = 4 sinx

(北海道大 2019)　　 (m20190101)

0.17 以下の微分方程式の一般解を求めなさい.

(1)
dy

dx
=

y

x
+

x

y
(2)

d2y

dx2
+

dy

dx
− 2y = e3x

(北海道大 2020)　　 (m20200101)
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0.18 (1) 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

dy

dx
+ y cosx = sinx cosx

(2) 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

d2y

dx2
+ 4y = sin 2x

(北海道大 2022) 　　 (m20220101)

0.19 関数 r = f(θ) に関する常微分方程式
d2f

dθ2
+ f = a

に関し，次の問に答えよ．ただし，a は正の定数である．

(1) 上の常微分方程式の一般解を求めよ．

(2) 一般解の積分定数を次の条件によって決定せよ．

θ = 0 において f = 2a,
df

dθ
= 0

(3) θ の範囲を −π≦ θ≦ π とする．(r, θ) を極座標とするとき，方程式 r = f(θ) で表される図形

の概形を描け．

(4) 前問の図形によって囲まれる面積を求めよ．

(岩手大 1996)　　 (m19960302)

0.20 以下の問に答えよ．

(1) 次の微分方程式の一般解を y = C1e
Ax + C2e

Bx と仮定して求めよ．ただし，C1 及び C2 は

任意定数とする．

y′′ − 5y′ + 4y = 0

(2) 次の微分方程式の特殊解を y = AeBx と仮定して求めよ．

y′′ − 5y′ + 4y = ex

(3) 次の２つの微分方程式

y′′ + P (x)y′ +Q(x)y = R1(x), y′′ + P (x)y′ +Q(x)y = R2(x)

の一般解をそれぞれ y = f(x), y = g(x) とするとき，y = f(x) + g(x) は次の微分方程式

y′′ + P (x)y′ +Q(x)y = R1(x) +R2(x)

の解であることを示せ．

(4) (3)の結果を用いて，次の微分方程式の一般解を求めよ．

y′′ − 5y′ + 4y = ex + e4x

(岩手大 1997)　　 (m19970303)

0.21
dq(t)

dt
= −q(t)

CR
を解き, q(t)を求めよ.ただし,C,Rは定数, q(t)は t = 0において q(0) = q0

（ただし q0 は定数）とする.

(岩手大 2004)　　 (m20040305)
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0.22 次の微分方程式の一般解を, y = eλx と置くことで求めよ.

d2y

dx2
+ 2

dy

dx
− y = 0

(岩手大 2004)　　 (m20040306)

0.23 微分方程式 (2x− y + 1)dx− (x− 2y + 5)dy = 0 に関し,次の問に答えなさい.

(1) ２直線 2x− y + 1 = 0 , x− 2y + 5 = 0の交点の座標を求めなさい.

(2) (1)で求めた交点を原点とする座標系 (X,Y )を用いて,上の微分方程式を表しなさい.

(3) (2)で求めた微分方程式を解きなさい.

(4) (3)で求めた解を, (x, y)で表しなさい.

(岩手大 2006) 　　 (m20060303)

0.24 次の微分方程式の一般解を求めなさい. ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
である.

(1) y′ = y2 + y (2) y + 2xy′ = 0 (3) y′′ − 4y′ + 3y = x

(岩手大 2008) 　　 (m20080303)

0.25 1階微分方程式

(x− 1)
dy

dx
+ 2y = 0 · · · · · · · · · · · · 1⃝

および 2階微分方程式

(y − 1)
d2y

dx2
+ 2

(
dy

dx

)2

= 0 · · · · · · 2⃝

について, 次の問いに答えなさい.

(1) 微分方程式 1⃝の一般解を求めなさい.

(2) 微分方程式 2⃝に対して,
dy

dx
= uと変数変換することにより, yの関数 uについての 1階微分方

程式を求めなさい. ただし,
d2y

dx2
=

du

dy
uである.

(3) (2)で求めた 1階微分方程式の一般解を求めなさい.

(4) 微分方程式 2⃝の一般解を求めなさい.

(岩手大 2009) 　　 (m20090305)

0.26 2階微分方程式
d2x

dt2
+ ω2x = sinΩt

について,次の問いに答えなさい.ただし,初期条件

t = 0のとき, x =
dx

dt
= 0

とする.また, ωと Ωは正の定数とする.

(1) ω ̸= Ωのとき,微分方程式の解を求めなさい.

(2) ω = Ωのとき,微分方程式の解を求めなさい.

(岩手大 2010) 　　 (m20100303)

0.27 a2 + b2 = 5 , a > 0 , b < 0であるとき,　次の微分方程式について以下の問いに答えなさい.

(axy − ex cos y) dy =
(
ex sin y + by2

)
dx
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(1) この微分方程式が完全微分方程式であるときの aおよび bの値を求めなさい.

(2) (1)の結果を用いて, この微分方程式を解きなさい.

(岩手大 2011) 　　 (m20110304)

0.28 ２階微分方程式 y′′ + 9y = 0について, 次の問いに答えなさい.

(1) 関数 y = A sin 3x−B cos 3x（A, B は任意定数）は一般解であることを証明しなさい.

(2) 初期条件「x = 0のとき y = 1, y′ = 3」を満たす特殊解を求めなさい.

(3) 境界条件「x =
π

3
のとき y = 1, x =

π

9
のとき y = 1」を満たす特殊解を求めなさい.

(岩手大 2012) 　　 (m20120304)

0.29 2階微分方程式 y′′ + 2y′ + 2y = −85 sin 3xについて, 次の問いに答えなさい.

(1) y = 6 cos 3x+ 7 sin 3xが上の微分方程式の 1つの解であることを示しなさい.

(2) (1)の結果を利用して上の微分方程式の一般解を求めなさい.

(3) x = 0のとき y = 0, y′ = 0を満たす上の微分方程式の解を求めなさい.

(岩手大 2013) 　　 (m20130304)

0.30 次の連立微分方程式について, 以下の問いに答えなさい.
dx

dt
= x+ sin t

dy

dt
= −x+ 2y

(1) x(t)を消去し, y(t)に関する微分方程式を求めなさい.

(2) y = A sin t + B cos tが (1)で求めた微分方程式の解になるような, 適当な定数 A,B を求めな

さい.

(3) (2)の結果を利用して, (1)で求めた微分方程式の一般解を求めなさい.

(岩手大 2014) 　　 (m20140304)

0.31 (1) 微分方程式
d2x

dt2
+ ω2x = 0の一般解を求めなさい. ただし, ω ̸= 0とする.

(2) ω = 1のとき, 微分方程式
d2x

dt2
+ ω2x = 2 sin 3tの一般解を求めなさい.

(3) (2)において, t = 0のとき x = 0 ,
dx

dt
= 0 を満たす解を求めなさい.

(岩手大 2015)　　 (m20150304)

0.32 2階微分方程式 y′′ + 3y′ + 2y = 4x2 − 14について, 次の問いに答えなさい.

(1) 上の微分方程式の特性方程式 S2 + 3S + 2 = 0の解を求めなさい.

(2) 微分方程式 y′′ + 3y′ + 2y = 4x2 − 14の一般解を求めなさい.

(3) 上の (2)の微分方程式について, 初期条件 y(0) = 1, y′(0) = −4を満たす特殊解を求めなさい.

(岩手大 2016)　　 (m20160303)

0.33 微分方程式
dy

dx
=

2

2x+ y − 1
に関する次の問いに答えなさい.

(1) u = 2x+ y − 1とおき, 与えられた微分方程式を変数分離形になおしなさい.

(2) この微分方程式の一般解を求めなさい.
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(3) 初期条件「x = 1のとき y = −1」を満たす特殊解を求めなさい.

(岩手大 2017)　　 (m20170304)

0.34 微分方程式 y′′ + 2y′ + 2y = 10 cos 2xについて, 以下の問いに答えなさい.

(1) 微分方程式の特性方程式を示し, その解を求めなさい.

(2) 微分方程式の一般解を求めなさい.

(3) 微分方程式について, 初期条件 y(0) = 0, y′(0) = 2をみたす特殊解を求めなさい.

(岩手大 2018)　　 (m20180304)

0.35 微分方程式 y′′ − 2y′ + 4y = e2x について, 以下の問いに答えなさい.

(1) 微分方程式の特性方程式を示し, その解を求めなさい.

(2) 微分方程式の特殊解を求めなさい.

(3) 微分方程式の一般解を求めなさい.

(岩手大 2019)　　 (m20190304)

0.36 微分方程式
dy

dx
− y = −2y2 について, 次の問に答えなさい.

(1) u = y−1 とおき, 与えられた微分方程式を線形微分方程式になおしなさい.

(2) 与えられた微分方程式の一般解を求めなさい.

(3) 初期条件「 x = 0のとき y =
1

4
」を満たす特殊解を求めなさい.

(岩手大 2020)　　 (m20200304)

0.37 微分方程式
x

2
y′ + y = g(x)について, 次の問いに答えなさい.

(1) g(x) = 0のときの一般解を求めなさい.

(2) g(x) = x2 +
1

4 + x
のときの一般解を求めなさい.

(3) (2)のときの「x = −3, y = 2」を満たす特殊解を求めなさい.

(岩手大 2021) 　　 (m20210304)

0.38 微分方程式 y′′ − y′ − 2y = g(x)について, 以下の問いに答えなさい.

(1) g(x) = 0のときの一般解を求めなさい.

(2) g(x) = e3x のときの特殊解を求めなさい.

(3) (2)のときの一般解を求めなさい.

(岩手大 2022) 　　 (m20220305)

0.39 次の微分方程式を解きなさい．　　　 xy′ = y(y − 1)

(秋田大 2001)　　 (m20010407)

0.40 なめらかな曲線 y = f(x)について，次の問いに答えよ．

(1) 曲線上の点P (a, b)における法線とx軸との交点の座標が ( 12 (a+b2), 0)であるとき，関数 y = f(x)

の満たす微分方程式を導け．
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(2) (1)の微分方程式を満たし，点 (0, 2)を通る曲線の方程式を求めよ．また，−3 ≤ x ≤ 1におい

て，この曲線の概形を描け．必要ならば，e = 2.718 · · · , e−1 = 0.367 · · · , e−1.5 = 0.223 · · · を
使ってもよい．

(東北大 1993)　　 (m19930503)

0.41 関数 f(x) > 0は閉区間 [a, b]で微分可能であり，導関数 f ′(x)は連続であるとする．x軸上に定点

A(a, 0)と動点 P (x, 0)をとる．ただし，a < x ≤ b とする．点 A,点 P において x軸に垂直な２直線

と曲線 y = f(x)との交点をそれぞれ B,Qとする．次の問いに答えよ．

(1) 弧 BQの長さを求める式を書け．

(2) 曲線 y = f(x), x軸，直線 AB, 直線 PQで囲まれた部分の面積と弧 BQの長さの比が一定値 k

であるとき，この曲線の方程式を導け．

(東北大 1994)　　 (m19940502)

0.42 滑らかな曲線 y = f(x)上の第１象限にある１点 P における法線が x軸と交わる点を N とし，次の

問いに答えよ．

(1) 長さ PN を求めよ．

(2) PN と点P の y座標の平方の比が一定値 kであるとき，点 (0, 1/k)を通る曲線の方程式を求めよ．

(東北大 1995)　　 (m19950502)

0.43 次の問いに答えよ．

(1) 次の微分方程式を y(0) = a の条件の下に解け．

dy

dx
+

1

2
xy = x+

1

4
x3　　　　　　 (∗)

(2) xの関数 y(x) =

∫ ∞

0

e−t2(cosxt+ x2t)dt について，式 (∗)が成り立つことを示せ．ただし，微

分と積分の順序は交換できるものとする．

(東北大 1996)　　 (m19960502)

0.44 関数 f(x)は，微分方程式

x2 d
2f(x)

dx2
− 2x

df(x)

dx
+ 2f(x) = 0 (x ≧ 1) (a)

および，初期条件

x = 1のとき f = 1 ,
df

dx
= 0 (b)

を満たす．このとき，以下の問 (1)～(5)に答えよ．

(1) 方程式 (a)は，変数変換 t = log xによって，以下の微分方程式に帰着することを示せ．
d2y(t)

dt2
− 3

dy(t)

dt
+ 2y(t) = 0 (c)

また，初期条件 (b)は，

t = 0のとき y = 1 ,
dy

dt
= 0 (d)

となることを示せ．

(2) 方程式 (c)の一般解は

y(t) = C1e
λ1t + C2e

λ2t (e)

で与えられる．方程式 (c)および初期条件 (d)を満たす実数 λ1, λ2, C1, C2 を求めよ．

(3) 初期条件 (b)のもとで方程式 (a)の解を求めよ．

(4) z(t) =
dy(t)

dt
と定義する．いま，適切な 2 × 2行列 Aを定義すれば，方程式 (c)は dy(t)

dt
dz(t)

dt

 = A

(
y(t)

z(t)

)
と表される．行列 Aを求めよ．
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(5) 行列 Aの固有値を求め，問 (2)で求めた λ1, λ2 と比較せよ．

(東北大 2003)　　 (m20030502)

0.45 xを実数として,関数 f(x)は微分方程式

f ′′(x)− f(x) = 0

の解であり,初期条件「f(0) = 0 , f ′(0) = 1」を満たすものとする.さらに,この微分方程式の解 f(x)

から関数 g(x)を

g(x) =

∫ x

0

tf(t)dt

により定義する.

(1) 与えられた微分方程式の解 f(x)を求めよ.

(2) g(1)および g(−1)を求めよ.

(3) 関数 h(x)を

h(x) =
d

dx

∫ x2

−x

g(t)dt

により定義する.このとき, h(1)を求めよ.

(東北大 2005) 　　 (m20050503)

0.46 y = y(x) (y ̸= 0) , z = z(x)とする. このとき, 以下の問に答えよ.

(1) z = y−4 のとき,
dz

dx
を yおよび

dy

dx
を用いて表せ.

(2) 変数変換 z = y−4を用いて, 微分方程式
dy

dx
+ yP (x) = y5 Q(x)を z に関する微分方程式に書き

表せ.

(3) 微分方程式
dy

dx
+ xy =

1

2
xy5 の一般解を求めよ.

(東北大 2007) 　　 (m20070506)

0.47 tを実数とし, ２つの関数 x = x(t), y = y(t)により与えられる xy 平面上の点 P (x(t), y(t))を考え

る. x(t)および y(t)が以下の連立微分方程式
dx

dt
= αx− y

dy

dt
= x+ αy

および初期条件

(x(0), y(0)) = (1, 1)

を満足するとする. ただし, αは実数の定数である. 以下の問いに答えよ.

(1) α = 0のとき, 与えられた連立微分方程式の解 x(t)および y(t)を求めよ.

(2) α ̸= 0のとき, 与えられた連立微分方程式の解 x(t)および y(t)を求めよ.

(3) t (t ≧ 0)が変化するとき, 点 P が描く曲線の概形を α > 0, α = 0, α < 0の場合について描け.

(東北大 2008) 　　 (m20080502)

0.48 微分方程式
d2u(t)

dt2
+ a2u(t) = F (t)

について, 以下の問いに答えよ. aは 0でない実数とする.
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(1) F (t) = 0のとき, 一般解を求めよ.

(2) F (t) = sin(at)のとき, 一般解を求めよ.

(東北大 2021) 　　 (m20210505)

0.49 次の微分方程式をそれぞれ解け.

(1) y2 + 1− 2x
√
x− 1 y′ = 0 (2) y′′ −

√
1 + y′ = 0

(東北大 2022) 　　 (m20220504)

0.50 (1) 微分方程式
dy(t)

dt
+ λy(t) = 0 (i)

を解け．ただし，λは定数で，y(0) = aとする．

(2) 微分方程式
dy(t)

dt
+ λy(t) = f(t) (ii)

を以下の手順によって解け．ただし，f(t)は既知の関数で，y(0) = aとする．まず，

y(t) = e−λtx(t) (iii)

とおいて，(ii)を x(t)の方程式に変換し，x(t)を解き，y(t)を求めよ．

(お茶の水女子大 1997)　　 (m19970606)

0.51 次の微分方程式の一般解を求めよ．
d2u

dt2
+ ω2u = 0

（お茶の水女子大 2000）　　 (m20000609)

0.52 実数関数 x = x(t)は，次の微分方程式を満足する．

d2x

dt2
+ a

dx

dt
+ bx = 0

ただし，係数 aと bは正の実数であり，a2 > 4bが成り立つものとする．このとき，以下の問いに答

えよ．

(1) この微分方程式の解を，x1(t)と x2(t)の２つ見つけたとしよう．このとき，実数 c1, c2を用いて

作られた x3(t) = c1x1(t) + c2x2(t)も，この微分方程式の解であることを示せ．

(2) αを定数としたとき x(t) = eαtがこの微分方程式を満足すると考えることにより，上記の微分方

程式のもっとも一般的な解を求めよ．

(お茶の水女子大 2003)　　 (m20030609)

0.53 微分方程式
d2y

dx2
+ p(x)

dy

dx
+ q(x)y = 0

の独立な２つの解 y1(x), y2(x)を用いて, 微分方程式

d2z

dx2
+ p(x)

dz

dx
+ q(x)z = f(x)

の特解を

z(x) = c1(x)y1(x) + c2(x)y2(x)
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とおく.
dc1
dx

y1 +
dc2
dx

y2 = 0となるように c1(x), c2(x)を選ぶことにより, 特解が

z(x) = −y1(x)

∫ x f(x′)y2(x
′)

W (x′)
dx′ + y2(x)

∫ x f(x′)y1(x
′)

W (x′)
dx′

と与えられることを示せ. ここで, W = y1
dy2
dx

− y2
dy1
dx
である.

(お茶の水女子大 2009) 　　 (m20090609)

0.54 (1) 微分方程式
d2x

dt2
= a2x 3⃝

の一般解を求めよ.ここで aは正の定数である.

(2) 3⃝の一般解に対して at << 1の場合を考えると,これが
d2x

dt2
= 0の一般解に一致することを示せ.

(3) 3⃝の微分方程式を t = 0で x = x0 , dx/dt = v0 という初期条件の下で解き,その解が t → ∞で
有限な値を持つための条件を求めよ.

(お茶の水女子大 2010) 　　 (m20100607)

0.55 質量mの二個の質点がバネ定数 kのバネでつながれ, x軸上を運動する. バネの自然長をゼロとし,

二個の質点の位置をそれぞれ x1, x2 とする.

(1) 運動方程式は次式で与えられることを説明せよ.

m
d2x1

dt2
= −k(x1 − x2) ,

m
d2x2

dt2
= −k(x2 − x1) .

(2) 重心の座標X = (x1 + x2)/2と相対座標 x = x2 − x1 を用いて, 運動方程式を書き直せ.

(3) 重心運動の運動方程式の一般解を求めよ.

(4) 相対運動の運動方程式の一般解を求めよ. 全体の運動の一般解を求めよ.

(お茶の水女子大 2012) 　　 (m20120604)

0.56 常微分方程式
dN

dt
= −λN（λは正の実数）を解きなさい. ただし初期条件を t = 0で N = N0 とす

ること.

(お茶の水女子大 2016)　　 (m20160605)

0.57 常微分方程式　
d2x

dt2
+ 4

dx

dt
+ 25x = 0　を解き, 解の振る舞いの概要を説明しなさい.

(お茶の水女子大 2016)　　 (m20160606)

0.58 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) (x+ 3y)dx+ (3x− y)dy = 0 (2) y′′ + 2y′ − 3y = ex

(お茶の水女子大 2016)　　 (m20160613)

0.59 以下の微分方程式を ( )内の条件のもとで解け.

(1)
dy

dx
= −xy (x = 0, y = 2)

(2)
d2y

dx2
− 2

dy

dx
+ y = 2x (x = 0, y = 5　および　 x = 1, y = 6)

(お茶の水女子大 2017)　　 (m20170608)
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0.60 (1) 以下の完全微分方程式を解け.

(3x2 + 2xy − 2y2)dx+ (x2 − 4xy)dy = 0

(2) 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

d2y

dx2
− 4

dy

dx
+ 4y = 2x+ 3

(お茶の水女子大 2018)　　 (m20180603)

0.61 以下の (1)～(3)に答えよ.

(1) 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

x2 dy

dx
− xy − y2 = 0

(2) 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

d2y

dx2
− 2

dy

dx
+ y = 2x+ 3

(3) 以下の微分方程式を ( )内の初期条件のもとで解け.

(a) cosx cos2 y +
dy

dx
sin2 x sin y = 0

(
x =

π

2
, y = 0

)
(b)

d2y

dx2
+ 4y = 0

(
x = 0, y = 1 and x =

π

4
, y = 0

)
(お茶の水女子大 2019)　　 (m20190601)

0.62 関数 y(x) = e−a2x2

が微分方程式 d2y(x)/dx2 − x2y(x) = by(x) の解になるように定数 aと bを定

めよ。

(お茶の水女子大 2020)　　 (m20200607)

0.63 連立微分方程式 dy(x)/dx = cz(x), dz(x)/dx = cy(x)の解を初期条件 y(0) = 1, z(0) = 0の下で求

めよ. (ただし, cは定数)

(お茶の水女子大 2020)　　 (m20200608)

0.64 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

d2y

dx2
− 3

dy

dx
+ 2y = e2x

(お茶の水女子大 2020)　　 (m20200614)

0.65 以下の微分方程式を解け.

(1)
d2y

dx2
+ 3

dy

dx
− 4y = 2x− 2

(2) xydy − (3x2 + y2)dx = 0

(お茶の水女子大 2021) 　 (m20210601)

0.66 ある曲線 y = f(x)上の点 P における接線と x軸との交点を点M , 点 P から x軸に垂直に下した点

を点H とする. 線分MH の長さが一定に値 kとなった. 点 Q(0, 2)を通るこの曲線の式を求めよ.
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O

y軸

x軸

y = f(x)

Q(0, 2)
P

HM

(お茶の水女子大 2021) 　 (m20210602)

0.67 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) ydx− x4dy = 0 (2) x
dy

dx
+ y = x4y3

(お茶の水女子大 2022) 　　 (m20220601)

0.68 区間 −a ≤ x ≤ aで定義される微分方程式 d2f(x)/dx2 + k2f(x) = 0 (k > 0)を考える. ただし,

a > 0である.

(1) 微分方程式の一般解 f(x)を求めよ.

(2) 解 f(x)が境界条件 f(−a) = f(a) = 0を満足するとき, kの最小値を求めよ

(お茶の水女子大 2022) 　　 (m20220609)

0.69

x(t) + a

∫ t

0

x(t)dt = f(t) + b

∫ t

0

f(t)dt

において f(t) は下図のステップ関数とする．ただし，

a > b > 0 , lim
t→+ 0

x(t) = 1 , lim
t→− 0

x(t) = 0

このとき

(1) x(t) を求めよ．

(2) x(t) の概形を図示せよ．

O

f(t)

t

1
f(t) = 1 t ≧ 0

f(t) = 0 t < 0

(東京大 1997）　　 (m19970701)

0.70 (1) 微分方程式
d2x

dt2
+ 2b

dx

dt
+ ω2x = 0

の一般解を，b2 − ω2 ≤ 0 の場合について求めよ．

(2) 上式を，初期条件 t = 0 で x = 0，
dx

dt
= 1 のもとに解き，b > 0 の時の解の特徴を表す概

略グラフを描け．

(東京大 1998）　　 (m19980701)

0.71 無限級数
∞∑

n=0

πn

n!
sin
(n
2
+

1

4

)
π を求めたい．

f(θ) =

∞∑
n=0

θ n

n!
sin
(n
2
+

1

4

)
π とするとき，以下の問に答えよ．

13



(1) f ′(θ) を無限級数の形を用いて表せ．

(2) f ′′(θ) を f(θ) を用いて表せ．

(3) f(θ) を求め， f(π) =
∞∑

n=0

πn

n!
sin
(n
2
+

1

4

)
π を計算せよ．

(東京大 1999）　　 (m19990702)

0.72 次の連立常微分方程式を解け．ただし，t = 0において x = 1, y = 0とする．
2
dx

dt
+

dy

dt
= x

dx

dt
+ 2

dy

dt
= y

(東京大 2000)　　 (m20000703)

0.73 次の微分方程式の一般解を求めよ．

(1) 3x− y = (x+ y)
dy

dx

(2) 6x− 2y − 3 + (−2x− 2y + 1)
dy

dx
= 0

(東京大 2003)　　 (m20030702)

0.74 以下の微分方程式の解を求めよ．

(1) x2y′′ − 2xy′ + 2y = 0

(2) y′′ +Ay′ +By − Cx−D = 0 (ただし，A,B,C,D は実数とする．)

(3) ydx− (3x+ 2y2)dy = 0

(4) yy′′ + (y′)2 − 5y′ = 0

ただし，上の式において y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする．

(東京大 2004)　　 (m20040703)

0.75 (1) 次の微分方程式を解け.

(a) (2xy + x2)y′ = 2(xy + y2)

(b) y′ + 2y cosx = sin(2x)

(2) 次の微分方程式を示した条件のもとで解け.

y′′ + y′ − 2y = 3ex , y(0) = 1 , y′(0) = 1

(東京大 2005) 　　 (m20050701)

0.76 微分方程式

d2y

dx2
+ 4y = f(x) (a)

ただし， x = 0 のとき， y = 1 かつ
dy

dx
= 0 について，以下の問いに答えよ．

(1) f(x) = 0のときの解を求めよ．

(2) f(x) = sin 2xのときの解を求めよ．ただし，(a)の特解が yp = x(A cos 2x+B sin 2x)の形とな

ることを利用してよい．A,B は定数である．

(3) f(x) =

100∑
N=1

sinNxのときの解を y
S
とする．xが十分大きいとき，

y
S

x
を xの関数として表せ．

(東京大 2006) 　　 (m20060703)
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0.77 (1) 以下の微分方程式の一般解を求めよ. xy
dy

dx
= x2 + 2y2

(2) 微分方程式
d2y

dx2
+

n

x

dy

dx
+ a2y = 0 について, 以下の問いに答えよ. ただし, nは整数, a

は 0でない実数とする.

(a) n = 0の場合の一般解を求めよ. (b) n = 2の場合の一般解を求めよ.

(東京大 2007) 　　 (m20070701)

0.78 (1) 微分方程式

P (x, y)dx+Q(x, y)dy = 0 (1)

について, 左辺がある関数 u(x, y)の全微分 du(x, y) =
∂u

∂x
dx+

∂u

∂y
dyに等しいならば, 微分方

程式 (1)の一般解は u(x, y) = C (C は任意定数)で与えられる. このような方程式 (1)は完全微

分形であるという. 以下の設問に答えよ.

(a) 微分方程式

−ydx+ xdy = 0

は, 完全微分形ではないが, 両辺に
1

xyα
をかけることによって完全微分形の方程式を得る

ことができる (αは定数). αの値を求め, 完全微分形の微分方程式を導出せよ.

(b) (a)で得られた完全微分形の微分方程式を, x = 1のとき y = eの条件の下で解け. ただし,

eは自然対数の底である.

(2) (a) 微分方程式

x2 d
2y

dx2
− x

dy

dx
+ y = 0 (2)

について, x = etと変数変換することにより定係数の微分方程式を導出せよ（その過程も示

せ）. ただし, eは自然対数の底である.

(b) (a)で導出した微分方程式を解くことにより微分方程式 (2)の一般解を求めよ.

(c) 微分方程式

x2 d
2y

dx2
− x

dy

dx
+ y = x loge x

について, x = 1において y = 1 ,
dy

dx
= 0となる解を求めよ.

(東京大 2009) 　　 (m20090705)

0.79 以下の問いに答えよ.ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする.

(1) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

y′′ + 2y′ − 3y = x+ cosx

(2) 微分方程式

2yy′′ − 3(y′)2 = y2 y(0) = 1 , y′(0) = 1 (∗)
を考える.ただし, y > 1/2 , y′ > 0とする.

(a) p = y′ とおいて,式 (∗)を pと yの 1階微分方程式

f(y, p)
dp

dy
− 3p2 = y2 (∗∗)

の形に変形する.このとき f(y, p)を求めよ.

(b) 式 (∗∗)を解いて, pを yの式で表せ.

(c) 式 (∗)を解いて, yを xの式で表せ.

(東京大 2010) 　　 (m20100702)
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0.80 以下の問いに答えよ. ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする.

(1) 微分方程式

y′ = p(x) + q(x)y + r(x)y2 (∗)
は, 特殊解 y1(x)持つことがわかっているとする.

(a) 式 (∗)の一般解をy = y1(x)+1/u(x)とおき, u(x)に関する微分方程式をp(x), q(x), r(x), y1(x)

を用いて表せ.

(b) y′ = (x2 + x+ 1)− (2x+ 1)y + y2は, 特殊解 y1(x) = xを持つことがわかっている. 一般

解を求めよ. (a)で求めた結果を用いてもよい.

(2) 微分方程式

αy′′ + y′ + y = 0 y(x = 0) = 1, y′(x = 0) = 2 (∗∗)
を考える.

(a) y = C1e
λ1x +C2e

λ2xを一般解とする. λ1, λ2, C1, C2をそれぞれ αで表せ. ただし, eは

自然対数の底とする.

(b) x ≧ 0において, 式 (∗∗)の解を
y′ + y = 0 y(x = 0) = β

の解で近似することを考える. αが十分小さい場合, β をどのように選べば近似できるか,

(a)で求めた λ1, λ2, C1, C2 を用いて説明せよ.

(東京大 2011) 　　 (m20110701)

0.81 (1) 微分方程式
dy

dx
= (y − k)y (∗)

について以下の問いに答えよ. ただし, kは正の定数である.

(a) yと kの関係に注意し, (∗)の一般解を求めよ.

(b) x = 0のとき, y = y0 とする. この場合の (∗)の解を求めよ. ただし, y0 > 0とする.

(c) (b)の解について, y0 を kにより適切に場合分けし, yと xの関係を図示せよ.

(2) 次の微分方程式の一般解を求めよ. ただし, eは自然対数の底である.

dy

dx
+ 2y = sinx+ e−5x

(東京大 2012) 　　 (m20120701)

0.82 次の微分方程式を, 初期条件 y(0) = 0, y′(0) = 1のもとに解け. ただし, eは自然対数の底である,

また, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする.

y′′ − 4y′ + 3y = e−x

(東京大 2013) 　　 (m20130706)

0.83 ある定係数 2階線形常微分方程式が, 次のように与えられている.

f (2)(x)− 2αf (1)(x) + α2f(x) = 0 (∗)

f (n)(x)は関数 f(x)の第 n次導関数であり（nは自然数）, αは 0でない実数定数とする.

以下の問いに答えよ.

(1) xを変数, kを実数定数とする関数 ekxをマクローリン展開し, xの 3次の項まで書け. ここで,

eは自然対数の底である.
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(2) 関数 f(x)は連続で無限回微分可能であり, 式 (∗)を n回微分したとき, 次の方程式が成り立っ

ているとする.

f (n+2)(x)− 2αf (n+1)(x) + α2f (n)(x) = 0

f (n)(x)を, f (1)(x)と f(x)を用いて表せ.

(3) 関数 f(x)のマクローリン展開式 f(x) =

∞∑
m=0

f (m)(0)
xm

m!
に対し, (2)で得られた f (n)(x)を適

用して計算することにより, f(x) = f(0)eαx +
[
f (1)(0)− αf(0)

]
xeαxと表されることを示せ.

ここで, mは 0以上の整数であり, f (0)(x)は f(x)と見なし, 0! = 1とする.

(4) 次の微分方程式を, 条件 f(0) = 1, f (1)(0) = p− 2 （pは実数定数）のもとで解け.

f (2)(x) + 4f (1)(x) + 4f(x) = e−2x

(5) (4)で求めた f(x)について, f(x) = 0が有限の実数解をひとつしか持たないときの pの値を求

め, それぞれの pに対する f(x)の極大値を求めよ.

(東京大 2014) 　　 (m20140701)

0.84 以下の問いに答えよ.

(1) 次の微分方程式において y(0) = 1を満たす解を求めよ.

dy

dx
+

1

x2 + 1
y = e− tan−1 x

(2) −π

4
< x <

π

4
で定義された関数 y についての微分方程式

d2y

dx2
+ 4y =

1

cos 2x
(∗)

の一般解を以下の設問の手順にしたがって求めることを考える.

(a) 微分方程式
d2y

dx2
+ 4y = 0

の２つの一次独立解 y1, y2 を実関数の形で求め, そのロンスキ行列式W (y1, y2)を計算せ

よ. ここでロンスキ行列式とは

W (y1, y2) = y1
dy2
dx

− y2
dy1
dx

のことである.

(b) 式 (∗)の特殊解が,
du

dx
y1 +

dv

dx
y2 = 0

を満たす u(x), v(x)を用いて

y = u(x)y1 + v(x)y2

という形に書けると仮定したとき, u(x), v(x)それぞれが満たす 1階の微分方程式を導け.

(c) 式 (∗)の一般解を求めよ.

(東京大 2015)　　 (m20150701)

0.85 微分方程式に関する以下の問いに答えよ; ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする.

(1) 次の定係数微分方程式

y′′ − (a+ 2)y′ + 2ay = f(x)

について以下の問いに答えよ. ただし, aは実数とする.
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(a) f(x) = 0のとき, 一般解を求めよ.

(b) f(x) = 5e−3x かつ a < 0のとき, 一般解を求めよ.

ただし, eは自然対数の底とする.

(2) 次のオイラー型の微分方程式の一般解を求めよ.

x2y′′ − 4xy′ + 6y = 0

(3) 次の連立微分方程式において, y1(0) = 4, y2(0) = −3を満たす解を求めよ.{
y′1 + 2y′2 = 2y1 + 5y2

2y′1 − y′2 = 14y1 + 5y2

(東京大 2016)　　 (m20160701)

0.86 (1) 関数 y(x)に関する次の微分方程式の一般解を求めよ.

dy

dx
=

y2 + 2xy − x2

2x2

(2) 関数 q(t)に関する次の微分方程式について, 以下の問いに答えよ. ただし, R, C, E は 0では

ない正の実定数である. また, q(t) ≦ CE が成り立つ.

R
dq

dt
+

1

C
q = E

(a) 一般解を求めよ.

(b) 初期条件 t = 0, q(t) = 0を満たす解を求めよ.

(c) 前問 (b)で求めた解の t ≧ 0におけるグラフの概形を描け.

(3) 関数 x(t)に関する次の 2階の微分方程式について,

m
d2x

dt2
+ c

dx

dt
+ kx = 0

下記のように変数変換を行なって 1階の連立微分方程式に書き換えるとき, 係数行列Aを求めよ.

d

dt

[
x1

x2

]
= A

[
x1

x2

]

x1 = x, x2 =
dx

dt

ただし, m, c, kは実数定数であって, mは 0ではない.

(東京大 2017)　　 (m20170701)

0.87 微分方程式に関する以下の問いに答えよ.

(1) 微分方程式
d2y

dx2
− 4

dy

dx
+ 4y = ex

を境界条件 y(0) = 2, y′(0) = 0のもとで解け. ただし, y′ =
dy

dx
とする.

(2) 微分方程式
dy

dx
= (1− y)y

を解け. ただし, y(0) =
1

2
とする.
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(3) x > 0の範囲で定義された関数 u(x)に関する微分方程式

d2u

dx2
+

A

x

du

dx
− u = 0 · · · (∗)

に関して, 以下の問いに答えよ. ただし, Aは定数で A ≤ 1とする.

(a) 以下の微分方程式
d2fα
dx2

+
1

x

d fα
dx

−
(
1 +

α2

x2

)
fα = 0

を満たす関数 fα(x) ̸= 0があるとする. ただし, αは非負の定数とする. ここで, 式 (∗)の
解が, 関数 g(x)を用いて u(x) = fα(x)g(x)と表せると仮定すると,[

(ア)

]
d fα
dx

+

[
(イ)

]
fα = 0

が成り立つ. 空欄 (ア), (イ)に入る数式を, g(x), A, αを用いて表せ.

(b) (a)の空欄 (ア), (イ)に入る数式が常にゼロとなるよう, g(x)および定数 αをAを用いて表

せ. また, 必要であれば, 積分定数の記号としては C を用いよ.

(東京大 2018)　　 (m20180701)

0.88 微分方程式に関する以下の問いに答えよ.

(1) 微分方程式
dv

dt
= −a(v2 − b2)

を t ≥ 0の範囲で考える. ただし, a, bは定数で a > 0, b > 0とする.

(a) vの一般解を求めよ.

(b) v(0) = 0のとき, vを求めよ.

(c) (b)で求めた解のグラフの概形を描け.

(2) 次の微分方程式の一般解を求めよ. ただし, x > 0とする.

6x2 d
2y

dx2
− 5x

dy

dx
+ 5y = x

(3) 次の連立微分方程式の一般解を求めよ.

d

dx

(
y1

y2

)
=

(
1 −1

1 3

)(
y1

y2

)

(東京大 2020)　　 (m20200701)

0.89 以下の問いに答えよ. ただし, xは実変数, yは xに関する実関数であり,

y′′ =
d2y

dx2
, y′ =

dy

dx
とする. また, eは自然対数の底とする.

(1) 次の微分方程式について考える. ただし, yは, 任意の xに対し y > 0を満たすものとする.

y′ − 2y sin2(x) =
e2x cos(2x)

y

(a) 関数 f(x)を次式により定義する. 定積分を計算し, f(x)を求めよ.

f(x) =

∫ x

0

[−2 sin2(t)] dt

(b) z = yef(x) とするとき,
dz

dx
を xと zの関数として表せ.
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(c) yの一般解を求めよ.

(2) 次の微分方程式について考える. ただし, αおよび nは実定数であり, αは−1 ≤ α ≤ 1を満た

すものとする.

y′′ − 2αy′ + y = 2ex

(a) yの特解を求めよ.

(b) yの一般解を求めよ.

(c) α = 1とする. y(0) = 1および y′(0) = 2を満たす yに関して, 次の極限の収束・発散を調

べよ. 収束する場合にはその極限値を求めよ.

lim
x→+0

yx
−n

(東京大 2022) 　　 (m20220701)

0.90 微分方程式

x
√

1 + y2 dx+ y
√
1 + x2 dy = 0

の一般解を求めよ．

(東京工業大 1996）　　 (m19960803)

0.91 微分方程式 (∗) dy

dx
= y + xy2 を考える．

(1) z(x) =
1

y(x)
は どんな微分方程式を満たすか．

(2) (∗) の一般解を求めよ．
(東京工業大 1998）　　 (m19980802)

0.92 ２階線形微分方程式 y′′ − 2y′ + 5y = ex に対して，初期値問題 y(0) = p, y′(0) = q の解を求めよ．

(東京工業大 1999）　　 (m19990802)

0.93 微分方程式 y′′ + 2y′ + y = ex の解で，y(0) = 1 , y(1) = e/4を満たすものを求めよ．

(東京工業大 2003)　　 (m20030802)

0.94 実変数 tの関数 x(t)が微分方程式
d2x

dt2
=

dx

dt

を満たしている.

(1) t → −∞のとき, x(t)は有限の値に収束することを示せ.

(2) t → +∞のとき, x(t)が +∞にも −∞にも発散しないならば, x(t)は定数関数であることを

示せ.

(東京工業大 2009) 　　 (m20090804)

0.95 次の問に答えよ.

(1) 微分方程式 y′ + y = 0の一般解を求めよ.

(2) 微分方程式 y′ + y = e−x の一般解を求めよ.

(東京工業大 2014) 　　 (m20140804)

0.96 実変数 tの関数 x(t)に関する微分方程式

(∗) d2x

dt2
− 2

dx

dt
+ cx = 0

について, 次の問に答えよ. ただし, cは実数とする.
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(1) x(0) = 0かつ 0 ≤ t ≤ 1の範囲で x(t) ≥ 0となる恒等的に 0でない (∗)の解 x(t)が存在するた

めの cに関する条件を求めよ.

(2) cが (1)の条件を満たし, かつ (∗)が条件

(∗∗) x(0) = x(1) = 0,
dx

dt
(0) = 1

を満たす解をもつとき, cの値を求めよ. 更に (∗)と (∗∗)を同時に満たす解を求めよ.

(東京工業大 2015)　　 (m20150804)

0.97 (1) y′′ − 3y′ + 2y = 0 を解け．

(2) y′′ − 3y′ + 2y = ex を解け．

(東京農工大 1996)　　 (m19960905)

0.98 微分方程式 y′ =
y

x2 + 1
の解 y = y(x)で，初期条件 y(1) = e

π
2 を満たすものを求めなさい．

(東京農工大 2006) 　　 (m20060907)

0.99 次の微分方程式 6
d2y

dx2
+

dy

dx
− y = 0 の解 y = y(x)のうちで y(2) = 3および lim

x→+∞
y(x) = 0 を

みたすものを求めなさい.

(東京農工大 2007) 　　 (m20070901)

0.100 xの関数 yについて, 次の問いに答えなさい.

(1) 微分方程式 y′ + y = 1を解きなさい.

(2) 微分方程式 2y′ − y = −y3
(
初期条件 x = 0, y =

1√
2

)
を, z =

1

y2
と置いて, zの微分方程式

に書き換えて解きなさい.

(東京農工大 2008) 　　 (m20080904)

0.101 xの関数 y = y(x)についての微分方程式

y′′ − 4y′ + 4y = 4x

の解のうち, y(0) = 0 , y(1) = 2を満たすものを求めなさい.

(東京農工大 2010) 　　 (m20100904)

0.102 (1) 微分方程式
dy

dx
+ 3y = cos 2x

の解 y = y(x)のうちで周期関数となるものを求めなさい.

(2) 微分方程式
dy

dx
+ 3y = 1

の解 y = y(x)について lim
x→+∞

y(x)の値を求めなさい.

(東京農工大 2011) 　　 (m20110901)

0.103 微分方程式

y′′ − 2y′ + y = (3x+ 1)ex

の解 y = y(x)のうち, y(0) = 3, y′(0) = −2を満たすものを求めなさい.

(東京農工大 2012) 　　 (m20120904)
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0.104 xの関数 y = y(x)について以下の問いに答えなさい.

(1) 微分方程式 y′ = y(1− y)の解のうち, y(0) =
1

3
を満たすものを求めなさい.

(2) 微分方程式 y′′ + 4y = ex の解のうち, y(0) =
6

5
, y
(π
4

)
=

6

5
e

π
4 を満たすものを求めなさい.

(東京農工大 2013) 　　 (m20130905)

0.105 微分方程式

y′′ + 4y′ + 4y =
e−2x

1 + x2

の解 y = y(x)のうちで条件 y(0) = 0, y′(0) =
1

2
を満たすものを求めなさい.

(東京農工大 2014) 　　 (m20140903)

0.106 微分方程式
d2y

dx2
+ 3y = cos

√
3xの解 y = y(x)が, y(0) = 1,

dy

dx
(0) = 1を満たすとき, y を求めな

さい.

(東京農工大 2015) 　　 (m20150904)

0.107 xの関数 y = y(x)についての微分方程式　 y′′ − y′ − 6y = 6x+ 4e−x

の解のうち, y(0) = 0, y′(0) = 0を満たすものを求めなさい.

(東京農工大 2016) 　　 (m20160904)

0.108 微分方程式 y′′ + 2y′ + 5y = 10 cosxの解 y = y(x)が, y(0) = 0, y′(0) = 1を満たすとき, yを求め

なさい. ただし y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
である.

(東京農工大 2017)　　 (m20170904)

0.109 tの関数 x = x(t), y = y(t)についての連立微分方程式{
x′ − 3x+ y = −2e2t

6x+ y′ − 4y = 4e2t

の解で, 初期条件 x(0) = 4, y(0) = 1を満たすものを求めなさい. ただし, x′ =
dx

dt
, y′ =

dy

dt
である.

(東京農工大 2018)　　 (m20180904)

0.110 xの関数 y = y(x)についての微分方程式

y′′ − y′ − 2y = 18xe2x

の解のうち, y(0) = 0, y′(0) = 0を満たすものを求めなさい. ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
である.

(東京農工大 2019)　　 (m20190904)

0.111 xの関数 y = y(x)についての微分方程式 y′′ + 6y′ + 9y = 3e−3x の解で,

初期条件 y(0) = 1, y′(0) = 1を満たすものを求めなさい. ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
である.

(東京農工大 2020)　　 (m20200904)

0.112 次の微分方程式の解 y = y(x)で, y(0) = 0,
dy

dx
(0) = 0 を満たすものを求めなさい.

d2y

dx2
− 5

dy

dx
+ 6y = 3x+ e−x

(東京農工大 2022) 　　 (m20220905)
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0.113 物質Rαは時間がたつにしたがって自然に減少していく.その減少する割合はその時点 tで残っている

質量 xに比例する.その比例定数を k(> 0)とする.

(1) 質量 xと時点 tとの関係を微分方程式で書け.

(2) 最初の質量を Aとし,上の微分方程式を解いて質量 xを表す式を求めよ.

(3) 一定の時間 T を経過するごとに質量は等比数列をなして減少することを示せ.

(4) 物質 Rα は,質量が半減するのに 1600年かかる. 800年では初めの量のおよそ何％になるか.

(電気通信大 2005) 　　 (m20051008)

0.114 次の微分方程式を解け.

(1) sinx cos2 y − dy

dx
cos2 x = 0

(2)
dy

dx
+ y tanx = sin 2x

(3)
d2y

dx2
− 4

dy

dx
+ 5y = sin 2x

(電気通信大 2009) 　　 (m20091004)

0.115 以下の各問いに答えよ.

(1) 微分方程式 y′ = y2 − 1の解 y = y(x)で, 初期条件 y(0) = 0を満たすものを求めよ.

(2) 次の各微分方程式の一般解をそれぞれ求めよ.

(i) y′ + 2y cosx = cosx (ii) y′′ + 2y′ + 2y = cos 3x

(電気通信大 2019)　　 (m20191004)

0.116 次の微分方程式を解け.

(3) y′′ + 2y′ + y = sin 2x

(電気通信大 2021) 　　 (m20211005)

0.117 微分方程式
d2x

dt2
= −f(x)

ただし， 
x ≧ 1のとき f(x) = 1

−1 < x < 1 のとき f(x) = x

x ≦ −1のとき f(x) = −1

について，次の問に答えよ．

(1) t = 0 で x = 1 かつ
dx

dt
= 0 となる解を求めよ．

(2) t = 0 で x =
3

2
かつ

dx

dt
= 0 となる解を， 0 ≦ t ≦ 2 で求めよ．

(3) t = 0 で x =
5

2
かつ

dx

dt
= 0 となる解の周期を求めよ．

(横浜国立大 1992）　　 (m19921101)

0.118 連立常微分方程式 
dx

dt
= x− 2xy

dy

dt
= −y + xy

について，下記の問に答えよ．
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(1) x-y 面上での平衡点を求めよ．

(2) t = 0 で x = 1 , y = 2 とするとき， x と y の関係式を求めよ．

(3) 前問 (2)で， x と y の取り得る最大の値を求めよ．

(4) t = 0 で x , y が共に正のとき，解が周期解になることを説明し，１周期における x と y

の平均（ t に関する平均）を求めよ．

(横浜国立大 1993）　　 (m19931101)

0.119 xy 平面上の点 P (x, y) が， t ≧ 0 の範囲で，次の連立微分方程式に従って移動する．
dx

dt
= −|y|

dy

dt
= −|x|

ここで， t = 0 で， x = 1 , y = 3 とする．

(1) 第１象限 ( x > 0 , y > 0 ) で， x と y を t で表せ．

(2) 第１象限で点 P の描く曲線の方程式を求めよ．また，x = 0 となるときの y と t を求めよ．

(3) 第２象限 ( x < 0 , y > 0 ) で， x と y を t で表せ．また，第１，第２象限で点 P の描く

曲線の概略を図示せよ．

(4) 点 P の描く曲線と x 軸および直線 x = 1 で囲まれる図形の面積を求めよ．

(横浜国立大 1994）　　 (m19941101)

0.120 微分方程式
d2y

dx2
+ λ2y = f(x) (∗)

( λ ̸= 0 , 0 ≤ x ≤ l ) を境界条件 y(0) = y(l) = 0 の下で解け．ただし， y = y(x) である．

(1) (∗) に付随する同次方程式が，同じ境界条件の下で，恒等的に 0 でない解を持つための λ（固

有値）の表式を求めよ．

(2) λ が (1)で求めた固有値と異なる場合，非同次方程式 (*)の一般解を求めよ．

(横浜国立大 1995）　　 (m19951101)

0.121 方程式
dx

dt
= x+ x2 の解で， t = 0 で x = ξ となるものを x = φ(t, ξ) とする．

(1) x = φ(t, ξ) の表式を求めよ．

(2) t を固定したとき， x = φ(t, ξ) が ξ について連続となるような ξ の範囲を求めよ．

(3) ξ を固定したとき， x = φ(t, ξ) が t について連続となるような t の範囲を求めよ．

(4) 特に，x = φ(t, ξ) が −∞ < t < ∞ において t の連続関数になるためには，ξ はどんな範囲

にあればよいか．

(横浜国立大 1996）　　 (m19961101)

0.122 xy 平面上の点 P (x, y) が， t ≥ 0 の範囲で，次の連立微分方程式に従って移動する．
dx

dt
= x− y

dy

dt
= −x+ y

(1) この連立微分方程式の一般解を求めよ．

(2) t = 0 で x = 1 , y = 3 とするとき x と y を t で表せ．

(3) x = 0 となる y と t を求めよ．
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(4) 点 P の描く曲線の方程式を求め，略図を描け．

(横浜国立大 1997）　　 (m19971101)

0.123 次の微分方程式について答えよ．
dx

dt
+ λx = f(t)

但し， t = 0 のとき x = a であり，また λ は実の定数とする．

(1) この方程式の一般解を求めよ．

(2) 関数 f(t) が sin t である時の解を求めよ．

(3) この解が周期関数となるための条件を求めよ．

(横浜国立大 1998）　　 (m19981101)

0.124 a を正の定数とし，関数 f(x)を

　　 　− a

2
< x <

a

2
　のとき，　 f(x) =

1

a

x < −a

2
および x >

a

2
　のとき，　 f(x) = 0

と定義する．微分方程式

x ̸= ±a

2
　 のとき，　

d2y

dx2
− y = f(x)

x = ±a

2
　 のとき，　

dy

dx
　は連続

x → ±∞　のとき，　 y = 0

について，次の問に答えよ．

(1) 微分方程式の解を y(x)とするとき，y(−x) = y(x)を示せ．

(2) 上記の微分方程式の解を求めよ．

(3) aを 0に近づけると，解はどのような関数に近づくか？

(横浜国立大 2001)　　 (m20011101)

0.125 微分方程式
dy

dx

(
dy

dx
− y

)
= x(x− y)

を満たし，かつ，x = 0で y = 0となる関数 y(x)（ただし，x ≥ 0）を求めよ．

(横浜国立大 2003)　　 (m20031101)

0.126 次の微分方程式を解け.
dy

dx
=

x− 1

2x2y

(横浜国立大 2005) 　　 (m20051103)

0.127 次の微分方程式を解け．

(1)
d2y

dx2
+

dy

dx
− 6y = 6x3 + 3x2 − 14x+ 3 (2)

dy

dx
+ 2xy =

x

y2

(横浜国立大 2006) 　　 (m20061101)

0.128 次の微分方程式を解き, 与えられた初期条件を満たす解を求めよ.

(1) (2x+ y) + (4x+ 2y − 3)
dy

dx
= 0 初期条件 : x = 2のとき , y = −1

(2)
d2y

dx2
− dy

dx
− 6y = −4e2x 初期条件 : x = 0のとき , y = 2 ,

dy

dx
= 0
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(横浜国立大 2007) 　　 (m20071102)

0.129 次の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
= x+ y (2)

dy

dx
=

y2 − x2

2xy

(横浜国立大 2008) 　　 (m20081102)

0.130 (1) 1階常微分方程式の一般形は以下のように与えられる.

y′ + P (x)y = Q(x) 1⃝

この式の解の公式を導く. 以下の記述の空欄を埋めなさい.

まず, 同次（斉次）方程式の解を求める. 1⃝の同次方程式は以下のように表される.

y′ + P (x)y = 　 (ア)　

この同次方程式は, 変数分離形であるので, 解は, 任意の定数を Cとして, 以下のように求めら

れる.

y = C · 　 (イ)　 ( ·は積を意味する.)

この結果を用いて, 1⃝の解を定数変化法で求める. 従って, 1⃝の解を

y = C(x) · 　 (イ)　 2⃝

とおく. これを 1⃝の左辺に代入して整理すると

y′ + P (x)y = C ′ · 　 (イ)　 = Q(x)

すなわち,

C ′ = Q(x) · 　 (ウ)　

両辺を積分して C(x)を求め, 2⃝に代入すると, 1⃝の解の公式が以下のように求められる.

y = e−
∫
P (x)dx

[∫
Q(x)e

∫
P (x)dxdx+ C

]
(2) (1)を参考にして, 微分方程式を解く方法のひとつである,“定数変化法”について説明しなさい.

(3) 次の微分方程式を (1)の公式を用いて解きなさい.

y′ − y = ex

(横浜国立大 2008) 　　 (m20081103)

0.131 次の微分方程式を解け.

(1) x2 dy

dx
− y = 0

(2) x
dy

dx
+ y + 4x = 0

(横浜国立大 2009) 　　 (m20091101)

0.132 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
=

2y5 − 6x4y

3xy4 − 3x5
(2)

dy

dx
− 2xy = −2x

(横浜国立大 2010) 　　 (m20101102)
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0.133 次の微分方程式を解け.

(1) x2 dy

dx
= y2 + xy − x2 (2)

dy

dx
+ y = cosx

(横浜国立大 2011) 　　 (m20111102)

0.134 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
(
xy3 + 3x3y

) dy
dx

−
(
y4 + 4x2y2 + x4

)
= 0

(2) xy
dy

dx
=
√

4− y2

(横浜国立大 2012) 　　 (m20121102)

0.135 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) x
dy

dx
− y =

√
x2 + y2

(2)
d2y

dx2
+

2

x

dy

dx
= 0

(横浜国立大 2013) 　　 (m20131102)

0.136 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
d2y

dx2
− 4

dy

dx
+ 3y = 3e−2x

(2) (x+ 1)
dy

dx
= (2x+ 3)y

(横浜国立大 2014) 　　 (m20141102)

0.137 次の微分方程式の一般解を求めよ,

(1) x(x2 − 1)
dy

dx
+ 2y(x2 − x− 1) = 0

(2)
dy

dx
= − 2xy

x2 + y2

(横浜国立大 2015)　　 (m20151102)

0.138 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
= y + ex sinx (2) x

√
1 + y2 + y

√
1 + x2

dy

dx
= 0

(横浜国立大 2016)　　 (m20161102)

0.139 以下の 3問から 2問選択して解答せよ. 3問解答してはならない.

(1) 次の微分方程式の一般解を求めよ. y′ =
4x− 2y

2x− y − 1

(2) 次の微分方程式の一般解を求めよ. y′′ − y′ + y = 0

(3) 微分方程式 xy′ − y − x log x = 0 において, 初期条件 y(1) = 0を満たす特殊解を求めよ.

(横浜国立大 2016)　　 (m20161103)

0.140 (1)
d2y

dx2
+Kx = 1が区間 [0, L]で与えられている. 一般解を求め, y(0) = y(L) = 0を境界条件と

する解を求めよ.

(2)
d3y

dx3
= xex を解け.

(3) (1 + exp(x))
dy

dx
= yが与えられている.　 y(0) = 1を境界条件とする解を求めよ.

(横浜国立大 2017)　　 (m20171101)
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0.141 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
= (y − x)2 (2)

dy

dx
= (y + cosx) sinx

(横浜国立大 2017)　　 (m20171104)

0.142 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) y2

((
dy

dx

)2

+ 1

)
= 1 (2)

dy

dx
=

x− y

x+ y

(横浜国立大 2018)　　 (m20181102)

0.143 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
=

2xy

x2 − y2
(2)

dy

dx
= cos(x+ y)− cos(x− y)

(横浜国立大 2019)　　 (m20191102)

0.144 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
=

y2 − 1

tanx
(2)

dy

dx
= xn − y

x
ただし, nは正の整数である.

(横浜国立大 2020)　　 (m20201102)

0.145 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) (x2 − 1)2
dy

dx
+ 2xy(x2 − 1) = 2

(2)
dy

dx
=

2 sin y cos y

cosx

(横浜国立大 2021) 　　 (m20211102)

0.146 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) 2
dy

dx
+

y

x
+

y2

x2
= 0 (2)

dy

dx
=

1 + cos y

sin2x cos2x

(横浜国立大 2022) 　　 (m20221102)

0.147 次の連立微分方程式 
dx

dt
= x− xy

( t > 0 )
dy

dt
= −y + xy

x(0) = a y(0) = b

について，初期値 (a, b) が第１象限 I にあるとき，解
(
x(t), y(t)

)
が I に留まることを示せ．

(千葉大 1994）　　 (m19941202)

0.148 次の微分方程式の一般解を求めよ．

d2x

dt2
+ 2a

dx

dt
+ b2x = 0 (但し，a < b )

(千葉大 1995)　　 (m19951203)

0.149 微分方程式 y′′ + 4y′ + 4y = x2 の一般解を求めよ．

(千葉大 1996）　　 (m19961203)
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0.150 次の初期値問題を解け．
d2x

dt2
+ x = sin 2t (t > 0),

x(0) = 0,
dx

dt
(0) = 0

(千葉大 1997）　　 (m19971202)

0.151 次の線形微分方程式の解 y = y(x) を求めよ．

d

dx
y(x) + 2y(x) = x , y(0) = 1

(注) w(x) = e2xy(x) とおき，w に関する微分方程式を考えよ．

(千葉大 1998）　　 (m19981203)

0.152 次の微分方程式を解け．
dx

dt
= −5x− y

dy

dt
= x− 3y

(千葉大 1999）　　 (m19991203)

0.153 微分方程式

x2 d
2y

dx2
+ 4x

dy

dx
+ 2y = 1 , y(x)

∣∣
x=1

=
dy

dx

∣∣∣∣
x=1

= 0 (i)

に関する以下の設問に答えなさい．

(1) 変数変換 x = et を考える．変数 x の定義域が [1,∞] であるとき，変数 t の定義域を求めな

さい．

(2) 合成関数 y(x(t)) の微分公式は
dy

dt
=

dy

dx

dx

dt
で与えられる．合成関数 y(x(t)) の２階微分

d2y

dt2
を

d2y

dx2
,
d2x

dt2
,
dy

dx
,
dx

dt
を用いて表しなさい．

(3) 変数変換 x = et を用いることによって，式 (i)の微分方程式が

d2y

dt2
+ 3

dy

dt
+ 2y = 1 , y(t)

∣∣
t=0

=
dy

dt

∣∣∣∣
t=0

= 0 (ii)

に変換できることを示しなさい．

(4) 式 (ii)の微分方程式を解きなさい．

(5) 設問 (4)で求めた微分方程式 (ii)の解から微分方程式 (i)の解 y(x) を求めなさい．

(千葉大 2001)　　 (m20011202)

0.154 次の微分方程式の初期条件を満たす解を求め，x ≥ 0の範囲で解曲線を図示しなさい．

d2y
dx2 + 2 dy

dx + y = 2 cosx 初期条件 : y(0) = 1 , y′(0) = 0

(千葉大 2002)　　 (m20021203)

0.155 次の連立常微分方程式の一般解を求めなさい．
dx

dt
= 3x− y + 1

dy

dt
= −x+ 3y − 1

(千葉大 2003)　　 (m20031204)
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0.156 (1) 微分方程式
dy

dx
= −xy の一般解を求めなさい．

(2) 初期値問題


dy

dx
= −xy + xe−x2/2

y(0) = 1
の解を求めなさい．

(千葉大 2004)　　 (m20041203)

0.157 ある運動している点の時刻 tにおける座標 (x(t) , y(t))が微分方程式

d

dt

(
x(t)

y(t)

)
=

(
−αy(t) + b

αx(t) + a

)

を満たす.ここで, a , b及び α(> 0)は定数である.

この微分方程式の解は (
x(t)

y(t)

)
= A(t)

(
x(0)

y(0)

)
− (A(t)− I)v

と書ける.ただし, A(t)は時刻 tに依存する 2 × 2の正方行列, I は 2 × 2の単位行列, vは初期位置

(x(0) , y(0))に依らない定ベクトルである.次の設問に答えなさい.

(1)
dy(t)

dx(t)
を tを陽に含まない形で表しなさい.

(2) (1)の微分方程式を解きなさい.

(3) 行列A(t)を決定しなさい.

(4) 点 (x(t) , y(t))はどのような運動をするか簡潔に説明しなさい.

(千葉大 2005) 　　 (m20051204)

0.158 次の微分方程式の解を求めなさい.

(1)
dy

dx
= a(y + b) ただし, a, bは定数であり, 初期値は y(0) = y0 (y0 ̸= −b)とする.

(2)
dy

dx
= ky(p− y) ただし, k, pは正の定数であり, 初期値は y(0) = y0 (0 < y0 < p)とする.

(千葉大 2007) 　　 (m20071209)

0.159 実数値関数 f(x)は −∞ < x < ∞で連続であり, 次の関数方程式を満たすとする.

f(x) = 1 +

∫ x

0

(t− x)f(t)dt

(1) f(0), f ′(0)を求めなさい. また f(x)の満たす微分方程式を求めなさい.

(2) f(x)の満たす微分方程式を解きなさい.

(千葉大 2008) 　　 (m20081204)

0.160 次の微分方程式について, 以下の問いに答えよ.

d2y

dx2
− 4 + x

x

dy

dx
+

6 + 2x

x2
y = 0

(1) y = x2 がこの微分方程式の解となっていることを示しなさい.

(2) y = ux2 （uは xの関数）がこの微分方程式の解となるために, uの満たすべき微分方程式を求

めなさい.

(3) (2)で求めた微分方程式を uについて解き, 最初の微分方程式の解を求めなさい.

(千葉大 2009) 　　 (m20091204)
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0.161 次の線形連立微分方程式を解き,その一般解 x(t) , y(t)を求めなさい.

dx

dt
− 3x+ y = 0

x− dy

dt
+ y = 0

(千葉大 2010) 　　 (m20101204)

0.162 次の微分方程式を解きなさい.

(1)
dy

dx
= −2xy + 3x

(2)
dy

dx
= 3xy−5xy−

1
3 （ヒント：yの 4/3乗を zとおいて zの微分方程式に変換すると線形になる.）

(千葉大 2011) 　　 (m20111204)

0.163 次の微分方程式を与えられた初期条件のもとで解きなさい.

(1) y′ + y + y2 = 0 , y(0) = 1

(2) y′ + y + x = 0 , y(0) = 2

(千葉大 2012) 　　 (m20121203)

0.164 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

(1)
d2y

dx2
+

dy

dx
− 2y = 8e2x

(2)
dy

dx
=

2x− y

x− 2y

(
ヒント：未知関数を u(x) =

y

x
に変換すると変数分離になる

)
(千葉大 2013) 　　 (m20131204)

0.165 次の微分方程式の解を求めなさい.

(1)
d2x

dt2
+ 2

dx

dt
+ 2x = 0 , x(0) = 1 , x′(0) =

dx

dt

∣∣∣∣
t=0

= 0 , t ≥ 0

(2) 上で得られた x(t)を用いて y(t) =
dx

dt
として, O− xy直交座標系上で点 P

(
x(t), y(t)

)
を定義す

る. t ≥ 0に対して点 P (x, y)の描く曲線をグラフで示しなさい. （ヒント：点 P の座標の減衰

項を除いた場合の曲線を先に求める.）

(千葉大 2014) 　　 (m20141204)

0.166 次の微分方程式の一般解を求め, 与えられた初期条件を満たす解曲線の概形を図示しなさい.

(1)
(
x2 − xy

)dy
dx

+ y2 = 0 初期条件：x = e, y = e, ここで, eは自然数の底である.

（ヒント：
y

x
= uとおいて未知関数 y(x)を u(x)に変換する ）

(2)
d2y

dx2
+ 2

dy

dx
+ 17y = 0, x ≥ 0 初期条件：x = 0, y = 1, y′ = −1

(千葉大 2015) 　　 (m20151204)

0.167 次の微分方程式を解きなさい.

(1)
d2y

dt2
+ 2y = sin t 初期条件：t = 0, y = 1,

dy

dt
= 1 +

√
2

(2)
dy

dx
+ 2xy = 4xex

2

の一般解を求めなさい.

(千葉大 2016)　　 (m20161204)
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0.168 以下の微分方程式を解き, xの関数 f(x)を求めなさい. ただし, f(0) = 1, f ′(0) = 0とする.(
d2f(x)

dx2

)2

+ 3

(
d2f(x)

dx2

)
− 4 = 0

(千葉大 2016)　　 (m20161205)

0.169 次の微分方程式を解きなさい.

(1)
d2y

dt2
+

dy

dt
− 2y = −2 , 初期条件 t = 0のとき y = 2,

dy

dt
= 0

(2)
d2y

dt2
+

dy

dt
− 2y = cos t− 2tの一般解を求めなさい.

(千葉大 2017)　　 (m20171204)

0.170 次の微分方程式を解け.

x4 dy

dx
+ y2 = 0

(筑波大 2004)　　 (m20041316)

0.171 ある量 yは現在時刻 tにおける量 y(t)の 3倍に比例して減少する.

(1) この量を時間の関数 y(t)として記述せよ.

(2) t = 0における y(t)の値が 1であったとき, t = 1における y(t)の値を求めよ.

(筑波大 2004)　　 (m20041317)

0.172 環境中における生物の増殖速度は条件が良好な場合，個体数濃度 (x)に比例する．すなわち，比例定

数（マルサス指数）をmとして，

dx

dt
= mx (式 1)

と書くことができる．この数理モデルについて以下の問いに答えなさい．

(1) (式 1)を初期条件 t = 0において x = x0 として解き，グラフに図示しなさい．

(2) 環境容量の有限性を考えると (1)の答えは，時間が経過していくと不合理である．この場合，増

殖速度は個体数濃度 (x)と空き容量 (K − x)の積に比例するとして

dx

dt
= mx(K − x) (式 2)

と変更される．K は環境容量を表す定数．(式 2)を初期条件 t = 0において x = x0として解き，

xの時間変化の概略をグラフに示し，x → ∞の挙動を説明しなさい．

(筑波大 2006) 　　 (m20061302)

0.173 微分方程式
d2y

dx2
− 5

dy

dx
+ 6y = 0 の一般解を求めよ.

(筑波大 2007) 　　 (m20071317)

0.174 u =
y

x
とおいて微分方程式 2xyy′ − y2 + x2 = 0 を解き, それがどのような曲線群を表すか述べよ.

なお, y′ =
dy

dx
である.

(筑波大 2008) 　　 (m20081309)

0.175 次の微分方程式 (D)について (1)から (3)に答えなさい.

f ′′(x)− 3f ′(x) + 2f(x) = 0 · · · · · · (D)
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(1) f ′(x) = f(x)または f ′(x) = 2f(x)ならば, f(x)は微分方程式 (D)の解であることを示しな

さい.

(2) f(x) = ex および f(x) = e2x は微分方程式 (D)の解であることを示しなさい.

(3) 微分方程式 (D)の任意の解 f(x)は, ある実数 a, bを用いて f(x) = aex + be2x と一意的に表せ

ることを示しなさい.

(筑波大 2008) 　　 (m20081326)

0.176 f(x)は何回でも微分可能で, f ′(x) = −xf(x)を満たすとき, 以下の問いに答えよ.

(1) f ′′(x)を, f(x)を用いて表せ. (2) f(0) = 1のとき, f(x)を求めよ.

(筑波大 2008) 　　 (m20081339)

0.177 微分方程式
dy

dx
=

xy

x2 − 1
の一般解を求め,それが xy平面上でどのような曲線群になるか調べよ.さら

に,代表的な場合（一通りとは限らない）について,そのグラフを xy平面上に図示せよ.

(筑波大 2010) 　　 (m20101307)

0.178 (1) 次の微分方程式を y =
1

N
と置いて変数変換せよ.ただし, α, β は正の定数, N = N(t)とする.

dN

dt
= αN − βN2

(2) 定数変化法により (1)で得られた式を解き, N(t)を求めよ.ただし, N(0) = N0 とする.

(筑波大 2010) 　　 (m20101311)

0.179 次の１階連立微分方程式の一般解を求めよ.
dx

dt
= 2x+ 2y

dy

dt
= x+ 3y

(筑波大 2011) 　　 (m20111301)

0.180 微分方程式

y′ =
1

x
y + xy2 の解を求めよ. ただし, y′ =

dy

dx
とする.

(筑波大 2012) 　　 (m20121301)

0.181 関数 x(t)に関する以下の微分方程式を解きなさい.

dx

dt
= 1− x2 ただし x(0) = 0とする.

(筑波大 2012) 　　 (m20121317)

0.182 連立１階線形微分方程式
d

dt
x(t) = x(t)− y(t) + 2z(t)

d

dt
y(t) = x(t) + 3y(t)

d

dt
z(t) = x(t) + y(t) + z(t)

を初期条件 x(0) = 4, y(0) = 4, z(0) = 1の下で解け.

(筑波大 2015) 　　 (m20151309)
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0.183 yに関する以下の線形微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
− 3

x
y = 2x3 + x2 + x (2) x2 d

2y

dx2
+ x

dy

dx
− n2y = 0 (nは定数)

(筑波大 2018)　　 (m20181304)

0.184 以下の問いに答えなさい．ただし，y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
, D =

d

dt
である．

(1) 次の１階微分方程式の一般解を求めなさい． 2xyy′ = x2 + y2

(2) 次の２階微分方程式の一般解を求めなさい． y′′ − 7y′ + 10y = 6x+ 8e2x

(3) 次の連立微分方程式の一般解を求めなさい．

{
Dx = 4x− y

Dy = x+ 2y

(埼玉大 2003)　　 (m20031406)

0.185 次の微分方程式の一般解を求めよ. ただし, y′′ =
d2y

dx2
, y′ =

dy

dx
である.

(1) y′′ − y′ − 2y = 2x2 − 6x

(2) x3yy′ = y2 + 1

(3) (y + xy′)xy = x2 + 2

(埼玉大 2004)　　 (m20041405)

0.186 次の微分方程式の一般解を求めよ.ただし, y′′ =
d2y

dx2
, y′ =

dy

dx
である.

(1) 2x2y′ = x2 + y2

(2) y′′ + 2εy′ + ω0
2y = F sinωx （ただし, ε ̸= 0 , ω0

2 > ε2）

(埼玉大 2005) 　　 (m20051403)

0.187 次の微分方程式を解け．

(1) x(x− y)
dy

dx
+ y2 = 0 (2)

dy

dx
− xy = x (3)

d2y

dx2
+ y = 2 sinx

(埼玉大 2006) 　　 (m20061405)

0.188 次の微分方程式を解け.

(1) 2x2 dy

dx
= x2 + y2 (2)

dy

dx
+ y tanx+ cot2 x = 0

(埼玉大 2007) 　　 (m20071406)

0.189 次の連立微分方程式を解け.

dx

dt
− x+ 2y = et

3x+
dy

dt
− 2y = 1

(埼玉大 2007) 　　 (m20071407)

0.190 以下の微分方程式を解け.

(1) (x2 + 2xy)dx+ (x2 − y2)dy = 0 (2) 2x
dy

dx
− y = −xy3

(3)
d2y

dx2
− dy

dx
− 2y = 10 cosx (4) x2 d

2y

dx2
− 3x

dy

dx
+ 4y = x

(埼玉大 2008) 　　 (m20081404)

0.191 以下の微分方程式の解を求めなさい. ただし, cは実定数とする.
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(1)
dy

dx
+ y = x

(2)
dy

dx
− xy = −y3e−x2

(3) eydx+ xeydy = 0

(4)
d2y

dx2
+ cy = 0

(埼玉大 2009) 　　 (m20091403)

0.192 (1) 以下の微分方程式を解け.

(a)
dy

dx
= tanx · tan y

(b) cosx
dy

dx
− y sinx = 2 cosx sinx

(c)
d2y

dx2
+

dy

dx
− 6y = ex

(2) y(t)が時刻 tにおける物体の位置を表すとすると, f ′(t)は速度, f ′′(t)は加速度を表す.

(a) 下記の運動方程式を満たすこの物体の位置 y(t)を求めよ.

y′′(t) + k2y(t) = 0 (k > 0の定数)

(b) 初期条件 y(0) = A0 , y
′(0) = 0 を満たす解を求めよ.

(埼玉大 2010) 　　 (m20101408)

0.193 以下の微分方程式を解け.

(1) x
dy

dx
− 2x2y = y (2) 4y2 +

(
dy

dx

)2

= 4

(3)
d2y

dx2
+ 6

dy

dx
+ 8y = 0 (4)

d2y

dx2
− 6

dy

dx
+ 9y = sin 3x

(埼玉大 2011) 　　 (m20111406)

0.194 (1) 以下の微分方程式を解け.

(a)
dy

dx
+ 2y = x2

(b)
d2y

dx2
+ 2

dy

dx
+ y = 6e−x

(2) 室温が 20℃の部屋に置いたコーヒーの温度の変化率は, 時刻 t[分]におけるコーヒーの温度

T (t)[℃]と室温の差に比例する.

(a) このときの比例係数を −k(k > 0)とし, 時間 tと温度 T (t)の関係を微分方程式を用いて

表せ.

(b) t = 0で 100℃だったコーヒーが, 3分後に 60℃になったとするとき, 40℃になるまでの

時間を求めよ.

(埼玉大 2012) 　　 (m20121406)

0.195 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) x
dy

dx
= 3y

(2)
(x2 − y2)

2

dy

dx
= xy

(3)
dy

dx
ex − x+ yex = 0
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(4)
d2y

dx2
− 3

dy

dx
− 10y = 0

(埼玉大 2013) 　　 (m20131407)

0.196 以下の微分方程式を解け.

(1) x
dy

dx
= y − 1 (2) x+ y

dy

dx
= 2y (3)

d2y

dx2
− 3

dy

dx
= e3x (4)

d2y

dx2
− dy

dx
− 2y = sinx

(埼玉大 2014) 　　 (m20141404)

0.197 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
− 2xy = 0

(2) x

(
dy

dx
+ sinx

)
+ y = 0

(3) 3
d2y

dx2
+ 5

dy

dx
+ 2y = 0

(4)
d2y

dx2
+ 2

dy

dx
+ y − x− 3 = 0

(埼玉大 2015)　　 (m20151407)

0.198 以下の微分方程式を解け.

(1) 2
dy

dx
=

y

tanx
(2) x

dy

dx
− 2y = x3ex (3)

d2y

dx2
+ y = cosx

(4)
d4y

dx4
− 8

d2y

dx2
+ 16y = x2

(埼玉大 2016)　　 (m20161407)

0.199 以下の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
= e2y−x (2) 2xy

dy

dx
= y2 − 4x2

(3)
d2y

dx2
− 2

dy

dx
+ y = 4ex (4) sinx

dy

dx
− 2y cosx = 2x sin3 x

(埼玉大 2017)　　 (m20171406)

0.200 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) 1− (cosx)2
dy

dx
= 0 (2) x

dy

dx
= x2 + y

(3) x2

(
dy

dx

)2

+ 5xy
dy

dx
+ 6y2 = 0 (4)

d2y

dx2
+ 5

dy

dx
+ 4y = x3 + 1

(埼玉大 2018)　　 (m20181406)

0.201 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
= (2y + 1)2xe−x

(2)
x

y

dy

dx
−
√
x2 + y2

y
− 1 = 0

(3)

(
dy

dx

)2

+ 2 sinx
dy

dx
− 1

2
cos 2x = 0

(埼玉大 2019)　　 (m20191407)
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0.202 次の連立方程式の一般解を求めよ.
dx

dt
= −7x+ y

dy

dt
= −2x− 5y

(埼玉大 2019)　　 (m20191408)

0.203 次の微分方程式を解け．

y′′ + 2y′ + 10y = e−t sin t , y(0) = 1 , y′(0) = 0

(茨城大 1998）　　 (m19981702)

0.204 (1) 微分方程式

{
y′′ + 2y′ + 2y = 0

y(0) = 1 , y′(0) = −1
の解 y(t) を求めよ．

(2) (1) で求めた関数 y(t) のグラフを 0 ≦ t ≦ 4π の範囲でかけ．

(茨城大 1999）　　 (m19991705)

0.205 次の微分方程式を解け． y′ =
y

x
log

y

x
(茨城大 2000）　　 (m20001702)

0.206 次の微分方程式を解け． y′ + y tanx =
1

cosx
, y(0) = 1

(茨城大 2001)　　 (m20011704)

0.207 (1) P (x, y) = 2xm(y+x2), Q(x, y) = −xm+1(1+x2)+ y とするとき，
∂P

∂y
=

∂Q

∂x
となるように m

を定めよ．

(2) (1) で求めた m を考えるとき，微分方程式 P (x, y)dx+Q(x, y)dy = 0 の一般解を求めよ．

(茨城大 2002)　　 (m20021704)

0.208 k > 0に対して，微分方程式


dx

dt
= xk+1 (t ≧ 0)

x(0) = 1
　　の解を xk(t)とする．

(1) xk(t)を求めよ． (2) lim
k→0

xk(t)を求めよ．

(茨城大 2003)　　 (m20031702)

0.209 次の微分方程式の一般解を求めよ.

y′′′ − 2y′′ − y′ + 2y = sinx

(茨城大 2004)　　 (m20041702)

0.210 (1) x = et とおくとき, xの関数 yに対して,

x
dy

dx
=

dy

dt
, x2 d

2y

dx2
=

d2y

dt2
− dy

dt

を満たすことを示せ.

(2) 微分方程式

x2 d
2y

dx2
− x

dy

dx
− 8y = 0

の一般項を求めよ.

(茨城大 2005) 　　 (m20051703)
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0.211 次の微分方程式の一般解を求めよ． (1 + y2)
y

x
+ (1− y)2

(
dy

dx
− y

x

)
= 0

(茨城大 2006) 　　 (m20061703)

0.212 次の微分方程式を解け, y′′ − y = ex , y(0) = 0 , y′(0) = 1

(茨城大 2007) 　　 (m20071703)

0.213 x = x(t), y = y(t)のとき, 次の連立微分方程式を初期条件 x(0) = 0, y(0) = 1のもとで解け.
dx

dt
= 3x+ y

dy

dt
= −x+ y

(茨城大 2008) 　　 (m20081706)

0.214 (1) 微分方程式
dy

dx
= xを解け.

(2) 微分方程式
dy

dx
= yを解け.

(3) 次の連立微分方程式を初期条件 x(0) = 0 , y(0) = 1のもとで解け.

dx

dt
= −y ,

dy

dt
= x

(茨城大 2009) 　　 (m20091703)

0.215 初期条件 x = 1 , y = 1のもとで,微分方程式 x
dy

dx
= y(1 + y)の解を求めよ.

(茨城大 2010) 　　 (m20101703)

0.216 以下の各問に答えよ.

(1) 初期条件 x = 0, y = 1のもとで, 微分方程式
dy

dx
= xyを解け.

(2) 初期条件 x = 0, y = 1のもとで, 微分方程式
dy

dx
= x+ yを解け.

(茨城大 2012) 　　 (m20121706)

0.217 x = x(t), y = y(t)のとき, 次の連立微分方程式を初期条件 x(0) = 5 , y(0) = 2のもとで解け.
dx

dt
= 3x− 4y

dy

dt
= x− 2y

(茨城大 2013) 　　 (m20131704)

0.218 y = y(x)に関する微分方程式
dy

dx
= −1

y
+

y

x
· · · · · · (∗)

について, 以下の各問に答えよ.

(1) 新しい未知関数 u = u(x)を u =
y

x
によって定義する. このとき, 微分方程式 (∗)を u = u(x)

に関する微分方程式に書き換えよ.

(2) 初期条件 x = 2, y = 4のもとで, 微分方程式 (∗)の解を求めよ.

(茨城大 2014) 　　 (m20141703)
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0.219 y = y(x)に関する微分方程式について, 以下の各問に答えよ.

(1) y′′′ − 6y′′ + 11y′ − 6y = 0の一般解を求めよ.

(2) y′′′ − 6y′′ + 11y′ − 6y = e4x の一般解を求めよ.

(茨城大 2015)　　 (m20151703)

0.220 −∞ < x < ∞において, 微分可能な関数 y(x)が次の等式

y(x) = x2 +

∫ x

0

ty(t)dt

を満たしているとする. 関数 y(x)を求めよ.

(茨城大 2016)　　 (m20161706)

0.221 x = x(t)に関する 2つの微分方程式

(i) x′′ − 4tx′ + (4t2 − 3)x = 0

(ii) x′′ − 4tx′ + (4t2 − 3)x = 4t4 − 11t2 + 2

について, 以下の各問に答えよ. ただし, (1),(2)は答のみを書けばよい.

(1) x1(t) = et
2+t, x2(t) = et

2−t はそれぞれ (i)の解である. (i)の一般解を求めよ.

(2) x0(t) = t2 は (ii)の解の 1つである. (ii)の一般解を求めよ.

(3) 初期条件 x(0) = 0, x′(0) = 2のもとで (ii)の解を求めよ.

(茨城大 2020)　　 (m20201706)

0.222 微分方程式
dy

dx
= y2 の解を求めよ．

(山梨大 2002)　　 (m20021804)

0.223 (1) 1 + x3 を実数の範囲で因数分解せよ．

(2)

∫
1

1 + x3
dxを求めよ．

(3) 微分方程式
dy

dx
= (x+ y + 1)3 を解け．

(山梨大 2002)　　 (m20021805)

0.224 次の微分方程式を解きなさい.
dy

dx
=

x+ y

x− y

(山梨大 2010) 　　 (m20101808)

0.225 次の微分方程式を解きなさい.
dy

dx
=

x− 2y

2x+ y

(山梨大 2013) 　　 (m20131804)

0.226 3次元空間の曲線 x = 0, かつ z = y2 (0 ≦ y ≦ 2) を z軸のまわりに回転させてできる曲面を考え

る. この曲面を内面とする容器を z軸の正方向が鉛直上向きになるように置き, 単位時間当たり体積

V0（定数）の水を容器が完全に満たされるまで注ぎ入れる. このとき, 次の設問に答えよ.

(1) 容器の底から水面までの高さが hのとき, 容器内の水の体積 V を求めよ.

(2) 空の容器に水を注ぎ入れ始めてから時間 t後の容器の底から水面までの高さを tの関数 h(t)と表

す. h(t)に対する微分方程式を導け. また, それを解いて h(t)を求めよ.
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(3) 容器を完全に満たしてから静かに 45度傾けたとき, 容器内に残る水の体積を求めよ.

(山梨大 2017)　　 (m20171801)

0.227 閉区間 [0, 1]で定義された連続関数 f(x)が開区間 (0, 1)で 2回微分可能で, 次の 2つの条件

(i) f(0) = f(1) = 0

(ii) すべての 0 < x < 1に対して

(1− x)f ′(x) = 1− x− 2x

∫ x

1

f(t)

t3
dt− f(x)

x

を満たしているとする. このとき以下の問いに答えよ.

(1) f ′′(x)を xの有理式で表せ.

(2) f(x)を求めよ.

(信州大 2019)　　 (m20191901)

0.228 f(x) = eλx として λを求めることにより，次の微分方程式を解け．但し，aは正の定数である．
d4

dx4
f(x)− a4f(x) = 0

(新潟大 2001)　　 (m20012006)

0.229 容量 C のコンデンサー, 抵抗値 Rの抵抗, インダクタンス Lのコイルを直列につないだ閉回路を考

える, コンデンサーの電荷を q(t)とするとき, a =
R

L
, b =

1

CL
とおけば, q(t)の時間変化をあらわ

す微分方程式は, 次式で与えられる.

d2q

dt2
+ a

dq

dt
+ bq = 0

a2 − 4b > 0の場合について, この微分方程式の一般解を求めよ.

(新潟大 2007) 　　 (m20072002)

0.230 物体の温度の時間変化は周囲の温度との温度差に比例することが知られている. 30°C に保たれた部

屋で, ある物体の温度が時間とともにどのように変化するか調べた. その結果, 90°C から 60°C にな

るのに 30分かかった. さらに 30分経った後の物体の温度を求めよ.

(新潟大 2009) 　　 (m20092005)

0.231 次の微分方程式を解け.

(1) (2x− 2y − 1) dx+ (−2x+ 6y + 3) dy = 0

(2)
d2y

dx2
− dy

dx
− 6y = −2 cos 2x

(新潟大 2010) 　　 (m20102009)

0.232 次の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
= a sinx ただし, x =

π

2
のとき y = a とする.

(2) y
dy

dx
+ x = 0 ただし, x = 1のとき y = 0 とする.

(3) x2 dy

dx
+ y = 0 ただし, x = 1のとき y = 1 とする.

(新潟大 2011) 　　 (m20112001)
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0.233 次の常微分方程式の一般解を求めよ.

dy

dx
= 1− y

2
(新潟大 2014) 　　 (m20142008)

0.234 次の (1), (2)の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
= xy (2) m

d2x

dt2
+ kx = 0 (m, kは定数)

(新潟大 2015)　　 (m20152016)

0.235 定数係数の 2階線形微分方程式

d2y

dt2
− 4

dy

dt
+ 3y = e5t (1)

の一般解を求める.

(a) 斉次微分方程式
d2y

dt2
− 4

dy

dt
+ 3y = 0

の基本解を求めよ.

(b) 式 (1)の特解を y(t) = Ceαt とおいて, 定数 C と αを求めよ.

(c) 式 (1)の一般解を求めよ.

次に, 変数係数の 2階微分方程式

x2 d
2y

dx2
− 3x

dy

dx
+ 3y = x5 (2)

の一般解を求める.

(d) x = et とおくことで, 式 (2)が式 (1)に書き換えられることを示せ.

(e) 式 (2)の一般解を求めよ.

(新潟大 2017)　　 (m20172018)

0.236 次の (1),(2)の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
= 2xy2 (2)

dy

dx
=
(y
x

)2
+

y

x
(新潟大 2018)　　 (m20182004)

0.237 微分方程式 x2 dy

dx
+ y = 0を解け. ただし, x = 2のとき, y = 1とする.

(新潟大 2019)　　 (m20192003)

0.238 微分方程式
dy

dx
=

4x

x2 − 1
yを解け. ただし, −1 < x < 1, y > 0かつ x = 0のとき, y = 1とする.

(新潟大 2020)　　 (m20202003)

0.239 次の２つの微分方程式について，以下の問に答えよ．

d2y

dx2
− 4y = 0 · · · · · · · · · (∗)

d2y

dx2
− 4y = xe2x · · · · · · · · · (∗∗)

(1) 微分方程式 (∗) の一般解を求めよ．

(2) 関数 z = (ax2 + bx)e2x が (∗∗) の１つの解となるような定数 a , b を求めよ．

(3) 微分方程式 (∗∗) の一般解を求めよ．
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(長岡技科大 1991）　　 (m19912105)

0.240 次の２つの微分方程式の一般解をそれぞれ求めよ．

(1)
d2y

dx2
− 2

dy

dx
+ 2y = 0 （2）

d2y

dx2
− 2

dy

dx
+ 2y = x

(長岡技科大 1992）　　 (m19922105)

0.241 微分方程式

(x+ 1)y′′ + xy′ − y = 0

を以下の手順により解け．

(1) y = ue−x がこの微分方程式の解になるために uが満たすべき微分方程式を求めよ．

(2) 前問で求めた微分方程式を解け．

(3) もとの微分方程式を解け．　

(長岡技科大 1994)　　 (m19942104)

0.242 連立微分方程式 
dx

dt
= x− y

dy

dt
= x+ 3y

の初期条件 : x(0) = 0 , y(0) = 1 を満たす解 x = x(t) , y = y(t) について，以下の問に答えよ．

(1) z(t) = x(t) + y(t) とおくとき， z = z(t) が満たす微分方程式および初期条件を求めよ．

(2) z(t) を求めよ．

(3) x(t) , y(t) を求めよ．

(長岡技科大 1995）　　 (m19952103)

0.243 次の２つの微分方程式について，以下の問いに答えよ．

y′′ − y = 0 (∗)

y′′ − y = e2x cosx (∗∗)

(1) 微分方程式 (∗)の一般解を求めよ．

(2) y = e2x(a cosx+ b sinx)が (∗∗)の解となるような定数 a, bを求めよ．

(3) 微分方程式 (∗∗)の一般解を求めよ．　
(長岡技科大 1996)　　 (m19962103)

0.244 微分方程式 y′′ − 2y′ + 2y = 0 の一般解を求めよ．

(長岡技科大 1997)　　 (m19972104)

0.245 微分方程式
d2y

dx2
+ ay = 0について，以下の問いに答えよ．

(1) a = −2のとき一般解を求めよ．

(2) a = 2のとき一般解を求めよ．

(3) 条件 y(0) = y(π) = 0を満たす解で，定数関数ではないものが存在するような定数 aをすべて求

めよ．

(長岡技科大 1999)　　 (m19992103)
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0.246 f(x) を２回微分可能な関数とする．関数 u(x, y) = f(x)e−2y が偏微分方程式
∂2u

∂x2
+

∂2u

∂y2
= 0 を満た

しているとき，f(x) を求めよ．

(長岡技科大 2000)　　 (m20002103)

0.247 y = e−2x sin 3xとする．

(1) 導関数
dy

dx
および 2階導関数

d2y

dx2
を求めよ．

(2) yが微分方程式
d2y

dx2
+ a

dy

dx
+ by = 0 の解となるような定数 a, bの値を求めよ．また，そのとき

の一般解を求めよ．

(長岡技科大 2001)　　 (m20012105)

0.248 微分方程式 (∗) x2 d
2y

dx2
+ x

dy

dx
− 4y = x について,以下の問いに答えよ.

(1) y = xn が (∗)の右辺を 0とした方程式 x2 d
2y

dx2
+ x

dy

dx
− 4y = 0の解となるような整数 nを求

めよ.

(2) y = axが (∗)の解となるような定数 aの値を求めよ.

(3) 微分方程式 (∗)の一般解を求めよ.

(長岡技科大 2004)　　 (m20042102)

0.249 (1) 微分方程式 :
dy

dx
+ ay = 0の初期条件 y(0) = bを満たす解を求めよ.ここで a, bは定数である.

(2) 微分できる関数 f(t)に対して, z = f(x+2y)とおく.この zが
∂z

∂x
+

∂z

∂y
+ z = 0を満たし,かつ

f(0) = 2となる f(t)を求めよ.

(長岡技科大 2005) 　　 (m20052105)

0.250 微分方程式
d2y

dx2
+ 2

dy

dx
+ ay = 0 (aは a > 1なる定数)について、以下の問に答えなさい．

(1) 一般解を求めなさい．

(2) 初期条件 y(0) = 1 , y′(0) = −1を満たす解を求めなさい．

(3) 前問で求めた解が y(π) = 0を満たすような定数 aの値を求めなさい．

(長岡技科大 2006) 　　 (m20062104)

0.251 微分方程式 y′′ − (y′)2

y
+ y = 0の解で初期条件 y(0) = 1, y′(0) = 0を満たすものを y = y(x)とする.

以下の問いに答えなさい.

(1) z = log yとおくとき, z = z(x)の満たす微分方程式を求めなさい.

(2) yを求めなさい.

(長岡技科大 2007) 　　 (m20072105)

0.252 微分方程式
d2y

dt2
+ ω2y = 0（ωは正の定数）について, 以下の問いに答えよ.

(1) 一般解を求めよ.

(2) 初期条件 y(0) = 0, y′(0) = 2を満たす解を求めなさい.

(3) 前問で求めた解が y(1) = 0を満たすような ωの値を求めなさい.

(長岡技科大 2008) 　　 (m20082104)
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0.253 連立微分方程式 {
x′(t) = −4y(t)

y′(t) = x(t)

について以下の問いに答えなさい.

(1) 一般解を求めなさい.

(2) 初期条件 x(0) = 0 , y(0) = 1を満たす解を求めなさい.

(長岡技科大 2009) 　　 (m20092104)

0.254 (1) 微分方程式 y′ = −x

y
の一般解を求めなさい.

(2) 前問で求めた一般解を表す全ての曲線と直交する曲線を求めなさい.

(長岡技科大 2010) 　　 (m20102104)

0.255 以下の問に答えなさい.

(1) 微分方程式
d2y

dt2
+ c2y = 0の一般解を求めなさい. ただし, cは正の定数である.

(2) f(t)を 2回微分可能な関数とする. 2変数関数 z(x, y) = f(3x− 4y)が

偏微分方程式
∂2z

∂x2
+

∂2z

∂y2
+ z = 0の解となるような f(t)を求めなさい.

(長岡技科大 2011) 　　 (m20112104)

0.256 以下の問いに答えなさい.

(1) u(t)に関する常微分方程式 t
du

dt
− u = 0の一般解を求めなさい.

(2) f(t)を微分可能な関数とする. 2変数関数 z(x, y) = f(x2y3)が偏微分方程式

x
∂z

∂x
+ y

∂z

∂y
− 5z = 0

の解になるような, f(t)および z(x, y)を求めなさい.

(長岡技科大 2012) 　　 (m20122104)

0.257 以下の問いに答えなさい.

(1) 微分方程式
d2y

dx2
+ 4y = e−2x を解きなさい.

(2) 2変数関数 z(x, y) = f(x)e−2y が偏微分方程式

∂2z

∂x2
+

∂2z

∂y2
= e−2(x+y)

の解になるような, 2回微分可能な関数 f(x)を求めなさい.

(長岡技科大 2013) 　　 (m20132104)

0.258 微分方程式

(∗) dy

dx
=

y2 − x2

2xy

を考える. 下の問いに答えなさい.

(1) z =
y

x
とおいて,

dy

dx
を z,

dz

dx
, xで表しなさい.

(2) 微分方程式 (∗)を zと xに関する微分方程式として表しなさい.

(3) 前問 (2)の微分方程式を解くことによって, 微分方程式 (∗)を解きなさい.

(長岡技科大 2014) 　　 (m20142103)
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0.259 微分方程式

(∗) y
dy

dx
+ y2 = ex

について, 下の問いに答えなさい.

(1) z = y2 とおいて, 微分方程式 (∗)を zと xに関する微分方程式として表しなさい.

(2) 前問 (1)の微分方程式を解くことによって, 微分方程式 (∗)を解きなさい.

(長岡技科大 2015)　　 (m20152102)

0.260 微分方程式

(∗) x2 d
2y

dx2
+ 4x

dy

dx
+ 2y = 0

を考える. x = et とするとき, 下の問いに答えなさい.

(1)
dy

dt
を,

dy

dx
と xとで表しなさい.

(2)
d2y

dt2
を,

d2y

dx2
と

dy

dx
と x とで表しなさい.

(3) 微分方程式 (∗)の一般解を求めなさい.

(長岡技科大 2016)　　 (m20162103)

0.261 xの関数 yについての微分方程式

(∗) y′′ − y = ex sinx

を考える. 下の問いに答えなさい.

(1) 微分方程式 y′′ − y = 0の一般解を求めなさい.

(2) a, bを定数として, y = aex cosx+ bex sinxが微分方程式 (∗)を満たすような a, bの値を求めな

さい.

(3) 微分方程式 (∗)の一般解を求めなさい.

(長岡技科大 2017)　　 (m20172102)

0.262 xの関数 yについての微分方程式を

(∗) xy′′ + 2y′ + 4xy = 0

とする. 下の問いに答えなさい.

(1) z = xyとおいて, (∗)を zについての微分方程式として表しなさい.

(2) 前問 (1)で求めた微分方程式を解くことによって, 微分方程式 (∗)の一般解を求めなさい.

(長岡技科大 2018)　　 (m20182102)

0.263 実数 tの実数値関数 x = x(t), y = y(t)に関する連立微分方程式

(∗)


dx

dt
= 3x+ y

dy

dt
= x+ 3y

を考える. 下の問いに答えなさい.

(1) z = x+ y, w = x− yとおいて, (∗)を z, wについての連立微分方程式に書き換えなさい.

(2) 前問 (1)で得られた連立微分方程式の一般解を求めなさい.

(3) (∗)の一般解を求めなさい.
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(長岡技科大 2019)　　 (m20192102)

0.264 xの関数 y = y(x)に関する微分方程式

(∗) y′′ + y = sinx

を考える.

u = u(x) = −y cosx+ y′ sinx, v = v(x) = y sinx+ y′ cosx

とおくとき, 下の問いに答えなさい.

(1) −u cosx+ v sinx = yが成り立つことを示しなさい.

(2) u′, v′ を xの関数として表しなさい.

(3) u, vを xの関数として表しなさい.

(4) 微分方程式 (∗)の一般解を求めなさい.

(長岡技科大 2020)　　 (m20202102)

0.265 A =

(
−3 1

−9 3

)
, E =

(
1 0

0 1

)
とする. また, 実数 tの実数値関数を成分とする

2次元ベクトル値関数 −→x = −→x (t)が, 微分方程式

d

dt
−→x = A−→x · · · · · · (∗)

を満たしているとする. ただし, ベクトル値関数の微分は, 成分ごとの微分である.

下の問いに答えなさい.

(1) A2 を求めなさい.

(2) (E − tA)−1 = E + tAであることを示しなさい.

(3)
d

dt

(
tA−→x

)
= A−→x が成り立つことを示しなさい.

(4)
d

dt

(
(E − tA)−→x

)
=

−→
0 が成り立つことを示しなさい.

(5) (∗)の解で, −→x (0) =

(
1

2

)
を満たすものを求めなさい.

(長岡技科大 2022) 　　 (m20222103)

0.266 次の微分方程式を解きなさい．

(1) (1 + x)y + x(1− y)
dy

dx
= 0

(2)
dx

dt
= ay　,　

dy

dt
= −ax　 (a > 0)

(金沢大 1999)　　 (m19992205)

0.267 ある化学反応では，物質の濃度が減少する速さは，その物質の濃度に比例する．時刻 t = 0で，濃度

x = x0 として，濃度の時間的変化を求めなさい．

(金沢大 1999)　　 (m19992206)

0.268 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

(1)
dy

dx
= ex+y (2)

dy

dx
+ y = 1

(金沢大 2017)　　 (m20172209)
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0.269 tの関数 x(t)に対し, 初期条件 x(0) = x0, ẋ(0) = 0 の下で, 微分方程式 ẍ+2 γ ẋ+ω0
2x = 0 の解を

求めなさい. ただし, ẋ =
dx

dt
, ẍ =

d2x

dt2
であり, 0 < γ < ω0 とする.

(金沢大 2021) 　　 (m20212212)

0.270 微分方程式 y′′ − 4y′ + 5y = xの一般解を求めなさい.

(金沢大 2022) 　　 (m20222212)

0.271 次の y1(t) , y2(t)に関する連立微分方程式を考える．
dy1

dt
= y2

dy2

dt
= −y1 + cos t

(1) 上の連立微分方程式の同次方程式（第２式右辺の cos t が無い場合の連立微分方程式）の一般解

を求めよ．

(2) 定数変化法を用いて，上の連立微分方程式の一般解を求めよ．

(富山大 1994)　　 (m19942301)

0.272 曲線 y = f(x)上の点 P (x, y)における接線が常に x軸との交点 Q，y軸との交点 Rを持つとき，次

の問に答えよ．

(1) P が常に線分 QRの中点であるという条件を，y = f(x)に関する微分方程式で表せ．

(2) 線分 PRが常に x軸で２等分されるという条件を，y = f(x)に関する微分方程式で表せ．

(3) (2)の微分方程式の，点 (1, 4)を通る解曲線 y = f(x)を求めよ．

(富山大 2000)　　 (m20002305)

0.273 (1)

∫
x

x2 + 1
dx を求めよ．

(2) 微分方程式
dy

dx
= −x(y2 + 1)

y(x2 + 1)
の一般解を求めよ．

(富山大 2001)　　 (m20012304)

0.274 二つの箱１と２がある．はじめに，箱１には大量の粒子が入っており，その粒子の数をN0とする．ま

た，箱２には粒子が入っていないものとする．いま，箱１の中の粒子は単位時間あたり αの確率で箱

２に移るものとする．このとき，次の問いに答えよ．

(1) 箱１の粒子数を N1 とすると，単位時間あたり箱１から箱２に N1α個の粒子が移ると考えられ

る．ことことをふまえ，箱１の粒子数の時間的変化を求めるための微分方程式を立てよ．ただ

し，時刻は tで表し，t = 0から粒子の移動が始まるものとする．

(2) 上の微分方程式を解いて，箱１の粒子数N1 を時刻 tの関数として求めよ．

(3) いまあらたに，箱２に移った粒子は単位時間あたり β の確率で箱１に移るものとする．箱１の

粒子数N1と箱２の粒子数N2の間にはN1 +N2 = N0の関係があることに注意して，箱１の粒

子数N1 の時間的変化を求めるための微分方程式を立てよ．

(4) 上の微分方程式を解いて，時刻 tにおける箱１の粒子数N1 を求めよ．ただし，時刻 t = 0にお

ける箱１の粒子数は前の問題と同様N0，箱２の粒子数は 0とする．

(5) 十分時間が経過した後の箱１の粒子数はいくらか．

(富山大 2003)　　 (m20032304)

0.275 次の微分方程式を解け．
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(1)
dy

dx
+ y = 1の一般解を求めよ．

(2)
dy

dx
=

2x+ y

y
の一般解を求めよ．

(3)
dy

dx
= −2x+ xy2

2y + x2y
の一般解を求めよ．

(4) (3)で求めた一般解から，y(1) = 3を満たす特解を求めよ．

(富山大 2003)　　 (m20032305)

0.276 微分方程式

y′ = 36

(
x+ y

11x+ y

)2

を解け.

(富山大 2003) 　　 (m20032309)

0.277 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
− 2y = 1

(2) 2xy(1 + x)
dy

dx
= 1 + y2

(3)
dy

dx
=

y − x+ 1

y − x+ 2

(富山大 2004)　　 (m20042305)

0.278 次の微分方程式の一般解を求めよ.

xy′ + 2y = ex

(富山大 2004) 　　 (m20042317)

0.279 次の微分方程式 3問のうち, 2問を選択し,それぞれ一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
= y + y2

(2) (sinx)
dy

dx
+ (cosx)y = 0

(3)
d2y

dx2
+

dy

dx
− 2y = 0

(富山大 2005) 　　 (m20052306)

0.280 次の常微分方程式３問のうち,２問を選択し,それぞれ一般項を求めよ．ただし, (3)については, y = · · ·
の形で表現する必要はない．また y′ , y′′ は, それぞれ dy/dx , d2y/dx2 を意味する．

(1) y′′ + 6y′ + 9y = 0 (2) xy′ + y2 = 4 (3) y′ =
2x− 2y + cosx

2x− 4y − sin y

(富山大 2006) 　　 (m20062307)

0.281 以下の常微分方程式の一般解を求めよ. ただし, (4)については y = · · · の形で表現する必要はない.

また, y′ , y′′ は, それぞれ
dy

dx
,
d2y

dx2
を意味する.

(1) y′ + y − 2 = 0 (2) y′′ = 2y′ + 3y

(3) xy − (2 + x)y′ = 0 (4) y(y + 2x)dy + (y2 − x2)dx = 0

(富山大 2007) 　　 (m20072307)
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0.282 次の微分方程式の解を y = f(x)の形で求めよ. ただし, (1)～(3)については一般解, また, (4)につ

いては特殊解とする.

(1) x3 dy

dx
+ y = 0 (2) x

dy

dx
= y +

√
x2 + y2

(3)
dy

dx
= − 4x+ 2y

2x+ y − 1
(4)

d2y

dx2
− 3

dy

dx
− 10y = 0

(
x = 0の時 y = 0,

dy

dx
= 7

)
(富山大 2008) 　　 (m20082305)

0.283 次の微分方程式のついて, (1)～(3)については一般解を, また, (4)については特殊解をそれぞれ求

めよ。

(1) (y + 3x)dx+ (x+ 1)dy = 0

(2) x
dy

dx
= 2x

(
1 + x2

)
− y

(3) y′′ − y = 0

(4) xdx− exdy = 0 (x = 0のとき y = 1)

(富山大 2009) 　　 (m20092305)

0.284 次の微分方程式 4問中から 3問を選択し,それぞれの一般解を求めよ.

ただし, sinhx =
ex − e−x

2
, coshx =

ex + e−x

2
である.

(1) y2 + 1− 2y
dy

dx
= 0 (2) x2 + y2 − 2xy

dy

dx
= 0

(3) (coshx)
dy

dx
+ (y − x) sinhx = 0 (4) x2 d

2y

dx2
+ x

dy

dx
− 4y = 0

(富山大 2010) 　　 (m20102306)

0.285 変数 xの未知関数 yに関する微分方程式

(∗) dy

dx
− 2xy = xy2

について, 次の問いに答えよ.

(1) u = y−1 (y ̸= 0)とおいて, (∗)から uに関する 1階線形微分方程式を導け.

(2) (1)を用いて微分方程式 (∗)を解け.

(富山大 2011) 　　 (m20112304)

0.286 (1) 放物線 y =
1

2
x2 の接線の集合が表す微分方程式を求めよ.

(2) 線形微分方程式 y′ + y = 2 + 2xの一般解を求めよ.

(3) 法線影の長さが一定の長さ a(> 0)に等しい曲線群のうち, 原点 O(0, 0)を通る第一象限の曲線

を求めよ. ここで法線影とは, 曲線上の一点 P から x軸に引いた垂線と x軸の交点をH, P に

おける法線が x軸と交わる点をN としたときの有向線分HN の長さをいう.

(富山大 2012) 　　 (m20122306)

0.287 xが tの関数 x(t)であり, vと aをそれぞれ v =
dx

dt
, a =

dv

dt
と定義する. 以下の問いに答えよ. た

だし, xの一般解や特殊解を表現するのに vや aを用いてはならない.

(1) a = −9xのとき, xの一般解を求めよ. また, x(0) = v(0) = 1を満たす特殊解を求めよ.

(2) a = −4(v + x)のとき, xの一般解を求めよ.
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(3) a = −4(v + x) + e−t のとき, x(0) = 0, v(0) = 3を満たす特殊解を求めよ.

(4) v = −2tx2 のとき, x(0) = 1を満たす特殊解を求めよ.

(富山大 2013) 　　 (m20132306)

0.288 次の微分方程式の一般解を求めよ. ただし, (3)についてはすべての一般解を求め, (4)については特

殊解を求めよ.

(1) e2x−y + ex+y dy

dx
= 0

(2) (x3 + y3)dx− 3xy2dy = 0

(3)

(
dy

dx

)2

− (2x+ 3y)
dy

dx
+ 6xy = 0

(4)
d2y

dx2
− 2

dy

dx
− 15y = 0

(
x = 0のとき y = 5,

dy

dx
= 1

)
(富山大 2014) 　　 (m20142306)

0.289 次の各問いに答えよ.

(1) 次の微分方程式の一般解 x(t)を求めよ.

d2x

dt2
= −x

(2) 次の連立方程式の x(0) = y(0) = 1を満たす特殊解 x(t), y(t)を求めよ.
dx

dt
+

dy

dt
= x− y

dx

dt
− dy

dt
= x+ y

(3) 次の連立方程式の x(0) = y(0) = 1を満たす特殊解 x(t), y(t)を求めよ.
dx

dt
+

dy

dt
= −x+ y

dx

dt
− dy

dt
= x+ y

(富山大 2015)　　 (m20152310)

0.290 次の各問いに答えよ. ただし, 計算の概略も示すこと.

(1) 次の微分方程式が, 一般解 y = A sin(nx+α)をもつとき, p(x)と q(x)を求めよ. ただし, A, α

は任意定数, n ̸= 0とする.
d2y

dx2
+ p(x)

dy

dx
+ q(x)y = 0

(2) xy平面上の点 (a, b)を中心とする直径R(> 0)の円が満たす微分方程式を求めよ. ただし, 微分

方程式に a, bおよび Rを含んではならない.

(3) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

x−1 dy

dx
+ 2y = 2

(富山大 2017)　　 (m20172306)

0.291 次の各問いに答えよ.

(1) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1− x2)y′ =
x

y

(2) 次の微分方程式について, 与えられた条件を満たす特殊解を求めよ.

xy2y′ − 2x+ 4 = 0, x = 1の時, y = 3
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(3) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

x2 + y2 − 2xyy′ = 0

(4) 次の微分方程式について, 一つの特殊解を求めた上で, 一般解を求めよ.

2y′′ − 6y′ + 5y = 5e−2x

(富山大 2018)　　 (m20182308)

0.292 以下の連立微分方程式に関する次の各問いに答えよ. ただし, x > 0とする.

du1(x)

dx
=

1

x
u2(x)

du2(x)

dx
=

1

x
u1(x)

(1) {u1(x)}2 − {u2(x)}2 = c1(定数)であることを示せ.

(2)
u1(x) + u2(x)

x
= c2(定数)であることを示せ.

(3) u1(x), u2(x)の一般解を (1)と (2)における c1 と c2 を用いて表せ. ただし, c2 ̸= 0とする.

(富山大 2019)　　 (m20192306)

0.293 以下の微分方程式の一般解を求めよ. また, 特異解がある場合は特異解も求めよ.

(1) α
dy

dx
= β − γy （ α, β, γ は全て正の定数とする. ）

(2)
d2y

dx2
+ 9y = 3 sin 3x (3)

dy

dx
=

2xy

2x2 + y2

(富山大 2020)　　 (m20202305)

0.294 (1) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

d2x

dt2
+ 2

dx

dt
+ 5x = t+ et

(2) 次の常微分方程式を解き, 初期条件 t = 0で x = x0 を満たす特殊解を求めよ.;
dx

dt
− x = −2x2

(3) 次の方程式で表される曲線族が満たす微分方程式を導け. また, この曲線族の直交曲線を求め

よ. (α は曲線族のパラメータ)

y2 + αx = 0

(富山大 2021) 　　 (m20212305)

0.295 k を正の整数，α を複素数とするとき，微分方程式

x
d

dx
f(x)− α

d

dx
f(x) + kf(x) = 0

について，以下の問いに答えよ．

(1) この微分方程式を解け．

(2) 積分
∫ ∞

−∞
|f(x)|2dx の値が有限となるような解 f(x) をもつための， α の条件を求めよ．

(福井大 2000)　　 (m20002407)

0.296 微分方程式
dy

dx
= − y

x− 3
を解け．さらに，解曲線を図示せよ．

(福井大 2000)　　 (m20002408)
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0.297 微分方程式　 x · cos y
x
· dy
dx

= −x+ y · cos y
x
　を解け．

(福井大 2000)　　 (m20002409)

0.298 質量の m 物体が，速度の二乗に比例する抵抗力を受けながら重力場を落下しているとする．落下し

始めてから十分時間が経ったときの落下速度を求めなさい．ただし，重力の加速度を g = 9.8 m/s2，

抵抗力の比例係数を c = 2 Ns2/m2 とする．

(福井大 2001)　　 (m20012410)

0.299 次のような微分方程式の一般解を導きなさい．

(1)
d2x

dt2
+ 4x = 0 (2)

d2x

dt2
+

dx

dt
+ 2x = 0

(福井大 2001)　　 (m20012411)

0.300 次の微分方程式を解け．

(1) 2xydy + (1− y2)dx = 0 (2) xdy/dx+ 2y = x2

(2) d2y/dx2 − 3dy/dx+ 2y = e3x (4) d2y/dx2 + y = cosx

(福井大 2001)　　 (m20012412)

0.301 次式に示す微分方程式に対して下記の設問に答えよ．

dx(t)

dt
= u(t) (x(0) = 0)

(1) u(t) = 1としたときの解 x(t)を求めよ．

(2) u(t) = −2x(t) + 1としたときの解 x(t)を求め，(1)の結果との違いについて述べよ．

(福井大 2003)　　 (m20032410)

0.302 次式に示す微分方程式に対して下記の設問に答えよ．

d2x(t)

dt2
− ax(t) = 0 （ aは非零の実定数）

(1) 次に示す初期条件の下で解 x(t)を求めよ．また，a > 0 , a < 0に対する解 x(t)の特徴を明らか

にせよ．

x(0) = x0 ,
dx

dt
(0) = 0

(2) a > 0とする．このとき lim
t→∞

x(t) = 0を満たす非零の初期条件を求めよ．

(福井大 2003)　　 (m20032411)

0.303 物体を空中で自然に落下させると,速度に比例する空気の抵抗を受ける.落下する間の重力の加速度 g

は一定であるとすると,はじめから t秒後の物体の速度を ν として,次の微分方程式が成り立つ（地球

の中心へ向う方向を正の向きとする）.

dν

dt
= g − k

m
ν (mは物体の質量 , kは定数 )

この微分方程式を解いて,速度 ν および t秒後までに落下する距離を求めなさい.ただし,物体の初速

度は 0とする.

(福井大 2004)　　 (m20042413)

0.304 微分方程式

x2 dy

dx
+ y = 0

を解きなさい.ただし, x ̸= 0 , y ̸= 0とする.

(福井大 2004)　　 (m20042414)
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0.305 次のような微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dx

dt
= ax− b (a , b > 0)

(2)
dx

dt
= x2 − a2 (a > 0)

(3)
d2x

dt2
+ 9x = 5 sin 4t

(福井大 2005) 　　 (m20052409)

0.306 空中を速度の二乗に比例した空気抵抗を受けながら落下している質量がm [kg]の物体の運動方程式

は,地表から鉛直上向きに x座標をとれば,

m
d2x

dt2
= c

(
dx

dt

)2

−mg

で与えられる.ただし, g [m/s2]は重力加速度の大きさ, c [kg/m]は比例定数とする.

十分高い上空から落下させたときの終端速度 lim
t→∞

dx

dt
を求めよ.

(福井大 2005) 　　 (m20052410)

0.307 次の微分方程式を解け.

(1) y′ = −2xy2 (2) y′′ − 3y′ + 2y = 3e2x

(福井大 2005) 　　 (m20052412)

0.308 次の微分方程式の解を求めよ．

(1)
dx

dt
=

x

t2
ただし，x(1) = 1 (2) x

dy

dx
= y2 − 1 ただし，y(1) = 0

(3) x2 dy

dx
= y2 − 1 ただし，y(1) = 0

(福井大 2006) 　　 (m20062407)

0.309 次のような微分方程式で与えられる曲線と直交する曲線の微分方程式を求め，その曲線の概形を示せ．

(1) y′ = −x

y
(2) y′ = − x

2y

(福井大 2006) 　　 (m20062408)

0.310 次の微分方程式を解け．

(1)
dy

dx
= y2 − 1 (2) x(x− y)

dy

dx
+ y2 = 0 (3) x

dy

dx
+ 2y = x2 (4)

d2y

dx2
+ y = cosx

(福井大 2006) 　　 (m20062412)

0.311 図のように，バネ定数が kで，質量を無視できるバネに，質量mの

おもりを吊り下げる．つりあった位置から，上下方向に振動させる時

の変位を xとする．このとき，時間 tに対するおもりの運動は，

次の運動方程式によって表現できる．

m
d2x

dt2
+ kx = 0

k

m

x

(1) ω =

√
k

m
とおくとき，x = A cosωt + B sinωtは，上の運動方程式の一般解であることを示し

なさい．
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(2) m = 0.16(kg), k = 4(kg/sec2)とするとき，おもりの運動の周期を求めなさい．

(3) t = 0において，x = 2(cm),
dx

dt
= 0(cm/sec)とするとき，定数 A,B の値を求め，3秒間の変

位のグラフのおよその形を示せ．

(福井大 2006) 　　 (m20062418)

0.312 木材に含まれる炭素の中には，放射性元素である質量数 14の 14
C が含まれている．生きている木に

含まれる 14
C の割合は一定であるが，伐採された瞬間から 14

C は自然崩壊し消失していく．伐採され

てから t年経過した時の，14
C の個数を yとすると，aを定数として

dy

dt
= −ayの関係が成立する．

(1) 伐採された瞬間に含まれていた 14
C の個数を y0 とし，上式を積分しなさい．

(2) y0 が半分に減少するまでの時間を 6, 000年とする時，aを求めなさい．

(3) 伐採されてからある時間経過した木材中の 14
C の個数が y = 0.125y0 の時，経過年数を求めな

さい．

(福井大 2006) 　　 (m20062420)

0.313 次のような微分方程式について, 問に答えよ. x
dy

dx
= y2 − 9

(1) 一般解を導け. (2) y(1) = 0であるような解を求めよ.

(福井大 2007) 　　 (m20072410)

0.314 次のような微分方程式について, 問に答えよ. x2 dy

dx
= y2 + 9

(1) 一般解を導け. (2) y(1) = 0であるような解を求めよ.

(福井大 2007) 　　 (m20072411)

0.315 微分方程式
df(x)

dx
= f(x)について, 以下の問いに答えよ.

(1) 一般解を求めよ. (2) 初期条件 f(0) = 1のもとに解け.

(福井大 2007) 　　 (m20072413)

0.316 次のような微分方程式の一般解をできるだけくわしく誘導せよ.

(1)
d2x

dt2
+ 9x = 0 (2)

d2x

dt2
− 9x = 0 (3)

d2x

dt2
+ 2

dx

dt
+ 5x = 0

(福井大 2008) 　　 (m20082407)

0.317 次のような完全微分方程式の一般解を求めよ.

(1) ydx+ xdy = 0 ただし, 変数分離法を用いないこと.

(2) (x2 − 2xy − y2)dx+ (3y2 − 2xy − x2)dy = 0

(福井大 2008) 　　 (m20082408)

0.318 以下に示されるような関数 y(x)に関する常微分方程式が与えられている.

2
d2y

dx2
+ α

dy

dx
+ 2y = 4

ここで, αは実数であるとし, 以下の問いに答えよ.

(1) α = 5, y(0) = 0,
dy(0)

dx
= −2とするとき, 微分方程式の解 y(x)を求めよ.
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(2) x → ∞とするとき, α > 0という条件下では y(x)がある有限の定数 yp に収束することが知ら

れている（すなわち lim
x→∞

y(x) = yp）. そのときの yp の値を求めよ.

(3) (2)の条件の下で y(x)が収束するとき, y(x)が振動しながら収束するための αの条件を求めよ.

(福井大 2008) 　　 (m20082410)

0.319 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) x2dy − (y2 − 1)dx = 0

(2)
dy

dx
cosx = −y sinx

(3)
dy

dx
=

y2

xy − x2
（変数変換を用いよ）

(福井大 2009) 　　 (m20092404)

0.320 次の微分方程式の一般解を導出して,初期条件を満たす解を求めよ.

(1)
dy

dx
+ xy = x (x = 1のとき, y = 0)

(2) x
dy

dx
+ x+ y = 0 (x = 1のとき, y = 0)

(3)
dy

dx
= (x+ y)2 (x = 1のとき, y = −1)

(福井大 2010) 　　 (m20102410)

0.321 次の微分方程式を解け.

(1) xy
dy

dx
= y − 1 (2)

dy

dx
+ y = x (3) x

dy

dx
− y =

√
x2 + y2

(福井大 2010) 　　 (m20102420)

0.322 つぎの微分方程式の一般解を導出して, 初期条件を満たす解を求めよ.

(1)
dy

dx
− xy = x (初期条件 : x = 0 のとき, y = 0)

(2)
dy

dx
+ exy = 2ex (初期条件 : x = 0のとき, y = 1)

(3)
dy

dx
+ y cosx = sinx cosx (初期条件 : x = 0 のとき, y = 0)

(福井大 2011) 　　 (m20112408)

0.323 次に示す微分方程式について以下の問いに答えよ.

d2y

dx2
+ 2a

dy

dx
+ 5y = f(x)

(1) f(x) = 5として, 以下の問いに答えよ.

(a) この微分方程式の特解 ys を求めよ.

(b) この微分方程式の余関数（斉次方程式の一般解）が C1e
αx + C2e

βx（ただし α, β は異な

る実数）の形となり, x → ∞で 0に収束するための aの条件を求めよ.

(2) a = 1, f(x) = 10 sinx, y(0) = −1,
dy

dx

∣∣∣∣
x=0

= 0として, この微分方程式を解け.

(福井大 2011) 　　 (m20112410)

0.324 微分方程式
dy

dt
= −ay は架空の放射性元素の個数 y（個）と時間 t（年）の関係を表しているとする.

ただし, aは定数である. 上式に関し, 以下の問いに答えよ
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(1) 時間 t = 0のとき, y = y0 とし, 上式を積分しなさい.

(2) y =
1

2
y0 となる時間が t = 5000年であるとき, 定数 aを求めよ.

(3) y =
1

1024
y0 であるとき, 時間 t（年）を求めよ. なお 1024 = 210 である.

(福井大 2011) 　　 (m20112421)

0.325 つぎの微分方程式の一般解を導出して, 初期条件を満たす解を求めよ.

(1)
dy

dx
+ 2xy = x (初期条件 : x = 0のとき, y = 0)

(2)
dy

dx
− y sinx = sinx (初期条件 : x = 0のとき, y = 0)

(3) x
dy

dx
+ y = x(1− x2) (初期条件 : x = 1のとき, y = 0)

(福井大 2012) 　　 (m20122411)

0.326 図のように, バネ定数が kで, 質量を無視できるバネに, 質量mの

おもりを吊り下げる. つりあった位置から, 上下方向に振動させる

時の変位を xとする. このとき, 時間 tに対するおもりの運動は,

次の運動方程式によって表現できる.

m
d2x

dt2
+ kx = 0

x

m

k

(1) ω =

√
k

m
とおくとき, x = A cosωt+B sinωtは, 上式の一般解であることを示せ.

(2) m = 2.25(kg), k = 4π2(kg ·m/s2
/
m)とするとき, おもりの振動の周期を求めなさい.

(3) t = 0において, x = 2(cm),
dx

dt
= 0 (cm/s) とするとき, 定数 A,B の値を求め, 3秒間の変位

と時間の関係のおよその形を示せ.

(福井大 2012) 　　 (m20122423)

0.327 次の微分方程式の一般項を導出して, 初期条件を満たす解を求めよ.

(1)
dy

dx
+ x2y = x2 （初期条件：x = 0のとき y = 2 ）

(2)
dy

dx
= y2 + y （初期条件：x = 0のとき y = 1 ）

なお, 必要であれば,
1

y2 + y
=

1

y
− 1

y + 1
の関係を用いること.

(3)
dy

dx
+ 2y tanx = sinx （初期条件：x = 0のとき y = 0 ）

(福井大 2013) 　　 (m20132414)

0.328 次の微分方程式の一般解を導出して, 初期条件を満たす解を求めよ.

(1)
dy

dx
+ y = x (初期条件：x = 0のとき, y = 1)

(2)
dy

dx
= y2 − 1 (初期条件：x = 0のとき, y = 0)

(福井大 2014) 　　 (m20142411)

0.329 以下の問いに答えよ.

(1)
d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 2y = 0の一般解を求めよ.
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(2)
d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 2y = ex の特殊解を求めよ.

(3)
d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 2y = ex の一般解を求めよ.

(福井大 2014) 　　 (m20142412)

0.330 以下の微分方程式を解け.

(1) eydx+ (xey − 3y2)dy = 0

(2)
d2y

dx2
+ y = cosx

(福井大 2014) 　　 (m20142413)

0.331 以下の常微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
= ay (2)

d2x

dt2
+

dx

dt
+ x = cos 2t

(福井大 2014) 　　 (m20142425)

0.332 次の微分方程式の一般解を導出せよ

(1)
dy

dx
+ 2y = x (2)

dy

dx
= y + y2 (3)

d2y

dx2
− 3

dy

dx
= 0

(福井大 2015)　　 (m20152410)

0.333 以下の微分方程式の一般解を, ( )内の変数変換を利用して求めよ.

(1)
dy

dx
= −2x+ y

x+ 2y
（変数変換 z =

y

x
）

(2)
dy

dx
(2x+ 2y − 1) + x+ y + 1 = 0 （変数変換 z = x+ y − 2）

(福井大 2015)　　 (m20152411)

0.334 yを xの関数とするとき, 微分方程式(
y′

y

)′

+ a = 0 （ aは実数の定数）

について, 以下の問いに答えよ.

(1) この微分方程式を, 条件 y(0) = 1, y′(0) = 0のもとで解け.

(2) 上の (1)で求めた解 yについて I =

∫ ∞

−∞
y2dxとおく. I が有限になるための aに関する必要十

分条件を示せ. また, その必要十分条件が満たされるとき, aを用いて I を表せ. なお, 正規分

布（ガウス分布）の確率密度関数の性質を利用してもよい.

(福井大 2015)　　 (m20152413)

0.335 ある細菌の量を x, 時間を tとする. 細菌の増殖率
dx

dt
は xに比例し, その比例定数を αとする.

(1) t = 0における細菌の量を x0 として, xを時間の関数で表せ.

(2) 細菌が T 時間で 2倍になったとするとき αを T で表せ. また, 最初の 1024倍となる時間を求

めよ.

(福井大 2015)　　 (m20152419)
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0.336 曲率 ρ(注) に関する以下の微分方程式について答えなさい.

y′′ = ρ(1 + y′
2
)

1
2 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 1⃝

ただし, y′ =
dy

dx
とする.

(1)
dρ

dx
を求めなさい.

(2) 円の方程式 x2 + y2 + 2x+ 2y + 1 = 0のとき, (1)の曲率 ρ に関する xの微分
dρ

dx
が 0となり,

曲率 ρは一定であることを示しなさい.

(3) ρを定数として, 微分方程式 1⃝を解きなさい. 必要であれば, 以下の置換法

y′ = ν = tan θ
(
−π

2
< θ <

π

2

)
を用いること.

（注）曲線上の各点において, その曲線の曲がりの程度を示す値.

(福井大 2015)　　 (m20152425)

0.337 次の微分方程式の一般解を導出せよ.

(1)
dy

dx
+ y sinx = 0 (2)

√
x
dy

dx
+ 2xy = x (3) (x+ y)

dy

dx
= −y

(福井大 2016)　　 (m20162408)

0.338 連立微分方程式 
dx

dt
= ax − y − 6

dy

dt
= 5x− 2y + 1

について, 以下の問いに答えよ. ただし, この微分方程式の解 x(t), y(t) を要素とするベクトルを

r(t) =

(
x(t)

y(t)

)
∈ R2 とする. ただし, a ̸= 5

2
とする.

(1) 任意の tに対して r(t)が不変となるような解 r0 ∈ R2 を, aを用いて表せ.

(2) 今, d(t) = r(t) − r0 =

(
X(t)

Y (t)

)
∈ R2 とするとき, X(t)および Y (t)に関する連立微分方程

式を導け.

(3) (2)で求めた連立微分方程式を満たす解 d(t)が, 任意の初期値に対して t → +∞で

(
0

0

)
に

収束する条件を aを用いて表せ.

(4) a = −4, 初期値ベクトル r(0) =

(
1

2

)
としたときの解 r(t)を求めよ.

(福井大 2016)　　 (m20162410)

0.339 次の微分方程式を解け.

(1) x
dy

dx
= y +

√
x2 + y2 (2) (1 + x)dy + (1 + y)dx = 0

(福井大 2016)　　 (m20162413)

0.340 以下の微分方程式について答えなさい. （なお, ẋ =
dx

dt
である.）

ẋ =
(
1− x

K

)
x · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 1⃝

ここで, K は正の定数である.

(1) 十分時間が経過したとき, つまり t → ∞のとき, xはどうなるかを答えなさい.
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(2) t = 0のとき, x =
K

10
であった. t - xのグラフを描きなさい.

O

x

t
(3) 微分方程式 1⃝の解を求めなさい.

(福井大 2016)　　 (m20162424)

0.341 以下の微分方程式を解きなさい.

(1)
d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 2y = 0 (2)

d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 2y = cosx

(福井大 2018)　　 (m20182408)

0.342 以下の微分方程式を解きなさい. また, 特殊解のグラフは一般解のグラフにどのように関係づけられ

るかを答えなさい.

y = x
dy

dx
+

1

2

(
dy

dx

)2

(福井大 2018)　　 (m20182409)

0.343 次の微分方程式にいて, 以下の (1)～(3)の問いに答えよ.

d2x

dt2
+ 2a

dx

dt
+ b2x = 0

ただし, xは t(t ≧ 0)の関数で, aおよび bは正の定数である.

(1) a < bの場合, この微分方程式の一般解を求めよ.

(2) a < bの場合, 初期条件「t = 0のとき, x = x0,
dx

dt
= 0」のもとでこの微分方程式の解を求

めよ.

(3) a = bの場合, 初期条件「t = 0のとき, x = 0,
dx

dt
= 1」のもとでこの微分方程式の解を求め,

tと xの関係を図示せよ.

(福井大 2018)　　 (m20182412)

0.344 次の微分方程式を解け.

(7x+ 4y)
dy

dx
= −8x− 5y

(福井大 2018)　　 (m20182427)

0.345 次の微分方程式の解を求めよ. x2 + y2 − 2xy
dy

dx
= 0

(福井大 2020)　　 (m20202411)

0.346 次の微分方程式の一般解を求めよ.
d2y

dx2
− 3

dy

dx
+ 2y = e3x

(福井大 2020)　　 (m20202412)

0.347 (1) 次の連立微分方程式の解を求めたい. 以下の問いに答えよ.
dy(x)

dx
= y(x) + z(x) + 1

dz(x)

dx
= −y(x) + 3z(x) + 3
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(a) z(x)を消去して, y(x)のみに対する微分方程式を導出せよ.

(b) y(x)と z(x)の一般解を (a)を利用して求めよ.

(2) 次の連立微分方程式の y(x)と z(x)の一般解を求めよ.
dy(x)

dx
= y(x) + z(x) + 1

dz(x)

dx
= −y(x) + 3z(x) + 3 +

e2x

(1 + x)2

(3) 次の連立微分方程式の解を求めたい. 以下の問いに答えよ.
dy(x)

dx
= −y(x)z(x)

dz(x)

dx
= y(x)z(x)

(a) y(x) + z(x)が常に一定の値（定数）c1 をとること, すなわち,

y(x) + z(x) = c1

が成立することを証明せよ.

(b) 初期値として, {
y(0) = 1

z(0) = 1

が与えられたとき, y(x)と z(x)の解を (a)を利用して求めよ.

(福井大 2020)　　 (m20202416)

0.348 次の微分方程式を解け.

(1)
d2y

dx2
− dy

dx
= x2 + 2x− 1

(福井大 2020)　　 (m20202426)

0.349 次式は, １質点１自由度モデルの自由振動の運動方程式である. なお, m:質量, c:減衰係数, k:剛性

であり, x(t) :時間 tの関数である変位である.

m
d2x

dt2
+ c

dx

dt
+ kx = 0

(1) 両辺をmで除し, ω2 =
k

m
, 2h =

c

mω
とおいて, 上式を書き換えなさい.

(2) aをゼロでない定数とするとき, x(t) = aeλt が運動方程式の解となるための条件を示せ.

(3) 上の結果を利用して x(t)の一般解を示せ.

(4) 0 < h < 1の時, (3)で得られた解を, 三角関数を用いて表せ.

(福井大 2020)　　 (m20202433)

0.350 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) 3
d2x

dt2
+ 10

dx

dt
+ 3x = 0 (1) 3

d2x

dt2
+ 10

dx

dt
+ 3x = 9t+ 5 cos t

(福井大 2021) 　　 (m20212411)

0.351 次式は, 単振動の運動方程式である. なお, m :質量, k :バネ定数, x :変位, t :時間である.

m
d2x

dt2
+ kx = 0
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(1) x = eλt が運動方程式の解になるための条件を示せ.

(2) 上の結果を利用して xの一般解を示せ.

(3) (2)で得られた解を, 三角関数を用いて表せ.

(福井大 2021) 　　 (m20212429)

0.352 次式は, 単振動の運動方程式である. なお, m :質量, k :バネ定数, x :変位, t :時間である.

m
d2x

dt2
+ kx = 0

(1) 角速度 ω(rad/s)をmおよび kを用いて表しなさい.

なお, 上に示した運動方程式の解は x = A cos(ω · t) +B sin(ω · t)になる.

ここに, A, B は初期値によって決まる定数である.

(2) m = 1 (kg), k = 1 (N/m)の場合について, t = 0秒における初期値を x = 1 (m),
dx

dt
= 0 (m/s)

として 単振動の運動方程式を解きなさい.

( 福井大 2022) 　　 (m20222411)

0.353 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
d2x

dt2
+ 2

dx

dt
+ 5x = 0 (2)

d2x

dt2
+ 2

dx

dt
+ 5x = −20 sin t

(福井大 2022) 　　 (m20222422)

0.354 常微分方程式 y′ +
1

x
y = ex , y(1) = 3 (x > 0)を解け.

(静岡大 2005) 　　 (m20052504)

0.355 次の問に答えよ.

(1)
dy

dx
= x2 +

1

x
を解け. (2) (2x+ y) + (x+ 2y)

dy

dx
= 0 を解け.

(3) x
dy

dx
− y = x log x を解け.

(静岡大 2005) 　　 (m20052506)

0.356 接線の x軸, y軸にはさまれる部分の中点が,ちょうど接点になっている曲線の方程式を求めよ.

(静岡大 2005) 　　 (m20052507)

0.357 (1)
dy

dx
= −ky + cosωxを解け． (2)

dy

dx
+

1− y2

1− x2
= 0を解け．

(3)
dy

dx
= −y

x
+ x2y3 を解け （ヒント：u = y−2 と置け）.

(静岡大 2006) 　　 (m20062508)

0.358 (x, y)平面上の任意の点Aにおける法線へ原点から下ろした垂線の長さが，点Aの y座標に等しい曲

線は x2 + y2 = cx (cは定数)となることを示せ．

(静岡大 2006) 　　 (m20062509)

0.359 次の微分方程式を解きなさい．
dy

dx
= (x+ y + 2)2

(静岡大 2006) 　　 (m20062511)

0.360 (1) 常微分方程式
dy

dx
+ 2xy = 0の一般解を求めよ.

(2) 常微分方程式
dy

dx
+ 2xy = x+ x3 , y(0) = 1を解け.

(静岡大 2007) 　　 (m20072506)
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0.361 次の各微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
= −2y (2)

dy

dx
= y(1− 2y)

(3)
dy

dx
= −2y + sinx (4)

d2y

dx2
− 3

dy

dx
− 10y = 0

(静岡大 2007) 　　 (m20072508)

0.362 (1)
d2x

dt2
+ ω0

2x = 0の一般解を求めよ. ここで, ω0 は正の定数とする.

(2)
d2x

dt2
+ ω0

2x = cos(ωt) の特解を求めよ. ここで, ωは正の定数であるが, 特に, 次の２つの場

合に分けて特解を求めよ: (a) ω ̸= ω0 の場合 ; (b) ω = ω0 の場合.

(静岡大 2007) 　　 (m20072509)

0.363 (1) 常微分方程式
dy

dx
= xex+y の一般解を求めよ.

(2) 常微分方程式
dy

dx
+

cosx

sinx
y =

1

cos2 x
の初期条件 y

(π
4

)
= 2を満たす解を求めよ.

(静岡大 2008) 　　 (m20082503)

0.364 次の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
= y(1− x) (2)

dy

dx
= y(1− y) (3)

dy

dx
= y(1− y2)

(静岡大 2008) 　　 (m20082505)

0.365 微分方程式

(E1) x2 d
2y

dx2
− 2y = x

に対して,

(E2) x2 d
2y

dx2
− 2y = 0

は, (E1)に対応する斉次方程式と呼ばれる. 以下の問いに答えよ.

(1) 方程式 (E2)について, 変数変換 x = et を行うことによって得られる方程式を求めよ.

(2) (1)で求めた方程式の一般解を求めよ. また, 方程式 (E2)の一般解も示せ.

(3) (2)の結果を用いて, 方程式 (E1)の一般解を求めよ.

(静岡大 2008) 　　 (m20082506)

0.366 次の常微分方程式の一般解を求めよ.

(1) x2 dy

dx
+ y2 = 0 , (2)

dy

dx
− y

x
= x3 , (x ≥ 0)

(静岡大 2009) 　　 (m20092506)

0.367 1階線形微分方程式
dy

dx
+ P (x)y = Q(x)

の一般解は

y = e−
∫
p(x)dx

{∫
Q(x)e

∫
P (x)dxdx+ C

}
と表せることを示せ. ただし, C は積分定数とする.

(静岡大 2009) 　　 (m20092507)

0.368 次の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
=

x− 2y − 4

2x+ 4y
(2)

dy

dx
=

x− 2y − 4

2x− 4y
(3)

d5y

dx5
− d4y

dx4
− d3y

dx3
+ 3

d2y

dx2
− 2y = 0

(静岡大 2009) 　　 (m20092508)
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0.369 次の微分方程式の初期値問題の解 y = y(x)を求めよ.

(1)


dy

dx
+ y − y2 = 0

y(0) =
1

2

(2)


dy

dx
+ y = x

y(0) = 0

(静岡大 2010) 　　 (m20102507)

0.370 次の各微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
= 2xy (2)

dy

dx
= 2xy(1− y) (3)

dy

dx
=

x+ y

x− y

(静岡大 2010) 　　 (m20102508)

0.371 次の全微分方程式 1⃝について以下の問に答えよ.

(y + 2xy)dx+ xdy = 0 · · · · · · 1⃝

(1) e2x が全微分方程式 1⃝の積分因子となることを示せ.

(2) 全微分方程式 1⃝の一般解を求めよ.

(静岡大 2010) 　　 (m20102509)

0.372 次の 2階の微分方程式 2⃝について以下の問に答えよ.

d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 3y = 0 · · · · · · 2⃝

(1) 微分方程式 2⃝の一般解を求めよ.

(2) y′ + y = u · · · 3⃝とおくとき, uは次の微分方程式 4⃝をみたすことを示せ.
du

dx
+ 3u = 0 · · · · · · 4⃝

(3) 微分方程式 4⃝の一般解を求めよ.

(4) 微分方程式 3⃝を (2)で求めた uを非同次項とする yについての 1階線形微分方程式とみなすこ

とにより,微分方程式 3⃝の一般解を求めよ.

(静岡大 2010) 　　 (m20102510)

0.373 次の微分方程式の初期値問題の解 y = y(x)を求めよ.

(1)


dy

dx
= y2 sin 2x cos 3x (x ≧ 0)

y(0) =
5

3

(2)


dy

dx
=

x+ 2y

x
(x ≧ 1)

y(1) = 1

(静岡大 2011) 　　 (m20112507)

0.374 次の各微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
= y sinx (2)

dy

dx
= y(1− y)(2− y) (3)

dy

dx
= y + sinx

(静岡大 2011) 　　 (m20112508)

0.375 次の微分方程式 1⃝について以下の問に答えよ. ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする.

xy′′ + 2y′ + xy = 0 · · · · · · 1⃝

(1) 関数 y1 =
cosx

x
は, 微分方程式 1⃝の解であることを示せ.

(2) xの関数 uについて, y = uy1 が微分方程式 1⃝の解であるとき, uは次の微分方程式

d2u

dx2
− 2(tanx)

du

dx
= 0

を満たすことを示せ.
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(3)
du

dx
= vとおくとき vを求めよ.

(4) uを求めよ.

(5) 微分方程式 1⃝の一般解を求めよ.

(静岡大 2011) 　　 (m20112509)

0.376 次の各微分方程式の初期値問題を解け. ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする.

(1) y′′ + 4y′ + 3y = 0 , y(0) = 0, y′(0) = 1.

(2) y′′ + 4y′ + 4y = 0 , y(0) = 0, y′(0) = 1.

(3) y′′ + 4y′ + 5y = 0 , y(0) = 0, y′(0) = 1.

(静岡大 2011) 　　 (m20112510)

0.377 次の微分方程式の解 y = y(x)を求めよ
(
(1)は一般解を求めよ

)
.

(1)
d2y

dx2
+ y = 0 (2)



d2y

dx2
+ y = x2 ,

y(0) = 0 ,

dy

dx
(0) = 0

(静岡大 2012) 　　 (m20122503)

0.378 次の各微分方程式の一般解を求めよ.

(1) x
dy

dx
= 2y (2)

dy

dx
sinx+ y cosx = x (3) (2x2y + y2) dx+ (x3 + xy) dy = 0

(静岡大 2012) 　　 (m20122508)

0.379 g(x, y)および h(x, y)がm次同次関数であるとき

dy

dx
=

g(x, y)

h(x, y)

は同次形微分方程式であることを示せ. ただし, m次同次関数とは, 任意の実数 tに対して

f(tx, ty) = tmf(x, y)

を満たす関数 f(x, y)のことをいう.

(静岡大 2012) 　　 (m20122509)

0.380 次の微分方程式 1⃝および 2⃝について以下の問いに答えよ.

x2 d
2y

dx2
+ x

dy

dx
− y = 0 · · · · · · 1⃝

x2 d
2y

dx2
+ x

dy

dx
− y = x · · · · · · 2⃝

(1) 微分方程式 1⃝の一般解を求めよ.

(2) y =
x log x

2
は微分方程式 2⃝の特殊解であることを示せ.

(3) 微分方程式 2⃝の一般解を求めよ.

(静岡大 2012) 　　 (m20122510)

0.381 次の常微分方程式の一般解 y = y(x)を求めよ. ただし, logは自然対数を表す.

(1) x
dy

dx
− y = x log x (x > 0) (2)

d2y

dx2
− 4

dy

dx
+ 3y = e2x

(静岡大 2013) 　　 (m20132506)
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0.382 次の微分方程式を解きなさい. 　
(
x2 − y2

)
y′ = xy

(静岡大 2016)　　 (m20162502)

0.383 次の微分方程式を解け．
d2y

dt2
+ 3

dy

dt
+ 2y = cos t

ただし，t = 0 のとき，y = e2π + eπ + 0.1 であり，t = π のとき，y = 1.9 である．

(岐阜大 1998)　　 (m19982601)

0.384 微分方程式
d2y

dx2
+ 2

dy

dx
+ 2y = 0

について，以下の問に答えよ．

(1) 一般解を求めよ．

(2) 初期条件

y(0) =
1

2
,

dy

dx
(0) = 2

を満たす特殊解を求めよ．

(3) 一般に，微分方程式（a, bは定数とする）

d2y

dx2
+ a

dy

dx
+ by = 0

の２つの解を y1(x), y2(x)とするとき，

f(x) =
dy1
dx

y2 − y1
dy2
dx

が満たす微分方程式を求めよ．また，この f(x)が，ある x0で f(x0) ̸= 0ならば，すべての xで

f(x) ̸= 0であることを示せ．

(岐阜大 2000)　　 (m20002601)

0.385 微分方程式 y′′ + y′ − 2y = 0 に対して，

(1) 一般解を求めよ．

(2) 初期値 y(0) = 4, y′(0) = 1 が与えられたときの解を求めよ．

(岐阜大 2001)　　 (m20012607)

0.386 次の微分方程式の一般解を求めよ．

(1) 9y
dy

dx
+ 4x = 0 (2) x

dy

dx
+ y = sinx

(岐阜大 2001)　　 (m20012608)

0.387 初期条件 y(0) = 1 , y′(0) = 1を満たす，次の微分方程式の解を求めよ．

y′′ + 3y′ + 2y = 0

(岐阜大 2003)　　 (m20032605)

0.388 次の 1階の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
− 3

xy
= 0　　　　 (2)

dy

dx
− 3y = 5

(岐阜大 2004)　　 (m20042603)

0.389 次の微分方程式の一般解を求めよ.ただし, yは xの関数であり, y′′ は２階導関数, y′ は１階導関数を

表わす.
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(1) y′ − y2 = 0　　　　 (2) y′′ + 3y′ + 2y = 0

(岐阜大 2004)　　 (m20042604)

0.390 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) 4y′′ − 4y′ − 3y = 0 (2) y′ =
4xy

x2 + 1

(岐阜大 2005) 　　 (m20052601)

0.391 次の微分方程式を解け.ただし, x = 0のとき y = y0 とする.

dy

dx
= a− by (a, bは定数)

(岐阜大 2005) 　　 (m20052608)

0.392 次の微分方程式を解け． x
dy

dx
− 1

x
+ xex = 0

(岐阜大 2006) 　　 (m20062603)

0.393 次の微分方程式を解け．ただし，x = 1のとき y = 1とする．
dy

dx
= −y2

x3

(岐阜大 2006) 　　 (m20062612)

0.394 微分方程式
d2y

dx2
+ 6

dy

dx
+ 9y = 25e2x を解け．

(岐阜大 2006) 　　 (m20062620)

0.395 微分方程式
dy

dx
= (1− y)y について, 次の問いに答えよ.

(1) 初期条件 y(0) = aをみたす解を求めよ. ただし, aは正の実数とする.

(2) 上で求めた解 y(x)について, lim
x→∞

y(x)を求めよ.

(岐阜大 2007) 　　 (m20072605)

0.396 次の微分方程式を, 与えられた初期条件の基で解け.

x2 dy

dx
+ y = 0 初期条件は, x = 1で y = 1 .

(岐阜大 2007) 　　 (m20072617)

0.397 微分方程式 y
dy

dx
= e2x の一般解と初期条件 y(0) = 1を満たす特殊解を求めよ.

(岐阜大 2007) 　　 (m20072624)

0.398 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) y′ = y2 + 2y − 3 (2) y′′ + 6y′ + 10y = 0

(岐阜大 2008) 　　 (m20082603)

0.399 以下の文において, (2)～(7)に適切な式または値を入れよ.

微分方程式
d2x

dt2
=

a

dx

dt
+ b

· · · (1) を解くことを考える. y =
dx

dt
とおくと, 式 (1)は yと tに関する

微分方程式 (2) に変換される. これを解くと式 (3) が得られる.

一方,
dy

dt
=

dy

dx
· dx
dt
であることを用いると, 式 (1)は y と xに関する微分方程式 (4) に変換

される. これを解くと式 (5) が得られる.
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さて, 新幹線の新しい車両では, 力行時の加速度は速度 ν[m/s]によって変り
37.5

ν + 50
[m/s2]と表せる.

すなわち, ν = 0 [m/s]での加速度は 0.75[m/s2]であり, 速度が大きくなるにつれて加速度は低下す

る. この車両が停止時から加速して 75[m/s](= 270[km/h])に達するまでの時間は (6) [s]であ

り, その間に走行する距離は (7) [m]である.

(岐阜大 2008) 　　 (m20082611)

0.400 yは xの関数であるとして, 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) y′′+y = 0 (2) y′′−7y′+12y = 6x2+5x+18 (3) y′′−4y′+4y = cosx

(岐阜大 2008) 　　 (m20082616)

0.401 yは xの関数であるとする. 微分方程式

dy

dx
+ y cosx = sinx cosx

について, 以下の問いに答えよ.

(1) 初期条件 y(0) = 0を満たす解を求めよ.

(2) 上で求めた解 y(x)の 0 ≦ x ≦ πにおける最大値を求めよ.

(岐阜大 2009) 　　 (m20092606)

0.402 ある島の熊の頭数の増加率は, 各時点の頭数 xに比例し, その飽和頭数を αとすると α− xにも比例

する. 頭数の変化を時間 tの関数 f(t)で表せ. 但し, f(0) = β とする.

(岐阜大 2009) 　　 (m20092613)

0.403 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) x2y′ + 2y = 0 (2) y′′ − 6y′ + 8y = 0

(岐阜大 2009) 　　 (m20092616)

0.404 y(x)を未知関数とする,次の常微分方程式 (A)について,以下の問いに答えよ.

y′(x)− tan(x) y(x) = 2e2 sin(x) , −π/2 < x < π/2 (A)

(1) y(x; y0)を初期条件 y(0) = y0 を満たす微分方程式 (A)の解とするとき, y(x; y0)を求めよ.ただ

し, y0 は実数とする.

(2) (1)の解 y(x; y0)について,極限 lim
x→−π/2

y(x; y0)が有限な値となるような初期値 y0 はあるか.も

しもあるなら,そのときの初期値 y0と lim
x→−π/2

y(x; y0)を求めよ.また,もしもないのであれば,そ

の理由を述べよ.

(岐阜大 2010) 　　 (m20102605)

0.405 y(x)を未知関数とする微分方程式

y′′ + 2y′ + ay = 0 (∗)

に対して以下の問に答えよ. ただし, aは定数とする.

(1) a = 1のとき, 方程式 (∗)の一般解を求めよ.

(2) a > 0のとき, 方程式 (∗)の任意の解 yに対し lim
x→∞

y(x) = 0が成り立つことを示せ.

(岐阜大 2011) 　　 (m20112607)
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0.406 y = y(x), y′ =
dy(x)

dx
とする. 微分方程式

(E) y′ + y cosx = sinx cosx

を考える. 以下の問に答えよ.

(1) 同次方程式 y′ + y cosx = 0の一般解を求めよ.

(2) (E)の一般解を求めよ.

(3) (E)の解で, 条件 y(0) = 0を満たすものを求めよ.

(4) (3)で求めた yについて, lim
x→0

y(x)

x2
を求めよ.

(岐阜大 2016)　　 (m20162604)

0.407 微分方程式

(E) y′ + yx = 1 + x+ x2

を考える. 以下の問に答えよ.

(1) 同次方程式 y′ + yx = 0 の一般解を求めよ.

(2) (E)の一般解を求めよ.

(3) (E)の解で, 条件 y(0) = 0を満たすものを求めよ.

(4) (3)で求めた yについて, lim
x→+∞

y(x)

2x+ sinx
を求めよ.

(岐阜大 2020)　　 (m20202606)

0.408 y′ =
dy

dx
とする. 以下の問に答えよ.

(1) 微分方程式

(E1) y′ − yx = 0

の一般解を求めよ.

(2) 微分方程式

(E2) y′ − yx cos(x2) = 0

の一般解を求めよ.

(3) eを自然対数の底として, α, β を実数とする. 微分方程式

(E3) y′ − αy = eβx

の一般解を求めよ.

(4) γ を実数とする. 微分方程式

(E4) y′ − yx(γ + cos(x2)) = 0

の解 y(x)で初期条件 y(0) = 1を満たすものを求めよ. lim
x→∞

y(x)

x
の収束・発散を判定せよ.

(岐阜大 2022) 　　 (m20222602)

0.409 以下は微分方程式の解き方のあらすじである．それについて以下の (1)～(3) の各問に答えよ．

次の方程式を満たす y を求める．
dy

dx
+ P (x)y = Q(x) （イ）

P (x) , Q(x) は， x のみの関数である．まず u , v を x の関数として，

y = uv （ロ）
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とおく．ここで

v = e
−
∫
P (x)dx

（ハ）

とすると
dv

dx
+ P (x)v = 0 （ニ）

となる．次に du/dx を求め，これを F (x) とすると

du

dx
= F (x) （ホ）

これから

u =

∫
F (x)dx+ C (C は任意定数) （ヘ）

と書けるので， y が求まる．

(1) （イ）（ロ）（ハ）を用いて
dv

dx
+ P (x)v = 0

であることを示せ．

(2) （イ）（ロ）（ハ）を用いて du/dx を求めることにより， F (x) を P (x) , Q(x) で表せ．

(3) x
dy

dx
+ y = log x を満たす y を求めよ．ただし，log は自然対数を表す．

(豊橋技科大 1999）　　 (m19992705)

0.410 次の微分方程式の一般解 y(x)を示せ．ただし，任意定数として新たな記号を用いた場合には，その

記号が任意定数であることを明記せよ．また，i =
√
−1とする．

d2y

dx2
+ 2

dy

dx
+ 2y = 0

(豊橋技科大 2000)　　 (m20002705)

0.411 次の微分方程式の一般解を求めよ．

(1)
dy

dx
+ y = x (2)

d2y

dx2
− 4

dy

dx
+ 3y = e2x

(豊橋技科大 2006) 　　 (m20062703)

0.412 半径Rの上に開いた半球があり, 上面が地面に対して平行になるように置かれている. この半球に水

が入っており（下図の斜線部分）, 半球の底から測った水面の高さを hとする. 次の問いに答えよ.

ただし, h ≤ Rとする.

A

h

R(1) 水面の面積 Aを hの関数として表せ.

(2) 水面の体積 V を hの関数として求めよ.

(3) 最下部に微小な小穴を開けた. 単位時間当たり

の水の体積 V の変化, すなわち dV/dtを示せ.

ただし, 小穴の大きさは十分に小さく, 小穴を

開けても半球の体積は変化しないと考えてよい.

(4) (3)の状況において, 流体に関する基本定理から, 単位時間当たりに小穴から流れ出る水の体積

（体積速度）は Sk
√
hで表される（S は微小な小穴の面積, kは正の定数）. 単位時間当たりに

小穴から流出する水の体積が, 半球において単位時間当たりに減少する水の体積に等しいことを

用いて, 高さ hと時間 tの関係式（微分方程式）を示せ. さらに, t = 0において h = Rであっ

たとし, 水が全て流出するのに要する時間 T を求めよ.
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(豊橋技科大 2013) 　　 (m20132703)

0.413 (1) x = 0のとき y = 4を満たす微分方程式
dy

dx
= − 3

16
y2 の解を求めよ.

(2) xy平面上で, アで得られた解が表す曲線と, x = 0, x = 4, y = 0の３つの直線で囲まれる領域

に含まれる点 (x, y) のうち, x, y が共に自然数となる点の数を求めよ. ただし, 境界上の点は

含まないものとする.

(豊橋技科大 2022) 　　 (m20222705)

0.414 (1) 微分方程式
dy

dx
= exy2 を解け.

(2) (1)で得られた解の中で x = 0のとき y = 1をみたす関数の −1 ≦ x ≦ 0 における最小値を求

めよ.

(豊橋技科大 2023) 　　 (m20232705)

0.415 以下の常微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
d2y(x)

dx2
+ 3

dy(x)

dx
+ 2y(x) = 0 (2)

d2y(x)

dx2
+ y(x) = cosx

(名古屋大 2005) 　　 (m20052804)

0.416 (1) 微分方程式 x(−1− 2xy)y′ = 2y(1 + xy)を解け．

(2) 微分方程式 y′′ + 2y′ + 5y = expxを解き，yの一般解を求めよ．

(名古屋大 2006) 　　 (m20062802)

0.417 微分方程式 y′′ − 5y′ + 6y = 0を解き, yの一般解を求めよ.

(名古屋大 2008) 　　 (m20082803)

0.418 以下の問に答えよ. なお,
dy

dt
= y′ と記すことにする.

(1) 常微分方程式 y′′ + 2y′ + y = e−t の一般解を求めよ.

(2) y(0) = 0, y′(0) = 1を満たす解を求めよ.

(名古屋大 2011) 　　 (m20112801)

0.419 (1) 常微分方程式 y′′ + 6y′ + 5y = 5xの一般解を求めよ.

(2) 常微分方程式 y′′ +
x− 1

x
y′ − 1

x
y = xe−x について

(i) この微分方程式の右辺を 0とした同伴方程式の基本解の 1つが y1 = e−xであることを示せ.

(ii) 微分方程式の一般解を y = ue−x とおいて解け. ただし, uは xの関数である.

(名古屋大 2015)　　 (m20152802)

0.420 次の微分方程式を解け. ただし, k, p, qはゼロではない定数で, かつ p ̸= q であり, さらに, t = 0

において x = 0とする.

dx

dt
= k(p− x)(q − x)

(名古屋大 2017)　　 (m20172804)

0.421 (1) 次の常微分方程式の一般解を求めよ.

d2y

dx2
− 3

dy

dx
+ 2y = x+ 1
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(2) 次の常微分方程式の一般解を求めよ. （ヒント：u = y/xと置換せよ）

x
dy

dx
= −x+ y

(名古屋大 2018)　　 (m20182804)

0.422 (1) 微分方程式 y′′+2y′−3y = exx を解くために，y = exz とおくと，微分式方程式 z′′+az′+bz =

x が導かれる．定数 a, b の値を求めよ．

(2) 上で導かれた微分方程式 z′′ + az′ + bz = x の一般解を求めよ．

(名古屋工業大 1997）　　 (m19972902)

0.423 次の問に答えよ．

(1) 微分方程式 y′′ + y = 0 の一般解を求めよ．

(2) w = w(x) を微分方程式

4xw′′ + 2w′ + w = 0 (∗)

の解とする．独立変数 x を x = t2 により t に変換し， u = w(t2) と置くとき， u の満たす

微分方程式を求めよ．

(3) 微分方程式 (∗) の一般解を求めよ．
(名古屋工業大 1999)　　 (m19992905)

0.424 (1) オイラーの微分方程式

x2 d
2y

dx2
+ px

dy

dx
+ qy = R(x)

は，独立変数を x = et によって x から t に変換すると，２階線形微分方程式

d2y

dt2
+ (p− 1)

dy

dt
+ qy = R(et)

に書き換えられることを示せ．

(2) 次のオイラーの微分方程式

x2 d
2y

dx2
− 3x

dy

dx
+ 4y = x2

の一般解を求めよ．

(名古屋工業大 2000)　　 (m20002904)

0.425 x の連続関数 y は次の等式を満たすとする．

y = −1 +

∫ x

1

(t− y(t))dt

(1) y は微分可能であることを示せ．

(2) y を求めよ．

(名古屋工業大 2001)　　 (m20012905)

0.426 x > 0で微分方程式 (∗)x2y′′ + xy′ − y = 0を考察する．

(1) y1 = xは方程式 (∗)の解であることを示せ．

(2) y = y1zとおく．yが (∗)の解であるとき，zの満たすべき方程式を求めよ．

(3) y1 と独立な微分方程式 (∗)の解を求めよ．
(名古屋工業大 2003)　　 (m20032902)
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0.427 x ̸= 0で次の常微分方程式を解け.

x2y′ = (y2 + 1)(y − 1)(y + 2)

(名古屋工業大 2004) 　　 (m20042904)

0.428 次の定数係数 2階線形微分方程式の一般解を求めよ.

d2y

dx2
− 4

dy

dx
+ 4y = x2

(名古屋工業大 2005) 　　 (m20052903)

0.429 常微分方程式 (2x+ y)y′ − (x+ 2y) = 0 について次の問いに答えよ．

(1) 方程式の一般解を求めよ． (2) 初期条件 y(0) = 2 を満たす特殊解を求めよ．

(名古屋工業大 2006) 　　 (m20062908)

0.430 関数 f(x)が [0,∞)において微分可能で, 次の微分方程式を満たす.

f ′(x)− 1

x+ 1
f(x) = (x+ 1)2ex

このとき,

(1) 微分方程式の一般解 f(x)を求めよ.

(2) 初期条件 f(0) = 1を満たす特殊解 f(x)を求めよ.

(名古屋工業大 2009) 　　 (m20092907)

0.431 境界条件「x = 0のとき, y = 1」のもとで,微分方程式

dy

dx
= 1 + x+ y

の整級数の解 y = c0 + c1x+ c2x
2 + · · ·+ cnx

n + · · · を求めよ.

(名古屋工業大 2010) 　　 (m20102908)

0.432 定数係数の 2階線形微分方程式

y′′ + αy′ + βy = γex , (α ̸= 0, β ̸= 0, γ ̸= 0 定数)

が一つの特殊解 y = e2x + (1 + x)ex を持つとする.このとき,次の問に答えよ.

(1) 係数 α, β, γ を決めよ.

(2) 微分方程式の一般解を求めよ.

(名古屋工業大 2011) 　　 (m20112909)

0.433 微分方程式 P (x, y)dx+Q(x, y)dy = 0は, 条件
∂

∂y
P (x, y) =

∂

∂x
Q(x, y)を満たすとき, 完全形

という. 関数 f(x)は (0,∞)で微分可能 かつ f(π) = 1である. 微分方程式(
sinx− f(x)

)y
x
dx+ f(x) dy = 0 , x > 0

は完全形とするとき, 次の問に答えよ.

(1) 関数 f(x)を求めよ.

(2) 微分方程式の一般解を求めよ.
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(名古屋工業大 2012) 　　 (m20122908)

0.434 関数 y = ex が微分方程式 xy′ + p(x)y = xの１つの解である. ただし, y′ =
dy

dx
である. このとき,

次の問に答えよ.

(1) 関数 p(x)を求めよ.

(2) 微分方程式の一般解を求めよ.

(3) 境界条件 : x = ln 2のとき, y(x) = 0を満たす微分方程式の特殊解を求めよ.

(名古屋工業大 2013) 　　 (m20132909)

0.435 微分方程式 y′′ +3y′ +2y = 3 の一般解を求めよ．但し，y′, y′′ はそれぞれ関数 y = y(x) の１次及び

２次の導関数とし，y(0) = 1, y′(0) = 2 を満たすとする．

（愛知県立大 2000）　　 (m20003002)

0.436 y = f(x)に関して，次の微分方程式の一般解を求めなさい． x2 dy

dx
= y

(三重大 2002)　　 (m20023113)

0.437 次の微分方程式の一般解を求めなさい．
dy

dx
+ y = x

(三重大 2003)　　 (m20033107)

0.438 次の微分方程式

d2y

dx2
+ a2y = a2(b+ 1) (a > 0 , b > 0)

について,以下の問いに答えよ.

(1) 一般解を求めよ.

(2) x = 0で y = 0 ,
dy

dx
= 0 , および x = πで y = bのとき, yが無限大となる aの条件を求めよ.

(三重大 2004)　　 (m20043109)

0.439 y = y(x)に関する次の微分方程式の一般解を求めなさい.

d2y

dx2
+ 5

dy

dx
+ 6y = 5

(三重大 2004)　　 (m20043110)

0.440 微分方程式
(
1 + x2

)dy
dx

= xy を解け.

(三重大 2005) 　　 (m20053102)

0.441 次の常微分方程式に関する以下の問に答えなさい. ただし, eは自然対数の底, a , bはともに実定数

とする.
dy

dx
+ ay = f(x)

(1) f(x) = 0の場合の一般解を求めなさい.

(2) f(x) = ebx の場合の一般解を求めなさい.

(三重大 2005) 　　 (m20053109)

0.442 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
=

y

x
(2)

d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 3y = 0

(三重大 2007) 　　 (m20073104)
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0.443 以下の微分方程式 (1)および積分方程式 (2)を解きなさい.

(1)
dy

dx
= yを満たす関数 y = f(x)を求めよ. ただし, f(0) = 1とする.

(2) xf(x) =

∫ x

1

1

x
f(x)dx+ 1を満たす関数 y = f(x)を求めよ.

(三重大 2009) 　　 (m20093101)

0.444 次の (1)から (3)の微分方程式を, それぞれ与えられた初期条件のもとで解きなさい.

(1)
dy

dx
= 3y （初期条件は x = 0のとき y = 5）

(2)
dy

dx
= 2

y

x
（初期条件は x = 1のとき y = 3）

(3)
dy

dx
= cos(x+ y) （初期条件は x = 0のとき y = 0）

(三重大 2009) 　　 (m20093105)

0.445 (1) 未知関数 y(x)についての微分方程式
dy

dx
+ xy = xについて, 初期条件 y(0) = 0を満たす解を

求めよ.

(2) 未知関数 y(x)についての微分方程式
d2y

dx2
+ 2

dy

dx
+ y = 0の一般解を求めよ.

(三重大 2009) 　　 (m20093111)

0.446 (1) 次の微分方程式が完全 微分方程式であることを示しなさい.

(3x2y − y3) dx = (3y2x− x3) dy

(2) 完全微分方程式 P (x, y) dx+Q(x, y) dy = 0の一般解が∫
P (x, y) dx+

∫ {
Q(x, y)− ∂

∂y

∫
P (x, y) dx

}
dy = c ただし cは任意定数

で与えられることを利用して,

(3x2y − y3) dx = (3y2x− x3) dy

の一般解を求めなさい.

(三重大 2010) 　　 (m20103101)

0.447 次の微分方程式の一般解を求めなさい.ただし, x ̸= 1とする.

(x− 1)
dy

dx
+ y − 1 = 0

(三重大 2010) 　　 (m20103107)

0.448 微分方程式
d2y

dx2
+ y = cosxにおいて, 初期条件 y(0) = 0, y′(0) = 0（ただし, y′(x) ≡ dy(x)/dx）を

満たす解を求めよ.

(三重大 2011) 　　 (m20113107)

0.449 微分方程式 ẍ+ γẋ+ kx = 0の解について, 以下の問に答えよ. ただし, ẍ =
d2x

dt2
, ẋ =

dx

dt
であり.

初期条件は, x(0) = 1, ẋ(0) = 0とする.

(1) γ = 0, k = 9の場合における微分方程式の解を求めよ.

(2) γ = 2, k = 9の場合における微分方程式の解を求めよ.
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(3) γ = 6, k = 9の場合における微分方程式の解を求めよ.

(三重大 2011) 　　 (m20113110)

0.450 次の微分方程式を解きなさい.
dx(t)

dt
=

t+ x(t)

t
, x(1) = 3

(三重大 2011) 　　 (m20113114)

0.451 質量mの物体が速度に比例する空気抵抗を重力と反対方向に受けながら落下しているものとする. こ

こで, 空気抵抗の速度に対する比例係数を kとし, 重力加速度を gとする. また, これら定数m, k, g

は速度に関係なく一定であるとする.

(1) 落下している物体の運動を記述する微分方程式を落下速度 v(t)を用いて表しなさい. ただし, 物

体の落下方向を正の方向とする.

(2) 初速度 v(0) = 0として, (1)の微分方程式を解きなさい. また, 時間経過とともに v(t)がある

一定の値に近づくことを示し, その値を求めなさい.

(三重大 2012) 　　 (m20123106)

0.452 微分方程式の初期値問題 y′′ − 2y′ + 5y = x, y(0) = 1, y′(0) = 0の解を求めよ.

ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
である.

(三重大 2013) 　　 (m20133104)

0.453 yの xに関する 1階微分を y′ で表すとき, 微分方程式

y′ + 3y = cos 2x

を初期条件 y(0) = 1のもとで解きなさい.

(三重大 2013) 　　 (m20133106)

0.454 次の微分方程式の解を求めなさい.

d2y

dx2
− 4

dy

dx
+ 4y = 0

(三重大 2014) 　　 (m20143105)

0.455 以下の問いに答えなさい. ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
である.

y′′ + 4y′ + 3y = e2x の一般解を求めよ.

(三重大 2016)　　 (m20163105)

0.456 y = y(x)に関する微分方程式
dy

dx
− 1

x
y = xの一般解を求めなさい.

(三重大 2017)　　 (m20173106)

0.457 微分方程式 0 = dy + aydxで表される関数 y = f(x)について以下の (1)～(3)の問いに解答せよ. た

だし, aは実数で a > 0とする.

(1) f(0) = aの時, 与えられた微分方程式を解き, f(x)を xのみの関数として表せ.

(2) g(x) = xf(x)とする時, 極値や変曲点を示して y = g(x)のグラフの概形を描け.

(3) 以下の極限値を求めよ.

lim
a→∞

∫ ∞

0

g(x)dx∫ ∞

0

f(x)dx
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(三重大 2017)　　 (m20173113)

0.458 微分方程式
d2y

dx2
− 2

dy

dx
+ y = cos 2xの一般解を求めよ.

(三重大 2017)　　 (m20173117)

0.459 時間 tの関数 f(t) = p(1− e−qt)について, 以下の問いに答えよ. ただし, p, qは正の実数である.

(1) g(t) =

∫ t

0

f(t)dtを求めよ.

(2) lim
t→∞

f(t)を求めよ.

(3) 0 ≦ tに対する f(t)の変化を図示せよ. ただし lim
t→∞

f(t)がどうなるかも図示すること.

(4) 0 ≦ tに対する g(t)の変化を図示せよ. ただし lim
t→∞

g(t)がどうなるかも図示すること.

(5) f(t)が満たす微分方程式を求めよ.

(三重大 2018)　　 (m20183103)

0.460 以下の問いに答えなさい. ただし, yは xの関数であり, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする.

(1) 初期条件を y(1) = 0, y′(1) = 1とするとき, 微分方程式 xy′′ + y′ = 0 を解きなさい.

(2) 区間
√
3 ≦ x ≦ 2

√
2において, (1)の解である関数が描く曲線の長さ Lを求めなさい. ただし,

区間 a ≦ x ≦ bの関数 y = f(x) の曲線の長さ Lは, L =

∫ b

a

√
1 +

(
dy

dx

)2

dx で与えられる.

(三重大 2020)　　 (m20203109)

0.461 f(x), g(x)を実数全体で微分可能な関数とする.

(1) y = f(x), xy′′ = 2y′, f(−1) = −2, f(1) = 2とする. ただし, x ̸= 0のとき, y′ ̸= 0とする.

f(x)を求めなさい.

(2) y = g(x), y′′′ − 3y′′ + 3y′ − y = x2 − 6x + 6, g(−1) =
1

e
− 1, g(0) = 0, g(1) = e − 1とする.

g(x)を求めなさい.

(三重大 2020)　　 (m20203110)

0.462 任意の xに対して (1), (2)を満たす関数 f(x)をそれぞれ求めよ.

(1) f(x) = x2 +

∫ x

0

f(t) dt ただし, f(x)は連続関数とする.

(2)

∫ x

0

f(t) dt = x+

∫ x

0

tf(x− t) dt , f(x) > 0 ただし, f(x)は微分可能な関数とする.

(三重大 2022) 　　 (m20223114)

0.463 式 (a)の微分方程式について以下の問いに答えよ．

dI(t)

dt
+ λI(t) = v0　 · · ·　 (a)

ここで，t ≥ 0，λは正の定数，v0 は正または 0の定数である．

(1) v0 = 0の解は任意定数 C を用いて以下のように与えられることを示せ．

I(t) = C exp(−λt)

(2) v0 ̸= 0の解は定数 C が時間に依存するものとして式 (a)に代入することによって得られる．初

期条件 I(0) = 0を満たすような解を求め，I(t)を tの関数として図示せよ．

(奈良女子大 2001)　　 (m20013208)
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0.464 次の微分方程式を解け．初期条件として，t = 0のとき位置は x = x0，速度を v0とする．ここで，k

は実数である．

(1)
d2x

dt2
− k2x = 0 (2)

d2x

dt2
+ k2x = 0

(奈良女子大 2002)　　 (m20023206)

0.465 xの関数 f(x)に関する２階の微分方程式

d2f(x)

dx2
+

df(x)

dx
− 2f(x) = ex (∗)

を考える．この方程式の一般解 f(x)は，この方程式の任意の解（特解）g(x)と，式 (∗)の右辺を 0と

おいた微分方程式
d2h(x)

dx2
+

dh(x)

dx
− 2h(x) = 0

の一般解 h(x)との和，

f(x) = g(x) + h(x)

で与えられる．以下の手順で一般解を求めよ．

(1) g(x) = Axex (A : 定数)の形の特解を求めたい．Aを決定せよ．

(2) h(x)を求めよ．

(奈良女子大 2003)　　 (m20033205)

0.466 y(ρ)に関する２階の常微分方程式

d2y(ρ)

dρ2
+

2

ρ

dy(ρ)

dρ
+

{
1− l(l + 1)

ρ2

}
y(ρ) = 0

を考える.ここで,変数 ρの範囲は, 0 ≤ ρ < ∞であり, lは正の整数である.

(1) いま, y(ρ)を

y(ρ) =
u(ρ)

ρ

とおいて,この方程式に代入すると, u(ρ)についての方程式

d2u(ρ)

dρ2
+ p(ρ)u(ρ) = 0　　　　　 (a)

が得られる.このときの p(ρ)を求めよ.

(2) つぎに, (1)で得られた方程式 (a)の ρ → ∞および ρ → 0の極限における u(ρ)の漸近解を求

めてみよう.

(a) ρ → ∞のとき p(ρ)近似形を求め, u(ρ)の漸近形が満たす方程式をかけ.また,このときの

u(ρ)は, λをパラメータとして

u(ρ) = eλρ

の形で与えられる.この方程式から λを求め, u(ρ)の一般解を求めよ.

(b) ρ → 0のとき p(ρ)近似形を求め, u(ρ)の漸近形が満たす方程式をかけ.また,このときの

u(ρ)は, λをパラメータとして

u(ρ) = ρλ

の形で与えられる.この方程式から λを求め, u(ρ)の一般解を求めよ.

(奈良女子大 2004)　　 (m20043205)

0.467 微分方程式に関する以下の問いに答えよ.
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(1) 次の微分方程式の一般解を求めよ.ただし, aは正の定数とする.
d2y

dx2
+ a2y = 0

(2) 次の微分方程式を考える.
d2y

dx2
+ a2y = Aeibx

ここで, A, a, bは正の定数とし, iは虚数単位である.

(a) y = Beibx の形の特解を求めよ. (b) 一般解を求めよ.

(奈良女子大 2007) 　　 (m20073208)

0.468 変数 tの関数 x(t)の満たす微分方程式に関する以下の問いに答えよ.

(1) 次の微分方程式の一般解を求めよ.
d2x

dt2
+ ω0

2x = 0 ここで, ω0 は正の定数とする.

(2) 次の微分方程式を考える.
d2x

dt2
+2λ

dx

dt
+ω0

2x = 0 ここで, ω0および λは正の定数とする.

λ2 − ω0
2 = −ω2 < 0 （ω : 正の定数）である場合の一般解を求めよ.

(3) (1)および (2)の微分方程式で記述できると思われる物理現象の例を一つずつあげよ.

(奈良女子大 2008) 　　 (m20083207)

0.469 次の微分方程式について以下の問いに答えよ.

d2x

dt2
+ ω2x = 0

(1) 次の x(t)はこの微分方程式の解であることを示せ.

x(t) = C1 sin(ωt) + C2 cos(ωt)

ここで, C1, C2 は定数である.

(2) この x(t)は次のように表すこともできる.

x(t) = B1e
+iωt +B2e

−iωt

このとき, B1, B2 と C1, C2 の関係を求めよ.

(奈良女子大 2010) 　　 (m20103205)

0.470 微分方程式
d2x

dt2
+ ω0

2x = A cos(ωt) · · · (ア)

の一般解 x(t)は, A = 0の場合の一般解 x0(t)と A ̸= 0の特解 x1(t)の和 x0(t) + x1(t)で表される.

以下の問いに答えよ. ただし, A, ω, ω0 は実定数である.

(1) x0(t)を求めよ.

(2) x1(t) = α cos(ωt) + β sin(ωt)とおいて式 (ア)に代入し, 未知定数 αと βを決定することにより

x1(t)を求めよ. ただし, ω ̸= ω0 とする.

(3) 初期条件が x(0) = x0 ,
dx

dt

∣∣∣
t=0

= 0の場合, 式 (ア)の解を求めよ. また, ω → ω0とした時, そ

の解はどうなるか.

(奈良女子大 2012) 　　 (m20123203)

0.471 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
=

y + 2

x+ 1
(2)

dy

dx
+ y = sinx (3)

d2y

dx2
− dy

dx
− 2y = 0

(奈良女子大 2013) 　　 (m20133206)
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0.472 微分方程式に関する以下の問いに答えよ.

(1) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

dy

dx
= (y + 1)(x2 + 2x)

(2) 解の形として x = aeiωt を仮定し, 以下に示す手順で微分方程式

m
d2x

dt2
= −kx− λ

dx

dt

を解く. ここで, aは正の実定数で ωは複素定数とする.

(a)
dx

dt
を計算し, それを xを用いて表せ.

(b)
d2x

dt2
を計算し, それを xを用いて表せ.

(c) ωが満たすべき方程式を導け.

(d) 上で求めた方程式を解くことによって, ωを求めよ.

(奈良女子大 2014) 　　 (m20143203)

0.473 以下の微分方程式を考える.

d2x

dt2
+ µ

dx

dt
+ ω2x = 0 · · · · · · · · · · · ·（ア）

ただし, µ, ωは正の定数である. 以下の問に答えよ.

(1) x(t) ∝ exp(−at)の形の解を考える. x(t)が式（ア）の解となる aの値を, µと ωを用いて表せ.

(2) a = aR ± iaI のとき, 式（ア）の解は振動しながら減衰する. このとき µと ωが満たす不等式を

答えよ. ただし, aR と aI は実数で, i =
√
−1である.

(3) 前問 (2)の場合に, 初期条件が x(0) = 0,
dx

dt

∣∣∣∣
t=0

= 1であるときの 式（ア）の解を求め, aR と

aI を用いて表せ.

(奈良女子大 2015)　　 (m20153203)

0.474 微分方程式に関する以下の問題に答えよ.

(1) 微分方程式
dx

dt
= −x+ sin tを解いて, t = 0で x = 0となる解 x(t)を求めよ.

(2) 微分方程式
d2x

dt2
= 1−

(
dx

dt

)2

を考える.

(a) v =
dx

dt
とおく. t = 0で v = 0となる解 v(t)を求めよ.

(b) t = 0で x = 0かつ v = 0となる解 x(t)を求めよ.

(奈良女子大 2016)　　 (m20163207)

0.475 以下の微分方程式を考える.
m
d2x1

dt2
= −k1x1 + k2(x2 − x1)

m
d2x2

dt2
= −k1x2 − k2(x2 − x1)

ただし, m, k1, k2 は正の実定数である. 以下の問いに答えよ.

(1) これら２つの方程式をX1 = x1 + x2, X2 = x1 − x2 で定義されるX1, X2 に対する方程式に書

き直せ. また, ω =

√
k1
m

, ω′ =

√
k1 + 2k2

m
とおいて, X1, X2 に対する一般解を求めよ.
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(2) t = 0 で, x1 = 1, x2 = 0 かつ v1 = 0, v2 = 0 を満たす解 x1(t), x2(t) を求めよ. ここで,

v1 =
dx1

dt
, v2 =

dx2

dt
とする.

(奈良女子大 2017)　　 (m20173206)

0.476 時間 t (t ≧ 0)の関数N1(t)およびN2(t)に関する以下の連立微分方程式についての問いに答えよ. た

だし, λ1, λ2 は時間に依存しない正の定数とする.
dN1(t)

dt
= −λ1N1(t)

dN2(t)

dt
= −λ2N2(t) + λ1N1(t)

(1) N1(t)を求めよ. ただし, N1(t)の初期値はN1(0)とする.

(2) 時間 tを横軸にとり, N1(t)のグラフの概形を描け.

(3) N2(t) = e−λ2tC(t)とおいて C(t)についての微分方程式を導出せよ.

(4) C(t)についての微分方程式を解き, N2(t)を求めよ. ただし, N2(t)の初期値はゼロとする.

(奈良女子大 2018)　　 (m20183206)

0.477 tの関数 I(t)に関する以下の微分方程式を考える.

L
dI(t)

dt
+RI(t) = V (t)

ただし, L, Rは正の定数である. 以下の問いに答えよ.

(1) V (t) = 0のとき, 一般解 I(t)を求めよ.

(2) V (t) = V0（定数）のとき, I(t) = C(t)e−
R
L t とおいて微分方程式を解き, 一般解 I(t)を求めよ.

(3) V (t) = V0（定数）のとき, 初期条件 I(0) = 0を満たす特解 I(t)を求めよ. また, I(t)の概形を

図示せよ.

(奈良女子大 2019)　　 (m20193208)

0.478 時間 t (t ≥ 0)で関数 x(t)についての次の微分方程式を考える.

dx(t)

dt
= a (f(t)− x(t))

ここで aは正の実数で, f(t)は与えられた実関数とする. 以下の問いに答えよ.

(1) a = loge 2で, t ≥ 0で f(t) = 0である場合に, x(0) = 1をみたす解 x(t)を求めよ.

(2) 一般に時間が十分に経った後の解は, x(0)の値に関係なく

x(t) = a

∫ t

0

f(u)ea(u−t)du

に近づくことを示せ.

(3) 次に, a = loge 2で, 関数 f(t)が 0以上の任意の整数 nについて

f(t) =

{
1 (2n ≤ t < 2n+ 1)

0 (2n+ 1 ≤ t < 2n+ 2)

であ場合を考える. 整数N が十分大きくなったときに x(2N)が近づく値を求めよ.

(奈良女子大 2022) 　　 (m20223208)

0.479 次の微分方程式に関する問いに答えよ．

(1)
dy

dx
=

d2y

dx2
+

(
dy

dx

)2

を解け．
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(2) 上の解で x = 0 で y = 0 ,
dy

dx
= 0 (or 0.5)のとき，曲線の概形を描け．

(京都大 1998)　　 (m19983303)

0.480 次の積分方程式を求めよ．
d2y

dx2
=

∫ x

a

y(t) · (x− t)dt

(京都大 1999)　　 (m19993302)

0.481 微分方程式
d2y

dx2
+ 9y = 7 cos 3xを

(
d

dx
+ 3i

)(
d

dx
− 3i

)
y = 7 cos 3x と書く．

z =

(
d

dx
− 3i

)
yと置くことにより，上の微分方程式は

(
d

dx
+ 3i

)
z = 7 cos 3xとなる．これを用い

て，上の微分方程式の一般解を以下の問いに従って求めよ．

(1)
dz

dx
+ 3iz = 7 cos 3xの解 zを求めよ．

(2) 上の解 zを使って，
dy

dx
− 3iy = zの解 yを求めよ．

(京都大 2002)　　 (m20023302)

0.482 以下の問に答えよ.

(1) P (x)と Q(x)は独立変数 xだけを含む関数とする.この時次のような１階線形微分方程式

dy

dx
+ P (x)y = Q(x)

の一般解は

y = e−
∫

Pdx

[∫
Qe
∫

Pdxdx+ c

]
になることを証明せよ.

(2) 上記の関係式を使って次の２つの微分方程式の一般解を求めよ．

(a) 　　　 2x
dy

dx
+ y = 2x2

(b) 　　　 (1 + x2)
dy

dx
= xy + 1

(京都大 2004)　　 (m20043302)

0.483 　患者が薬を服用すると, 薬はすべて直ちに血流中に吸収され, それ以降, 時間の経過とともに, 血

流中の薬の量は減少する. 「単位時間に減少する薬の量は, その薬の血流中の現在量に比例する」も

のとしよう.

　薬の服用に関する次の問 (1)～(3)に答えよ.

(1) 時刻 tにおける血流中の薬の量を y(t)と表し, 患者が時刻 t = 0に, はじめて一度だけ, この薬

を y0 服用したとする.

(a) 薬の量 y(t)が満たすべき微分方程式が, y′(t) + λy(t) = 0（λは比例定数）で表されること

を示せ.

(b) y(0) = y0 として, (a)の微分方程式を解け.

(c) 血流中の薬の量が, 時刻 t = 0に服用した薬の量の
1

n
（nは正定数）になる時刻を求めよ.

(2) この薬を, 時刻 t = 0に, はじめて y0服用し, その後も, 同一量 y0を一定の時間間隔 T で繰り

返し服用していくものとしよう.

(a) 毎回の服用直後, すなわち, 時刻 t = mT （mは非負整数）での服用直後の血流中の薬の量

を求めよ.
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(b) mが大きくなると, 服用直後の血流中の薬の量は, ある飽和レベル量 ysに達する. この ys

を求めよ.

(3) この薬を, 時刻 t = 0に, はじめて Y 服用し, その後は, 一定の時間間隔 T 毎に yd を服用し

ていくものとしよう. 2回目以降の服用直後の血流中の薬の量が Y となるようにするには, 2

回目以降の毎回の服用量 yd をいくらにすれば良いか.

(京都大 2013) 　　 (m20133301)

0.484 次の微分方程式について, ( )内の初期条件を満たす解を求めよ.

(1) 2y
dy

dx
= x2 + 2x (x = 1のとき y = 0)

(2)
dy

dx
= ay +

b

y
(x = 0のとき y = 1) ただし, a, bは定数で a ̸= 0

(3)
dy

dx
= (1− y2) tanx (x = 0のとき y = 2)

(京都大 2014) 　　 (m20143301)

0.485 t > 0で, 次の微分方程式を満たし, ( )内の初期条件を満たす関数 x = x(t)を求めよ.

dx

dt
=

1

1 + |x|
(t = 0のとき x = −1)

(京都大 2014) 　　 (m20143302)

0.486 次の微分方程式について, (　)内の条件を満たす解を求めよ.

(1) x+ y
dy

dx
= 0 (x = 0のとき y = 2)

(2)
dy

dx
=

2x+ y

y
(x = 1のとき y = 1)

(京都大 2015)　　 (m20153301)

0.487 次の文章の（あ）～（え）に適当な数式を入れよ.

　ある容積 V の室内の空気には粒子状の汚染物が含まれており, 換気を行って汚染物の濃度（単位

体積あたりの粒子数）を下げることにした. 時刻 tにおける濃度を C(t)とし, 単位時間あたり一定

の体積 Qの室内の空気を, 汚染物が含まない空気に入れ換えるとすれば, 時刻 tから微小時間 δt後

の時刻 t+ δtまでの間に排出される粒子数は （あ） となる. その結果, 濃度は C(t)から C(t+ δt)

に変化した. ただし, 室内の濃度は常に空間的に一様であり, 換気を開始してからの汚染物の発生は

なかったものとする. 上記の関係を式で表すと

C(t+ δt) = （い）

である. δt → 0の極限を考えることにより, 濃度 C(t)に関する微分方程式

（う）

を得る. この微分方程式の解は

C(t) = （え）

である. ただし, 換気を開始した瞬間を時刻 t = 0とし, その時の濃度を C0 とする.

(京都大 2015)　　 (m20153302)

0.488 地球の人口変化を微分方程式で表す. (1)～(3)に答えよ.
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(1) ある時刻 tにおける人口を P (t)とし, その時の人口増加率（単位時間あたりに増加する人口）は

人口に比例すると仮定すれば, 次式が成り立つ.

dP

dt
= aP 1⃝

ただし, aは正の定数である. 時刻 0における人口を P0 (> 0), すなわち P (0) = P0 とおいて,

式 1⃝を解いて P を求めよ.

(2) 式 1⃝に従うと人口は単調増加することになるが, 現実の地球の人口収容力には限界がある. 収容で

きる限界の人口Pmaxに近づくと人口増加が鈍化することを表すため, 人口増加率を (1−P/Pmax)

倍する.
dP

dt
= a

(
1− P

Pmax

)
P 2⃝

これを解いて P を求めよ. ただし, aと P0 は (1)と同じとする.

(3) (1)と (2)の解の概形を解答用紙の所定欄に図示せよ.

(京都大 2016)　　 (m20163301)

0.489 微分方程式 2x
dy

dx
− y = 0の一般解が, y2 = Cx（C は任意定数）であることを示せ. 次に, 条件

（x = 1のとき y = 3）を満たす微分方程式の解を求めよ.

(京都大 2017)　　 (m20173301)

0.490 次の微分方程式について, ( )内の条件を満たす解を求めよ.

(1)
dy

dx
= y2 + y （x = 0のとき y = 3）

(2)
dy

dx
=

7x− 3y + 2

3x− 4y + 5
　 （x = 0のとき y = 1）

(3) (2x− y + 1)dx+ (2y − x− 1)dy = 0 （x = 0のとき y = 3）

(京都大 2017)　　 (m20173302)

0.491 次の三角関数を含む微分方程式の一般解を, 定数 C を用いて求めよ.

(イ) x tan
y

x
− y + x

dy

dx
= 0 (ロ)

(
tan y − 6x2

)
dx+

x

cos2 y
dy = 0

(京都大 2018)　　 (m20183304)

0.492 次の指数関数を含む微分方程式の一般解を, 定数 C を用いて求めよ.

(イ)
dy

dx
+ exy = 7ex (ロ) (y + ex sin y) dx+ (x+ ex cos y) dy = 0

(京都大 2018)　　 (m20183305)

0.493 (1) 次の微分方程式の一般解を, 定数 C を用いて求めよ.

(イ)
dy

dx
= y2 + y − 6

(ロ)
dy

dx
= 2 +

y

x
+ e−

y
x

(ハ)

(
3

x
+

y

x2

)
dx+

(
3y − 1

x

)
dy = 0

(2) 次の微分方程式の一般解を, 定数 C を用いて求めよ.

なお, 積分因子は sinxである.

(2 sin y cosx− 2) dx+ cos y sinx dy = 0 (0 < x < π)

(京都大 2022) 　　 (m20223301)
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0.494 微分方程式 y′ + y = x を解け．

(京都工芸繊維大 1999)　　 (m19993404)

0.495 微分方程式 y′ − y = ex を解け．

(京都工芸繊維大 2000)　　 (m20003408)

0.496 微分方程式 y′′ − y′ − 2y = 0 の，初期条件 y(0) = 2, y′(0) = 1 を満たす解を求めよ．

(京都工芸繊維大 2001)　　 (m20013407)

0.497 微分方程式 xyy′ = x2 + y2 を解け．

(京都工芸繊維大 2002)　　 (m20023407)

0.498 微分方程式 x2y′ = x2 + xy + y2 を解け．

(京都工芸繊維大 2003)　　 (m20033408)

0.499 (1) yは xの関数である．変数変換 x = et を行うと yは tの関数となる．このとき

dy

dt
= x

dy

dx
,

d2y

dt2
= x2 d

2y

dx2
+ x

dy

dx

が成り立つことを示せ．

(2) 微分方程式 x2 d
2y

dx2
− 2y = 0を解け．

(京都工芸繊維大 2004) 　　 (m20043410)

0.500 微分方程式 y′′ + 2y′ + 5y = 10 sinx を考える.

(1) a cosx+ b sinxがこの微分方程式の解になるように定数 a, bを定めよ.

(2) 初期条件 y(0) = 1, y′(0) = 0を満たす解を求めよ.

(京都工芸繊維大 2005) 　　 (m20053410)

0.501 微分方程式 y′′ − 2y′ − 3y = 3x2 + x を考える．

(1) xの２次多項式で，この微分方程式の解であるものを求めよ．

(2) この微分方程式の一般解を求めよ．

(京都工芸繊維大 2006) 　　 (m20063405)

0.502 (1) 微分方程式
d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 2y = 0の一般解を求めよ.

(2) 微分方程式
d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 2y = 1の解で, 初期条件 y(0) = 1 , y′(0) = 0を満たすものを求めよ.

(京都工芸繊維大 2007) 　　 (m20073405)

0.503 次の微分方程式を考える.

(∗) dy

dx
=

y2

x2
− 2

(1)
y

x
= uとおいて, (∗)を uに関する微分方程式に書き換えよ.

(2) 初期条件 y(1) = 3を満たす (∗)の解を求めよ.

(京都工芸繊維大 2009) 　　 (m20093404)

0.504 微分方程式 y′ =
y(y − 1)

x
を解け.

(京都工芸繊維大 2011) 　　 (m20113404)
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0.505 次の微分方程式を考える.

(∗) dy

dx
= 2x(y2 + 1)

(1) (∗)の一般解を求めよ.

(2) 初期条件 y(0) = 1を満たす (∗)の解を求めよ.

(京都工芸繊維大 2012) 　　 (m20123404)

0.506 関数 y = y(x)は

{
yy′′ + (y′)2 + yy′ = x

y(0) = 1, y′(0) = 0
を満たしている. 関数 z = z(x)を z = yy′ で定める.

(1) (exz)′ を xの式で表せ.

(2) zを xの式で表せ.

(3) yを xの式で表せ.

(京都工芸繊維大 2014) 　　 (m20143404)

0.507 微分方程式

y′′ + 4y′ + 4y = 0

の解 y = y(x)のうちで, y(0) = 0を満たし, かつ xが実数全体を動くときの最大値が 2であるもの

を求めよ.

(京都工芸繊維大 2015)　　 (m20153404)

0.508 aを正の定数とする. 2階の微分方程式 y′′ + ay = 0 の解のうち,

2条件 y′(0) = 0, y′(1) = 0 を満たすものをすべて求めよ.

(京都工芸繊維大 2016)　　 (m20163404)

0.509 (1) 2回微分可能な関数 F (x)に対し, 不定積分に関する関係式∫
(F ′′(x) + F (x)) sinxdx = F ′(x) sinx− F (x) cosx+ C

を示せ. ただし, C は任意定数とする.

(2) nを 3以上の自然数とする. 微分方程式

y′ + y = e−x
{
xn + n(n− 1)xn−2

}
sinx

の解 y = y(x)で条件 y(0) = 0を満たすものを求めよ.

(京都工芸繊維大 2017)　　 (m20173405)

0.510 微分方程式
dy

dx
= e2x−y の解 y = y(x)で, y(0) = 1 を満たすものを求めよ. さらに, 極限 lim

x→∞

y(x)

x
を求めよ.

(京都工芸繊維大 2018)　　 (m20183405)

0.511 x > 0の範囲において, 関数 y = y(x)に関する微分方程式

(∗) d2y

dx2
− 4

dy

dx
+ 3y =

8

x3
+

13

x2
+ 9 log x

を考える.

(1) (∗)の解のうち, 定数 a, bを用いて y =
a

x
+ b log xと書けるものを 1つ求めよ.
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(2) (∗)の解のうち, 条件

y(1) = 0 かつ
dy

dx
(1) = 0

を満たすものを求めよ.

(京都工芸繊維大 2019)　　 (m20193404)

0.512 (1) 関数 z = z(t) (−∞ < t < ∞)に関する微分方程式

(∗) d2z

dt2
+

dz

dt
− 6z = 4et

を考える.

(a) 微分方程式
d2z

dt2
+

dz

dt
− 6z = 0の一般解を求めよ.

(b) (∗)の一般解を求めよ.

(2) 関数 y = y(x) (x > 1)に関する微分方程式

(∗∗) (x− 1)2
d2y

dx2
+ 2(x− 1)

dy

dx
− 6y = 4x− 4

を考える. 変数変換 x(t) = et + 1 (−∞ < t < ∞)により, z(t) = y (x(t))とおく.

(a)
dz

dt
および

d2z

dt2
を

dy

dx
,
d2y

dx2
および xを用いて表せ.

(b) (x− 1)2
d2y

dx2
+ 2(x− 1)

dy

dx
− 6y =

d2z

dt2
+

dz

dt
− 6zが成り立つことを示せ.

(c) (∗∗)の一般解を求めよ.

(京都工芸繊維大 2020)　　 (m20203405)

0.513 関数 y = y(x) (x > 0)に関する次の微分方程式 (∗)を考える.

(∗) x2 d
2y

dx2
+ x

dy

dx
− y = x

(1) 関数 z = z(x) (x > 0)を y = xzにより定める. (∗)と同値な, zに関する微分方程式を導け.

(2) (∗)の一般解 y(x) (x > 0)を求めよ.

(京都工芸繊維大 2021)　　 (m20213405)

0.514 (1) x > 0における微分方程式
dy

dx
+

2

x
y = 0の一般解を求めよ.

(2) x > 0における微分方程式の初期値問題
dy

dx
+

2

x
y = e2x

y(1) = 0

の解を求めよ.

(京都工芸繊維大 2022) 　　 (m20223404)

0.515 x の関数 y = y(x) に関する定数係数線形常微分方程式について以下の問に答えよ．

(1) y′′ − 2y′ + 5y = 0 の一般解を求めよ．

(2) y′′ − 2y′ + 5y = 4ex の解を一つ求めよ．

(3) y′′ − 2y′ + 5y = 4xex の解を一つ求めよ．

(4) y′′ − 2y′ + 5y = 4ex + 4xex の解で y(0) = 0 , y′(0) = 1 となる解を求めよ．

(大阪大 1997）　　 (m19973503)

0.516 微分方程式 d2y
dx2 + a dy

dx + by = 0 の解 y = y(x) を
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(1) b = −2a2, (2) b =
a2

4
, (3) b = 2a2

の場合にそれぞれ求めよ．ただし，a は定数（実数）とする．

(大阪大 2001)　　 (m20013502)

0.517 関数 a(t), b(t) はある区間 I で連続であり，関数 x1(t) ̸= 0 は２階線形常微分方程式

x′′(t) + a(t)x′(t) + b(t)x(t) = 0

の区間 I における解である．このとき

(1) 下の関数 x2(t) もまた区間 I における解であることを示せ．

x2(t) = x1(t)

∫ t

t0

1

{x1(τ)}2
exp(−

∫ τ

t0

a(s)ds)dτ.

(2) ２つの解 x1(t), x2(t) は互いに独立であることを示せ．

(大阪大 2001)　　 (m20013503)

0.518 区間 (0,∞) 上で定義された実数値関数 x(t) が次の積分方程式

x(t) =

∫ t

0

sin(2(t− u)) · x(u)du+ t

を満たすとする．このとき，x(t) を求めよ．

(大阪大 2001)　　 (m20013504)

0.519 a, b > 0 , a ̸= bとし，常微分方程式の初期値問題，
　　　 u′(t) + a u(t) = 0 (0 < t < ∞)

v′(t) + b v(t)− a u(t) = 0 (0 < t < ∞)

　　　　　　　 u(0) = 1

　　　　　　　 v(0) = 0

を考える．

(1) 解 u(t) , v(t)を求めよ．

(2) v(t)の増減を調べ，グラフの概形を描け．

(3) v(t)の最大値を求めよ．

(大阪大 2002)　　 (m20023503)

0.520 以下の設問に答えよ, ただし log xは自然対数, eは自然対数の底を表すものとする.

(1) 関数 y(x)に関する微分方程式 :

y′′ + 2y′ + y = 0

の一般解を求めよ.

(2) 関数 z(x) (x > 0)に関する微分方程式

x2z′′ + 3xz′ + z = 0 (∗)

を考える. x = et,すなわち t = log xと変数変換したとき z(et) = w(t)の満たす微分方程式を求

めよ.

(3) 微分方程式 (∗)の一般解を求めよ.
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(4) (∗)の解で更に条件 :

z(1) = 0 ,

∫ e

1

z(x)dx = 1

を満たすものを求めよ.

(大阪大 2005) 　　 (m20053505)

0.521 αおよび β を実数とするとき,常微分方程式

y′′(x) + αy′(x) + βy(x) = 0 (∗)

を考える.このとき,以下の問に答えよ.

(1) (∗)式の一般解を求めよ.

(2) ϕ(x)をある実数 x0に対して ϕ(x0) = ϕ′(x0) = 0を満たす (∗)式の解とする.このとき, ϕ(x) = 0

であることを示せ.

(3) (2)の結果を用いて,ある実数 x0, C1, C2に対して ϕ(x0) = C1および ϕ′(x0) = C2を満たす (∗)
式の解は唯一であることを示せ.

(大阪大 2005) 　　 (m20053508)

0.522 微分方程式

x2y′′ − xy′ + y = f(x) (A)

について，以下の問に答えなさい．ただし x > 0とする．

(1) f(x) = 0のとき，y1 = xは微分方程式 (A)の特殊解であることを示しなさい．

(2) uを y = uy1を満足する関数，wを w = u′を満足する関数とするとき，微分方程式 (A)を wの

xに関する一階の微分方程式に変形しなさい．

(3) f(x) = 0のとき，微分方程式 (A)を解きなさい．

(4) f(x) = x2
√
xのとき，微分方程式 (A)を解きなさい．

(大阪大 2006) 　　 (m20063503)

0.523 実軸上で定義された関数 y(x)についての微分方程式

xy′′ − (x+ 1)y′ + y = 2x2e2x　　　　　 (A)

の一般解を求めたい．

(1) (A)に対応する斉次方程式 xy′′ − (x + 1)y′ + y = 0 は y = epx (pは定数)の形の解をもつ．

この解を求めよ．

(2) y = epxu (pは (1)で得られた値，uは xの関数)とおいて (A)に代入し，uが満たすべき微分方

程式を求めよ．

(3) (2)で得られた微分方程式を解くことにより，(A)の一般解を求めよ．

(大阪大 2006) 　　 (m20063505)

0.524 次の２階線形常微分方程式を考える：

x′′(t) + a(t)x′(t) + b(t)x(t) = 0. (∗)

ここで，a(t), b(t)は実軸上で定義された有界な連続関数とする．このとき次の問に答えなさい．
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(1) x1, x2 を (∗)の解とし，これらに対して関数 J を

J(t) := det

[
x1(t) x2(t)

x1
′(t) x2

′(t)

]

と定める．このとき J は次の１階常微分方程式を満足することを示しなさい:

J ′(t) = −a(t)J(t).

(2) 上記 (1)と同様に，x1, x2 を (∗)の解として，さらに

J(0) = det

[
x1(0) x2(0)

x1
′(0) x2

′(0)

]
̸= 0

と仮定する．このとき，任意の tにおいて，２つのベクトル (x1(t), x1
′(t)), (x2(t), x2

′(t))は１

次独立となることを示しなさい．

(3) x1, x2, x3 を (∗)の３つの解とする．このとき，任意の tで

det

 x1(t) x2(t) x3(t)

x1
′(t) x2

′(t) x3
′(t)

x1
′′(t) x2

′′(t) x3
′′(t)

 = 0

であることを示しなさい．また，ある３つの実数の組 (c1, c2, c3) ̸= (0, 0, 0)があって，任意の tで

c1x1(t) + c2x2(t) + c3x3(t) = 0

が成り立つことを示しなさい．

(大阪大 2006) 　　 (m20063508)

0.525 微分方程式 y′ = −2y + y2 について以下の問いに答えよ.

(1) この微分方程式を解け.

(2) y(1) = 3を満たす特殊解を求め, そのグラフの概形を描け. 軸との交点や漸近線を明示すること.

(大阪大 2007) 　　 (m20073502)

0.526 微分方程式

x′′(t) + ax(t) = sin t (∗)

に関する次の問いに答えよ. ただし, 定数 aは実数である.

(1) 微分方程式 x′′(t) + ax(t) = 0の一般解を求めよ.

(2) (∗)の一般解を求めよ.

(3) a > 0とする. (∗)の解 x(t)で条件 x(0) = α, x(1) = β をみたすものをすべて求めよ. ただし,

α, β は実数である.

(大阪大 2007) 　　 (m20073509)

0.527 連立微分方程式


dx

dt
= y + a(x3 + xy2)

dy

dt
= −x+ a(x2y + y3)

の解で, 初期時刻 t = 0において (0, 0)でないものを考える. ただし aは定数とする. このような

(x(t), y(t))について以下が成り立つことを示せ.

(1) a = 0のとき, tの周期関数である.
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(2) a > 0のとき, t > 0では有限時刻を越えて延長できない.

(3) a < 0のとき, すべての t > 0に対して存在し, t → ∞で (0, 0)に収束する.

(大阪大 2008) 　　 (m20083504)

0.528 曲線 C 上の点を P (x, y)で表す. また, P での曲線 C の接線の傾きを y′で表す. P での曲線 C の法

線が x軸と交わる点をQとする. 曲線 C 上のすべての点で, 線分 PQの長さが点Qの x座標に等し

いとき, この曲線がみたす微分方程式を求めよ. この微分方程式を解いて曲線 C の方程式を求めよ.

(大阪大 2009) 　　 (m20093503)

0.529 常微分方程式

4y′′(x) + y(x)(4e2x − 1) = 0 (x ∈ R) (∗)

を考える.

(1) t = ex と変換することによって z(t) = y(log t)に関する常微分方程式を導け.

(2) z(t) =

∞∑
k=0

ckt
k+ρ (ρ ∈ R , c0 ̸= 0)とおく. この級数を (1)で得られた常微分方程式に代入し係

数比較することにより ρと ck (k = 1, 2, · · · )の間に成立する関係式を導け. また, ρ = ±1/2を

導け.

(3) c1 = 0とする. (2)で得られた関係式から ck を定め, 基本解 z1(t), z2(t)を求めよ.

(4) (∗)の常微分方程式の基本解 y1(x), y2(x)で

ex(y1(x)
2 + y2(x)

2) = 1 (∀x ∈ R)

を満たすものを一組求めよ.

(大阪大 2009) 　　 (m20093505)

0.530 微分方程式に関する以下の問いに答えよ.

(1) 微分方程式
d2y

dt2
+

dy

dt
+ 4y = 0の一般解を求めよ.

(2) 微分方程式
d2y

dt2
+

dy

dt
+ 4y = cosωtの特殊解を y = P cosωt + Q sinωtと表すとき,係数 P と

Q求めよ. ただし, ωは実数で ω > 0である.

(大阪大 2010) 　　 (m20103503)

0.531 x = x(t)に関する微分方程式
dx

dt
= −2x2 + t−2 . t > 0

を考える.

(1) v(t) = {x(t)− t−1}−1 とおき v(t)に関する微分方程式を作れ.ただし,
dv

dt
を tと vで表せ.

(2) (1)で求めた微分方程式は非斉次微分方程式であるが,その定数項を無視した斉次微分方程式の

解 v̄(t)を求めよ.

(3) C(t)v̄(t)が (1)で導いた微分方程式を満たすように C(t)を定めよ.

(4) x(t)を求めよ.

(5) x(1) = 1となる解を求めよ.

(大阪大 2010) 　　 (m20103505)
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0.532 実数値関数 x = x(t), y = y(t)は次の連立微分方程式
dx

dt
= −2xy

dy

dt
= x2 − y2

に解で, t = 0において (x(0), y(0)) = (a, b)である.ただし, a ̸= 0とする.

(1) 解 (x(t), y(t))に対してある定数 C があり,つねに x2 + y2 = Cxが成り立つことを示せ.

(2) tが実数全体を動くとき |x(t)|の最大値があることを示し,それを a, bで表せ.

(大阪大 2010) 　　 (m20103508)

0.533 次の連立微分方程式について, 以下の問いに答えよ.
dx(t)

dt
= 2x(t)− 3y(t) + F (t)

dy(t)

dt
= y(t)− 2x(t)

(1) F (t) = 0の場合, 一般解 x(t), y(t)を求めよ.

(2) F (t) = e2t の場合, y(t)の特殊解を y1(t) = Ae2t と表す. このとき, 定数 Aを求めよ.

(3) F (t) = e2t の場合, 一般解 x(t), y(t)を求めよ.

(4) F (t) = e2t の場合, 初期条件 x(0) = 2, y(0) = 0の下で解 x(t), y(t)を求めよ.

(大阪大 2011) 　　 (m20113502)

0.534 q1 = q1(t), q2 = q2(t), q3 = q3(t)についての連立微分方程式

q1
′′ = q2 + q3 − 2q1

q2
′′ = q3 + q1 − 2q2

q3
′′ = q1 + q2 − 2q3

を初期値
q1(0) = f, q1

′(0) = 0

q2(0) = f, q2
′(0) = 0

q3(0) = f, q3
′(0) = 0

のもとで解け, ただし, f は定数である.

(大阪大 2011) 　　 (m20113508)

0.535 次の微分方程式に関する以下の問に答えよ.

(1) 微分方程式
d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ y = 0の一般解 y = y(x)を求めよ.

(2) 微分方程式
d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ y = x2 + 3x+ 1の一般解 y = y(x)を求めよ.

(3) 微分方程式
d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ y = x2 + 3x+ 1の解 y = y(x)を

初期条件「x = 0の時に, y = 10かつ
dy

dx
= −6」のもとで求めよ.

(大阪大 2012) 　　 (m20123502)

0.536 (1) 常微分方程式

x2 d
2f(x)

dx2
+ ax

df(x)

dx
+ bf(x) = 0 , (x > 0)

を考える. t = log xと変数変換したとき g(t) = f(et)の常微分方程式を導け. なお a, bは実定

数であり, logは自然対数である.
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(2) 常微分方程式

x2 d
2f(x)

dx2
+ 3x

df(x)

dx
− 3f(x) = 0 , (x > 0)

を解け.

(3) 常微分方程式

x2 d
2f(x)

dx2
+ 3x

df(x)

dx
− 3f(x) = log x , (x > 0)

を解け.

(大阪大 2012) 　　 (m20123508)

0.537 微分方程式に関する以下の問いに答えよ.

(1) 微分方程式 x2 d
2y

dx2
− 2x

dy

dx
+ 2y = 0を x = et と変数変換することで, 一般解 y(x)を求めよ.

ただし, x > 0とする.

(2) 微分方程式 x2 d
2y

dx2
− 2x

dy

dx
+ 2y = 6x4 の特殊解を y = Ax4 と表すとき, Aの値を求めよ.

(3) (2)の微分方程式の解 y(x)を求めよ. ただし, x = 1のとき, y = 4かつ
dy

dx
= 9とする.

(大阪大 2013) 　　 (m20133502)

0.538 実数値関数 x = x(t), y = y(t)は, 連立微分方程式
dx

dt
= (x2 + y2)y + kx

dy

dt
= −(x2 + y2)x+ ky

の解であり, 初期時刻 t = 0において

(x(0), y(0)) = (x0, y0)

を満たしている. ただし, x0
2 + y0

2 = 1であるとする.

(1) X(t) = x2(t) + y2(t)とする. X(t)の満たす微分方程式を導き, その解を求めよ.

(2) x(t), y(t)を t, k, x0, y0 を用いて表せ.

(大阪大 2013) 　　 (m20133505)

0.539 mを自然数, kを 2以上の自然数とする. x0 を正の実数とし, 関数 x(t)に対する常微分方程式の初

期値問題 {
x′(t) + x(t)− tmx(t)k = 0 (t > 0) ,

x(0) = x0

(∗)

を考える. 以下の問に答えよ.

(1) y(t) = x(t)1−k とおくとき, y(t)が満たす常微分方程式を導け.

(2) 広義積分 ∫ ∞

0

tme−(k−1)tdt

を求めよ.

(3) 初期値問題 (∗)の解 x(t)に対して, lim
t→t0−0

|x(t)| = ∞となる正の実数 t0が存在するとき解 x(t)

は爆発するということにする. 解 x(t)が爆発するような正の実数 x0 の範囲を求めよ.

(大阪大 2014) 　　 (m20143504)
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0.540 曲線 C : y = u(x)上の点 (x, y)における接線が y 切片 2xy2 をもち, かつ, 曲線 C が点
(
1,

1

3

)
を

通るとき, 関数 u(x)を求めよ.

(大阪大 2015)　　 (m20153502)

0.541 実定数 a, b, cは b2 − ac > 0, b > 0を満たしている. D = b2 − acと記す. 以下の設問に答えよ.

(1) 連立常微分方程式
dx

dt
+ bx+ cy = 0, t ≥ 0

dy

dt
− ax− by = 0, t ≥ 0

の解 x = x(t), y = y(t)で初期条件 x(0) = 0, y(0) = 1を満たすものを求め b, c, Dと tを用い

て表せ.

(2) (1)の解 y = y(t)に対して, y(t) > 0が任意の t ≥ 0に対して成立することを示せ.

(3) (1)の解を用いて

z(t) =
x(t)

y(t)
, t ≥ 0

と置くと
dz

dt
+ az2 + 2bz + c = 0, z(0) = 0

を満たすことを示せ.

(4) lim
t→∞

z(t)と lim
t→∞

dz(t)

dt
の値を求め b, c, D を用いて表せ.

(大阪大 2016)　　 (m20163504)

0.542 関数 x(t), y(t)に関する次の連立微分方程式について, 以下の問いに答えよ.
dx

dt
= −2x− 2y + cos 2t

dy

dt
= x

(1) x(t)および y(t)の一般解を求めよ.

(2) 初期条件 x(0) = y(0) = 0として x(t)と y(t)を求めよ.

(3) t → ∞において x(t)が A cos(ωt + θ)なる関数形に漸近することを示し, その時の A, ω, θの

値を求めよ. ただし, A, ω, θは実数であり, A > 0, ω > 0, 0 ≤ θ < 2πとする. また, θは逆

三角関数を用いて表しても構わない.

(大阪大 2016)　　 (m20163509)

0.543 次の微分方程式について, 以下の問いに答えよ.

dy

dx
=

y2

2
− y

x
− 1

2x2
(x ̸= 0) (∗)

(1) u(x) = xyとおくとき, 関数 u(x)が満たすべき微分方程式を示せ.

(2) 微分方程式 (∗)の一般解 y = y(x)を求めよ.

(3) 微分方程式 (∗)の解 y = y(x)を, 初期条件「x = 1のときに y = 2」のもとで求めよ.

(大阪大 2017)　　 (m20173502)

0.544 以下の微分方程式の解を求めよ. ただし, yは xの関数, y′ および y′′ はそれぞれ 1階および 2階微

分を示している.
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(1) y′′ − 4y′ + 5y = 0 ただし, y(0) = 0, y′(0) = 1とする.

(2)
x

y
y′ + log(xy) + 1 = 0 ただし, y(1) = 1とする. なお, 対数の底は eとする.

(大阪大 2018)　　 (m20183502)

0.545 αを 1以上の実数とする. １回微分可能な関数 f(x)が

f(x) =
1

2

∫ 2x

2

{
f

(
t

2

)}α

dt+ 1 1⃝

を満たすという. 以下の設問に答えよ.

(1) f(1) = Aを満たす実数 Aを求めよ.

(2) y = f(x)とおく. 式 1⃝の両辺を xで微分することにより, 微分方程式

dy

dx
= yα 2⃝

が成り立つことを示せ.

(3) 初期条件「x = 1のとき y = A （ただし Aは (1)で求めた値）」のもとで微分方程式 2⃝の特殊
解を Y とする. 「1以上の任意の実数 xに対して, Y の xにおける値が実数になる」ための, α

に対する条件を求めよ.

(大阪大 2018)　　 (m20183505)

0.546 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) (x3 + y3)dx+ (3xy2)dy = 0

(2)
d2y

dx2
− 2

dy

dx
− 3y = 8e3x

(大阪大 2019)　　 (m20193502)

0.547 以下 αを与えられた実数とする. １階微分方程式

dx(t)

dt
= 2x(t) + e−t

の, 初期条件 x(0) = αを満たす解を xα(t)とする. 以下の問に答えよ.

(1) １階微分方程式
dy(t)

dt
= 2y(t)

の, 初期条件 y(0) = 1を満たす解 y(t)を求めよ.

(2) y(t)を (1)で求めた関数とする. 関数 C(t)を C(t) =
xα(t)

y(t)
によって定めると,

dC(t)

dt
= e−3t , C(0) = α

が成り立つことを示せ.

(3) lim
t→∞

xα(t) = ∞ となるための αに対する必要十分条件を求めよ.

(大阪大 2019)　　 (m20193508)

0.548 xy平面上の x > 0に微分可能な曲線 y = f(x)がある.

この曲線上の点 P (x, y)における接線 ℓは右図のよう

に y軸と交わり, その交点を Qとする.

また, 右図の Oは原点を表す.
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(1) xに関する f(x)の一階微分 f ′(x)が f ′(x) > 0

であり, 線分 OP と線分 OQが同じ長さである

として, xと yの関係を微分方程式で表せ.

(2) u =
y

x
とおくことにより (1)の微分方程式を解いて,

曲線 y = f(x)を求めよ.

ただし, 曲線は点 (2, 0)を通るものとする.

O

y

x

y = f(x)

P (x, y)

Q
ℓ

( 大阪大 2021) 　　 (m20213503)

0.549 以下に示す連立微分方程式の解 x(t), y(t)を求めよ. ただし, t = 0のとき, x = 1, y = 0とする.
2
dx(t)

dt
− dy(t)

dt
= 3x(t) + e2t

dx(t)

dt
+ 2

dy(t)

dt
= y(t) + e2t

(大阪大 2022) 　　 (m20223502)

0.550 α > 0, β > 0, x0 > 0として, 次の微分方程式の初期値問題を考える.
dx

dt
= αx− βx2, t > 0

x(0) = x0

(1) x(t)を求めよ.

(2) lim
t→∞

x(t)を求めよ.

(3)
α

β
̸= x0 のとき, x(t)が区間 t ≧ 0において単調関数であることを示せ.

(大阪大 2022) 　　 (m20223505)

0.551 (1) 関数 y = y(x)が微分方程式

(1 + x2)
dy

dx
= 2xy + (1 + x2)2 + y2

を満たしているとする. このとき, 関数 z = z(x)を

z =
y

1 + x2

によって定義する. zが満たす微分方程式を求めよ.

(2) (1)の微分方程式の, 初期条件 y(0) = 0の下での解を求めよ.

(3) (2)で求めた解は, 0を含むある有界開区間 (a, b)上で連続であり

lim
x→a+0

|y(x)| = lim
x→b−0

|y(x)| = ∞

を満たしている. このような a, bを求めよ.

(4) 関数 u = u(x)が微分方程式

(1 + x2)
du

dx
= 2xu+ (1 + x2)

√
(1 + x2)2 + u2

を満たしているとする. この微分方程式の, 初期条件 u(0) = 0の下での解を求めよ.

(大阪大 2022) 　　 (m20223509)
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0.552 y = y(x)は

y′′(x)− (x2 − 1)y(x) = 0 , y(0) = 1 , y′(0) = 0

を満たすとする．

(1) z(x) = y′(x) + xy(x) とおく．zが満たす微分方程式と z(0) を求めよ．

(2) z(x) を求めよ．

(3) 問い (2)を利用して，y(x)を求めよ．

（大阪府立大 2001）　　 (m20013603)

0.553 次の微分方程式の一般解を定数変化法で求めよ．

(1)
dy

dx
+ 4y = cos(x) (2)

d2y

dx2
+ y = cos(x)

(大阪府立大 2003)　　 (m20033601)

0.554 次の微分方程式を解きなさい.

(1)
5xy + 4

y
dx =

3y + 4x

y2
dy (2)

d3y

dx3
+ 2

d2y

dx2
− dy

dx
− 2y = e2x

(大阪府立大 2005) 　　 (m20053602)

0.555 次の形に書ける微分方程式を同次形という．
dy

dx
= f

(y
x

)
(1) 同次形の微分方程式は，変数分離型に変換して解くことができる．この変換を示して，解を得る

プロセスについて説明せよ．

(2) (1)を利用して
dy

dx
=

x2 + y2

2xy
の一般解を求めよ．

(大阪府立大 2006) 　　 (m20063602)

0.556 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
=

(
a

x+ y

)2

(a > 0) (2)
d2y

dx2
− 4

dy

dx
+ 4y = 6e2x

(大阪府立大 2007) 　　 (m20073602)

0.557 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
=

x+ 3y

x
(2)

d2y

dx2
− 2

dy

dx
+ y =

1

2
x2 + x+ ex

(大阪府立大 2008) 　　 (m20083602)

0.558 次の定係数 2階線形常微分方程式の一般解を求めよ.

a
d2x

dt2
+ b

dx

dt
+ cx = 0

ただし, a > 0, c > 0とする.

(大阪府立大 2010) 　　 (m20103607)

0.559 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

dy

dx
= 4x3y

(大阪府立大 2010) 　　 (m20103612)

0.560 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) (x+ 1)
dy

dx
− xy = 0 (2)

d2y

dx2
− 5

dy

dx
+ 6y = ex

(大阪府立大 2011) 　　 (m20113608)
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0.561 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

(1)
dy

dx
+ xy = x (2)

d2y

dx2
+

dy

dx
= 0

(大阪府立大 2013) 　　 (m20133601)

0.562 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
= y2 − y

(2)
d2y

dx2
− 4

dy

dx
+ 4y = sinx

(大阪府立大 2013) 　　 (m20133607)

0.563 次の微分方程式を解け.

(1) (1 + x2)dy + (1 + y2)dx = 0 (2)
d2y

dx2
+ 2

dy

dx
− 8y = e3x

(大阪府立大 2016)　　 (m20163602)

0.564 次の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
= x+ y (2)

d2y

dx2
+ 2

dy

dx
− 3y = e2x

(大阪府立大 2017)　　 (m20173602)

0.565 次の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
=

x2 + 2y2

xy
(2)

d2y

dx2
− 2

dy

dx
= 6

(大阪府立大 2018)　　 (m20183602)

0.566 次の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
= − x+ y + 1

2x+ 2y − 1
(2)

d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 2y = cosx

(大阪府立大 2019)　　 (m20193602)

0.567 次の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
=

(1 + y2)x

(1 + x2)y
(2)

d2y

dx2
− 2

dy

dx
= x2

(大阪府立大 2020)　　 (m20203602)

0.568 微分方程式

(1)
dy

dx
=

3x− y

x+ y
を u =

y

x
とおいて u の微分方程式にせよ．

(2) (1)の一般解を求めよ．

(3)
dy

dx
=

x

y

(6x2 − y2 − 2)

(x2 + y2 + 2)
の一般解を求めよ．

(神戸大 1994)　　 (m19943802)

0.569 y′′ − 4y′ + 3y = 9x2 + 1 の一般解を求めよ．

(神戸大 1999)　　 (m19993805)

0.570 次の微分方程式を解け．

d2f

dx2
(x)− 3

df

dx
(x) + 2f(x) = 0,　 f(0) =

df

dx
(0) = 1

（神戸大 2001）　　 (m20013807)
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0.571 tの関数 x(t)が次の微分方程式を満たすとする．

x′ + x2 + a(t)x+ b(t) = 0

但し，x′ =
dx

dt
である．このとき，次の問いに答えよ．

(1) x(t) =
u′(t)

u(t)
のとき，関数 u(t)の満たす微分方程式を求めよ．

(2) 微分方程式 x′ = x(1− x)の一般解を求めよ．

(神戸大 2002)　　 (m20023803)

0.572 次の微分方程式を解け． y′′ + 4y′ + 4y = x3

(神戸大 2003)　　 (m20033807)

0.573 未知関数 x(t), y(t)に関する微分方程式 x′(t) = y(t) , y′(t) = −x(t)

を，初期条件 x(0) = a , y(0) = bの下で解け．

(神戸大 2004)　　 (m20043806)

0.574 (1) a, bを定数とする. yを未知関数とする微分方程式

y′′ − (a+ b)y′ + aby = 0

の一般解を求めよ.

(2) 微分方程式 y′ = y2 の一般解を求めよ.解のグラフの概形を書きなさい.

(神戸大 2005) 　　 (m20053803)

0.575 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) y′′ − y = 0 (2) y′′ + y = 0

(神戸大 2007) 　　 (m20073806)

0.576 関数 y = y(x)は微分方程式 y′′+(5−x2)y = 0 を満たすとする. このとき, 以下の問いに答えよ.

(1) y = ze−x2/2 とおいて, 関数 z = z(x)が満たす微分方程式を求めよ.

(2) zを２次関数とするとき, zを求めよ.

(神戸大 2007) 　　 (m20073809)

0.577 次の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
− y = emx (m ∈ R) (2)

d2y

dx2
− 2

dy

dx
+ y = 0

(神戸大 2008) 　　 (m20083809)

0.578 次の微分方程式の一般解を求めよ. ただし, y′, y′′ はそれぞれ
dy

dx
,
d2y

dx2
を表す.

(1) y′′ − y′ − 2y = 0

(2) y′′ − y′ − 2y = cosx

(神戸大 2009) 　　 (m20093808)

0.579 微分方程式の初期値問題

f ′′(x) + f(x) = sinx , f(0) = f ′(0) = 0

において,

F (x) = f(x) cosx− f ′(x) sinx , G(x) = f(x) sinx+ f ′(x) cosx

とおく. 以下の問いに答えよ.
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(1) F ′(x) , G′(x)を求めよ.（f を含まない形で表せ.）

(2) F (x) , G(x)を求めよ.

(3) f(x)を求めよ.

(神戸大 2009) 　　 (m20093812)

0.580 微分方程式
dy

dx
− y = −y2 · · · · · · · · · (∗)

について,以下の問いに答えよ.

(1) z = y−1 とおいて, zを満たす微分方程式を求めよ.

(2) (1)で求めた微分方程式の一般解を求めよ.

(3) 初期条件「x = 0 , y = 1/2」のもとで,微分方程式 (∗)を解け.

(神戸大 2010) 　　 (m20103805)

0.581 常微分方程式

y′′ − y = e−x

を初期条件 y(0) = a, y′(0) = bのもとで解け. また, x ≥ 0で有界な解が存在するための aと bの必

要十分条件を求めよ. （ここで y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
である.）

(神戸大 2011) 　　 (m20113805)

0.582 x = x(t)を変数 tの C∞ 級関数とする. このとき, 次の微分方程式を解け.

d2x

dt2
+

(
dx

dt

)2

− 4 = 0

ただし, x(0) =
dx

dt
(0) = 0とする.

(神戸大 2012) 　　 (m20123805)

0.583 微分方程式 y′′ − 2y′ = xe2x について以下の問いに答えよ. ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする.

(1) この方程式は y = (Ax2 + Bx)e2x（A,B は定数）の形の特殊解を持つことを示し, A,B を決

めよ.

(2) この方程式の一般解を求めよ.

(神戸大 2014) 　　 (m20143809)

0.584 未知関数 y = y(x)に関する以下の各微分方程式に対し, その一般解を求めよ.

ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする.

(1) 2y′′ − 5y′ + 2y = 0 , (2) 2y′′ − 5y′ + 2y = ex ,

(神戸大 2015) 　　 (m20153806)

0.585 次の問に答えよ. ただし, ′ は xによる微分を表す.

(1) 任意の微分可能な関数 y(x)に対して

u(x)−1
{
u(x)y(x)

}′
= y′(x) + x2y(x)

となるような関数 u(x)を求めよ.
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(2) y(x)に対する微分方程式

y′(x) + x2y(x) = x5

の一般解を求めよ.

(3) p(x), q(x)を与えられた関数として, y(x)の微分方程式

y′(x) + p(x)y(x) = q(x)

の一般解の公式を導け.

(神戸大 2017)　　 (m20173805)

0.586 (−1, 1)で定義された C∞-級関数 f(x)は次の微分方程式を満たすとする：

(1− x2)f ′(x)− xf(x) = 1, f(0) = 0.

自然数 nに対し, an =
f (n)(0)

n!
とおく.

(1) an を求めよ.

(2)

∫ 1

0

(1− x2)ndx ≦ 1

2

√
π

n
が成り立つことを示せ. ただし, 不等式 1− x ≦ e−x (0 ≦ x ≦ 1)お

よび等式
∫ ∞

0

e−x2

dx =

√
π

2
は証明せずに用いてよい.

(3) n → ∞のとき数列 {an}の収束・発散を判定せよ. また, 収束するときは極限値を求めよ.

(神戸大 2018)　　 (m20183805)

0.587 (1) 微分方程式 y′ = −y − 1, y(0) = 0の解 y(x)を求めよ.

(2) 次の漸化式

yk+1 = (1− h)yk − h (k ≥ 0) y0 = 0

で決まる数列 yk の一般項を求めよ. ここで hは０でない定数とする.

(3) x, nを正整数, h = 1/nとおくとき,

yxn → y(x) , n → +∞

を示せ.

(神戸大 2021) 　　 (m20213804)

0.588 (1) 微分方程式 y′′ +
√
5y′ − y + 2 = 0の解 y(x)を求めよ.

(2) 上記の解のうち, x > 0で y(x) > 0となるものをすべて求めよ.

(神戸大 2023) 　　 (m20233802)

0.589 微分方程式 (1− x2)
d2y

dx2
− 2x

dy

dx
+ 6y = 0 の解のうちで，多項式で表わされるものを求めよ．

(鳥取大 2001)　　 (m20013906)

0.590 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 2y = 0

(鳥取大 2004)　　 (m20043904)

0.591 yは xの関数とする,次の微分方程式を解け.
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(1) y′ = xy , y(0) = 2 .

(2) y′′ − 2y′ + 2y = 0 , y(0) = 1 , y′(0) = 0 .

(鳥取大 2005) 　　 (m20053907)

0.592 質量mの雨の粒子が落ちはじめてから t秒後の速度を v(t)とすると,

m
dv(t)

dt
= mg − cv(t) (m, g, cは定数)

が成り立つ．この微分方程式を満たす v(t)を変数分離法で求めよ．ただし, 初期条件は, t = 0で v = 0

とする．

(鳥取大 2006) 　　 (m20063905)

0.593 以下の微分方程式の一般解を求めなさい.

(1) (3x+ y + 3)dx+ (x+ 3y + 2)dy = 0 (2) y′′ − 4y′ + 3y = 2x

(鳥取大 2007) 　　 (m20073912)

0.594 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
+ 3xy = 0 (2)

d2y

dx2
− 5

dy

dx
+ 6y = sin 2x

(鳥取大 2008) 　　 (m20083907)

0.595 方程式 x2 d
2y

dx2
− 2x

dy

dx
+ 2y = 0の一般解を求めよ.

(鳥取大 2009) 　　 (m20093901)

0.596 方程式
d2y

dx2
+ y = cosxの特殊解を定数変化法を用いて求めよ.

(鳥取大 2009) 　　 (m20093902)

0.597 方程式
dy

dx
= x(1− x)を初期条件 x(0) = x0 (> 0)の下で解け.

(鳥取大 2009) 　　 (m20093903)

0.598 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) 2x2y
dy

dx
+ xy2 + x = 0

(2)
d2y

dx2
− 3

dy

dx
+ 2y = 4x+ 6e3x

(鳥取大 2009) 　　 (m20093909)

0.599 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
= 1− y2 (2)

d2y

dx2
− dy

dx
− 2y = cosx

(鳥取大 2011) 　　 (m20113908)

0.600 xの関数 yに関する, 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

(1) (x+ 3)y′ + xy2 = 0

(2) y′′ − 6y′ + 8y = x2 + 1

(鳥取大 2012) 　　 (m20123901)

0.601 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

101



(1) (x2 + 2)
dy

dx
− xy = 0

(2)
d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 3y = 4e−x

(鳥取大 2013) 　　 (m20133903)

0.602 c1, c2 を定数とする．yを微分方程式 (1− x2)y′′ − 2xy′ = 0, y(0) = c1, y′(0) = c2 の解とする．

(1) 非負な整数 nに対して，y(n)(0)を求めよ． (2) yを求めよ．

(岡山大 2006) 　　 (m20064003)

0.603 (1)

∫
dy

y
√
1− y2

を計算せよ.

(2) p
dp

dy
= y − 2y3 (0 ≦ y < 1), p(0) = 0の解 p ∈ C1( [0, 1) )をすべて求めよ.

(3) (1)と (2)を利用して

{
y′′ − y + 2y3 = 0, 0 ≦ y < 1, x ∈ R,

lim
x→0

y(x) = 1,
の解を求めよ.

(岡山大 2007) 　　 (m20074003)

0.604 a, bは実定数で a ̸= 0とするとき，次の問いに答えよ．

(1) 不定積分
∫

eax sin bx dx ,

∫
eax cos bx dxを求めよ．

(2) 1階線形微分方程式
dy

dx
+ ay = cos bx (∗)

の一般解を求めよ．

(3) 初期値 y(0)がどのような値であっても，x → ∞のとき微分方程式 (∗)の解 y(x)が収束するた

めの必要十分条件を aと bを用いて表せ．

(広島大 2006) 　　 (m20064105)

0.605 以下の微分方程式を解け. さらに, それぞれについて lim
t→∞

u(t)を求めよ.

(1)
du

dt
+ u = 1 , u(0) = 0 (2)

du

dt
+

1

1 + t2
u = 0 , u(0) = 1

(3)
du

dt
= u(1− u) , u(0) =

1

2

(広島大 2008) 　　 (m20084102)

0.606 次の微分方程式を解け.

(1)
d2x

dt2
+ 4x = 0 , 初期条件

(
t = 0のとき, x = 1かつ

dx

dt
= 0

)
(2)

d2x

dt2
+ 4x = sin 3t , 初期条件

(
t = 0のとき, x = 0かつ

dx

dt
= 0

)
(広島大 2008) 　　 (m20084107)

0.607 u(r)は区間 (0, ∞)上で 2回微分可能な関数とし, さらに, u′′(r)が (0, ∞)上で連続であるとする.

関数 f(x, y)を

f(x, y) = u(r) (ただし, r =
√
x2 + y2)

と定める. 以下の問いに答えよ.
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(1)
∂2f

∂x2
(x, y) +

∂2f

∂y2
(x, y) = u′′(r) +

1

r
u′(r)を示せ.

(2)
∂2f

∂x2
(x, y) +

∂2f

∂y2
(x, y) = 0が成り立つためには,

u(r) = a log r + b (a, bは定数)

と表されることが必要十分であることを示せ.

(広島大 2012) 　　 (m20124103)

0.608 次の微分方程式の解を求めよ. ただし, x = 1のとき y = 2とする.

x
dy

dx
+ y = 2x

(広島大 2012) 　　 (m20124112)

0.609 微分方程式
d2y

dt2
− 6

dy

dt
+ 9y + 3 = 0の一般解を求めよ.

(広島大 2013) 　　 (m20134102)

0.610 次の微分方程式の一般解を求めよ.
d2y

dx2
+ 2

dy

dx
+ y = 0

(広島大 2014) 　　 (m20144105)

0.611 次の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
= tanx cot y (2)

d2y

dx2
− 8

dy

dx
+ 15y = 0

(広島大 2021) 　　 (m20214107)

0.612 次の微分方程式を解け.

3
d2y

dx2
−
(
dy

dx

)2

+ 9 = 0

(広島大 2022) 　　 (m20224104)

0.613 次の微分方程式の一般解を求めよ.

d3y

dx3
− d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 5y = 0

(広島大 2023) 　　 (m20234101)

0.614 微分方程式
dy

dx
+ ay = bを解け. ただし, a, bは 0でない定数である.

(広島市立大 2012) 　　 (m20124202)

0.615 次の微分方程式について, 以下の問いに答えよ. ただし, a, bは 0でない定数とする.

dx

dt
= a− bx

(1) この微分方程式の一般解を求めよ.

(2) 初期条件「 t = 0のとき x = 0」を満たす解を求めよ.

(3) t → ∞のとき, (2)で求めた解の極限を求めよ.

(広島市立大 2013) 　　 (m20134203)
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0.616 次の微分方程式を解け．

y′′ + 2y′ + 3y = 2 cosx

(山口大 1999)　　 (m19994303)

0.617 次の微分方程式を，与えられた初期条件のもとで解け．

dy

dx
= log x　初期条件「x = 1のとき y = 1」

(山口大 2000)　　 (m20004302)

0.618 次の微分方程式を解け． xy′ + y = x2

(山口大 2001)　　 (m20014312)

0.619 次の微分方程式の一般解を求めなさい．
dy

dx
= 2xy

(山口大 2001)　　 (m20014313)

0.620 y = xuとおいて，次の微分方程式の一般解を求めなさい．

x(x− y)
dy

dx
+ y2 = 0

(山口大 2001)　　 (m20014314)

0.621 ラジウムの同位元素の放射エネルギーは１年間に 9.8%ずつ減少する．以下の問いに答えなさい．

(1) I0 を最初の強さとすると３年後にはエネルギー強度はいくらになるか求めなさい．

(2) この強度が１／２になるには何年かかるか求めなさい．

(山口大 2002)　　 (m20024302)

0.622 (1) 微分方程式
dy

dx
=

y

x
を変数分離により解きなさい．

(2) 微分方程式
dy

dx
=

y

x
を，u =

y

x
の変数変換を行うことにより解きなさい．

(山口大 2003)　　 (m20034307)

0.623 次の微分方程式の一般解を求めなさい．

(1) xy′ + y + 1 = 0 (2) y′′ − 2y′ + y = e5x (3) x2y′′ − 2y = 2x2 (x > 0)

(山口大 2003)　　 (m20034308)

0.624 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

2xyy′ − x2 − y2 = 0

(山口大 2004)　　 (m20044305)

0.625 微分方程式 x
dy

dx
= 2x+ y の一般解を求めよ.

(山口大 2004)　　 (m20044306)

0.626 次の微分方程式を解きなさい（u = x−1 とおいて変数変換を行う）.

dx

dt
= tx2

(山口大 2005) 　　 (m20054301)

0.627 次の微分方程式を解きなさい.

(1) x
dy

dx
+ y = 0
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(2) x
dy

dx
+ y = x log x を (1)の結果を利用して解きなさい.

(3)
d2y

dx2
− 2

dy

dx
+ 5y = ex cos 2x

(山口大 2005) 　　 (m20054308)

0.628 粘性流体中の粒子の運動は,微分方程式

dν

dt
+ αν = −βν2 初期条件 ν(0) = ν0

で記述される.変数変換 u = 1/ν を実行して,この解 ν(t)を求めなさい.

(山口大 2005) 　　 (m20054310)

0.629 次の微分方程式を解きなさい．
dx

dt
= 3t2x

(山口大 2006) 　　 (m20064302)

0.630 次の微分方程式を解きなさい. (3xy2 + x3)
dy

dx
= 3x2y + y2

(山口大 2008) 　　 (m20084304)

0.631 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

y′′ − 2y′ − 3y = 0

(山口大 2009) 　　 (m20094308)

0.632 次の微分方程式の一般解を求めなさい.
dy

dx
= ex+y

(山口大 2009) 　　 (m20094309)

0.633 次の微分方程式を解きなさい. ただし, aは定数であり, y(0) = y0 とする.

dy

dx
− 2xy = ax

(山口大 2009) 　　 (m20094315)

0.634 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

dy

dx
=

y

x
+ 2

(山口大 2010) 　　 (m20104301)

0.635 次の微分方程式の一般解を求めよ.
dy

dx
=

2x− y

x− 2y

(山口大 2011) 　　 (m20114301)

0.636 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(tanx)
dy

dx
= 2y

(山口大 2012) 　　 (m20124301)

0.637 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

2x
dy

dx
= y

(山口大 2014) 　　 (m20144301)
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0.638 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

9
d2y

dx2
+ 6

dy

dx
+ y = 2ex

(山口大 2015)　　 (m20154301)

0.639 次の初期値問題を求めなさい.

(1) 次の微分方程式の一般解を求めなさい.
dy

dx
= xe−2y

(2) さらに, 次の式を満足する上記 (1)で求めた一般解の特殊解を求めなさい.

y(0) = 2

(山口大 2016)　　 (m20164301)

0.640 次の初期値問題について答えなさい.

(1) 次の微分方程式の一般解を求めなさい.
dy

dx
= −y tan

(
x+

π

3

)
(2) さらに, 次の式を満足する上記 (1)で求めた一般解の特殊解を求めなさい.

y(0) =
1

2

(山口大 2017)　　 (m20174301)

0.641 次式 (1)に関する次の問題 (A)と (B)を解答しなさい.

(y′)2 + (xy − 2x+ y + 1)y′ + xy2 − xy − 2x = 0 · · · · · · (1)

ただし, y′ =
dy

dx
とする.

(A) 式 (1)を 1次の微分方程式の積に因数分解しなさい.

(B) 式 (1)の一般解を求めなさい.

(山口大 2018)　　 (m20184301)

0.642 次の初期値問題について解答しなさい.

(1) 次の微分方程式の一般解を求めなさい.
dy

dx
= y2 − 4

(2) 次の式を満足する上記 (1)で求めた一般解の特殊解を求めなさい.

y(0) = 4

(山口大 2021) 　　 (m20214301)

0.643 次の微分方程式の一般解 y = y(x)を求めよ．

(1) y′′ − 3y′ + 2y = 0

(2) y′′ − 3y′ + 2y = cosx

(3) y′′ − 2y′ + y = 0

(4) y′′ − 2y′ + y = ex

(徳島大 1999)　　 (m19994403)
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0.644 連立微分方程式


dx

dt
= 3x− y

dy

dt
= 4x− 2y

について，次の問に答えよ．

(1) 上の微分方程式を満たす x, yに対して，
d2x

dt2
− dx

dt
− 2x と

d2y

dt2
− dy

dt
− 2y の値を求めよ．

(2) 上の微分方程式の解 x = x(t), y = y(t) で x(0) = 3, y(0) = 6 となるものを求めよ．

(徳島大 2000)　　 (m20004403)

0.645 微分方程式 x2y′ + 2xy = 1 (x > 0) を考える．

(1) すべての解について lim
x→∞

y(x) を求めよ．

(2) y(1) = y(2) となる解 y(x) を求めよ．

(3) (2) で求めた y(x) のグラフを描け．

(徳島大 2001)　　 (m20014403)

0.646 y = y(x)に対する微分方程式 y′′ + y′ − 2y = 0を考える．

(1) 一般解を求めよ．

(2) aを定数として，初期条件 y(0) = 1 , y′(0) = aを満たす解を求めよ．

(3) (2)の解が lim
x→+∞

y(x) = 0となるように，aの値を定めよ．

(徳島大 2003)　　 (m20034403)

0.647 微分方程式 x2 d
2y

dx2
− x

dy

dx
+ y = 4xを考える.

(1) 変数変換 x = et により, x
dy

dx
=

dy

dt
, x2 d

2y

dx2
=

d2y

dt2
− dy

dt
となることを示せ.

(2) 変数変換 x = et により, y = y(t)の方程式に直せ.

(3) 上の変換で得られた方程式の一般解 y = y(t)を求めよ.

(4) もとの微分方程式の一般解 y = y(x)を求めよ.

(徳島大 2004)　　 (m20044403)

0.648 y = y(x)が微分方程式 y′′ + 2y′ + 5y = 0を満たす.次の問に答えよ.

(1) 微分方程式の一般解を求めよ.ただし,最終結果に複素数が現れてはならない.（必要ならオイラー

の公式 eiθ = cos θ + i sin θを用いてもよい.）

(2) 初期条件 y(0) = y′(0) = −e
3
4π を満たす微分方程式の解 y(x)を求めよ.

(3) (2)で求めた y(x)に対し, y

(
3

4
π

)
と lim

x→+∞
y(x)を求めよ.

(徳島大 2005) 　　 (m20054404)

0.649 次の微分方程式の一般解 y = y(x)を求めよ．

(1) y′ + 2y = 1 (2) y′′ + 2y′ + 2y = x

(徳島大 2006) 　　 (m20064403)

0.650 u(x)が次の微分方程式の初期値問題を満たす.

 u′′ + (u′)2 − 3u′ + 2 = 0

u(0) = 0 , u′(0) =
3

2

(1) 定数係数の２階線形同次微分方程式 v′′ − 3v′ + 2v = 0の一般解 v(x)を求めよ.
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(2) u(x) = log y(x)とおいて初期問題の微分方程式に代入し, (1)を用いることにより, 初期問題を

満たす解 u(x)を求めよ.

(徳島大 2007) 　　 (m20074404)

0.651 次の連立微分方程式の一般解 x = x(t), y = y(t)を求めよ.


dx

dt
= x sin t

dy

dt
= x cos t+ y sin t

(徳島大 2008) 　　 (m20084404)

0.652 (1) y′ + 2y = e−x の一般解を求めよ.

(2) y′′ + 3y′ + 2y = e−x の一般解を求めよ.

(徳島大 2009) 　　 (m20094404)

0.653 (1) y′ + xy = 0の一般解を求めよ.

(2) y′ + xy = xの一般解を求めよ.

(3) y′ + xy = xの両辺を xで微分した式を求めよ.

(4) y′′ + xy′ + y = 1の解のうち,初期条件 y(0) = 2, y′(0) = 0を満たすものを求めよ.

(徳島大 2010) 　　 (m20104405)

0.654
dy

dx
− 2x2exy + exy2 = 2x− x4ex に対して, 次の問いに答えよ.

(1) xa が微分方程式の解となるように実数 aを求めよ.

(2) aを (1)で求めたものとする. y = xa + zを微分方程式に代入して, zの満たす微分方程式を求

めよ.

(3) (2)で求めた zの微分方程式を解いて, もとの微分方程式の解 y求めよ.

(徳島大 2011) 　　 (m20114404)

0.655 連立微分方程式
d

dt

(
x1

x2

)
=

(
2 0

cos t 1

)(
x1

x2

)
の一般解を求めよ.

(徳島大 2012) 　　 (m20124404)

0.656 y = y(x)に対する微分方程式 y′′ + x(y′)2 = 0について, 次の問いに答えよ.

(1) p = y′ とおいて, pの満たす微分方程式を求めよ.

(2) (1)で導かれた微分方程式の一般解 p = p(x)を求めよ.

(3) もとの微分方程式の解で, y(0) = 1 , y′(0) = −2を満たす解 yを求めよ.

(徳島大 2012) 　　 (m20124408)

0.657 y = f(x)に対する次の微分方程式を解け.

(1) y′ + 2y = y2 (2) y′′ + 2y = x2

(徳島大 2013) 　　 (m20134404)

0.658 次の微分方程式の初期値問題の解 y0 = y0(x), y1 = y1(x)を求めよ.{
y0

′ = y1 + x,

y1
′ = −2y0 − 3y1,

y0(1) =
1

e
− 1

4
, y1(1) = −1

e
+

1

2
,

(徳島大 2014) 　　 (m20144404)
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0.659 (1) f(x) = log(1 + x2)とする. f ′′(x)を求めよ.

(2) y = y(x)が微分方程式 y′′ − 2y′ + y = 0を満たしている. このとき, u = e−xyとおいて, uが

満たす微分方程式を求めよ. また, この uの微分方程式の一般解を求めよ.

(3) 微分方程式 y′′ − 2y′ + y =
2(1− x2)

(1 + x2)2
ex の一般解を求めよ.

(徳島大 2015)　　 (m20154404)

0.660 x = x(t)が微分方程式
dx

dt
+ 3x = 0を満たす. x(0) = 2 であるとき，次の問いに答えよ.

(1) x(t)を求めよ.

(2) y = y(t)に関する微分方程式
dy

dt
+ y = 3xの一般解を求めよ.

(3) (2)の y(t)に対して, y(0) = y(1)が成り立つとする. このとき, x(1) +

∫ 1

0

y(t)dt = x(0)とな

ることを示せ.

(徳島大 2018)　　 (m20184404)

0.661 次の微分方程式の一般解を求めよ.
dy

dx
= 2xy

(愛媛大 2007) 　　 (m20074617)

0.662 次の各問いに答えよ．

(1) z(t)に関する微分方程式
d2z

dt2
+mz = 0の一般解を求めよ．ただし，mは正定数とする．

(2) 連立微分方程式


d2x

dt2
+ 2x− y = 0

d2y

dt2
− x+ 2y = 0

の解を求めたい．そのため，この微分方程式に一次変換

{
x = x1 + x2

y = ax1 + bx2

を施す．x1 に関する方程式が x2 を含まないように，x2 に関する方程式が

x1 を含まないようにするための a, b の値を求めよ．ただし，a ̸= b とする．

(3) x1, x2 の一般解を用いて，初期条件 t = 0 で，x = 2,
dx

dt
= 0, y = 0,

dy

dt
= 0 のときの解 x, y

を求めよ．

(九州大 1998)　　 (m19984706)

0.663 次の連立微分方程式がある． 
d

dt
x(t) = y(t)− t2 − 4

d

dt
y(t) = −x(t)− t2

ただし，x(1) = −1, y(1) = 1である．

(1) 上の連立微分方程式より y(t)を消去し，x(t)に関する微分方程式を導け．

(2) x(t), y(t)を求めよ．

(九州大 1999)　　 (m19994704)

0.664 連立微分方程式 
dx(t)

dt
= −x(t)

dy(t)

dt
= x(t)− ay(t)

に関して以下の問いに答えよ．ただし，x(0) = 1 , y(0) = 0とし，aは正の定数とする．
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(1) x(t)と y(t)を求めよ．

(2) y(t)を最大にする tの値とその最大値を求めよ．

(九州大 2000)　　 (m20004702)

0.665 x(t) に関する微分方程式
d2x

dt2
+ 20

dx

dt
+ αx = 0 について考える．ただし，α > 0 であると

する．

(1) α = 64 とし，初期条件を t = 0 で x = 1，
dx

dt
= 8 としたときの微分方程式の解を求めよ．

(2) t = 0 で，x = 1，
dx

dt
= −15 であるとする．このとき，常に x(t) > 0 が成り立つような α の範

囲を求めよ．

(九州大 2001)　　 (m20014703)

0.666 yを xの関数，a , bを定数とする．また，微分方程式 y′′ + ay′ + by = f(x)に対する特解を y1とし，

y′′ + ay′ + by = g(x)に対する特解を y2 とする．このとき，

(1) 微分方程式 y′′ + ay′ + by = f(x) + g(x)に対する一つの特解は y1 + y2 となることを示せ．

(2) 微分方程式 y′′ + y′ − 2y = cosx+ e−x に対する一般解を求めよ．

(九州大 2003)　　 (m20034704)

0.667 (1) 次の線形非同次微分方程式
dy

dx
+ P (x)y = Q(x)

の一般解は

y = e−
∫

P (x)dx

(∫
Q(x)e

∫
P (x)dxdx+ c

)
で与えられることを示せ.ただし, P (x), Q(x)は xの連続関数であり, cは任意の定数である.

(2) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

x
dy

dx
− y = x(1 + 2x2)

(3) 適切な変数変換を利用して,次の微分方程式の一般解を求めよ.さらに, x = 1のとき y = 1とな

るような解を求めよ.
dy

dx
− y

2x
=

log x

2x
y3

(九州大 2004)　　 (m20044702)

0.668 次の２階微分方程式について以下の問に答えよ.

y′′ + y′ − 6y = ex

(1) 同次形の微分方程式 y′′ + y′ − 6y = 0の一般解を求めよ.

(2) 微分方程式 y′′ + y′ − 6y = ex を次の初期条件の下に解け.

y(0) = 1 , y′(0) = 1

(九州大 2004)　　 (m20044703)

0.669 (1) 微分方程式
d2y

dx2
− ay = 0を解け．

(2) 区間 [0, ℓ ]での
d2y

dx2
+ a2y = 0の解で

{
y(0) = 0

y(ℓ) = 0
を満たす恒等的に 0でない解を求めよ．

また，aがどのような値のときにそのような解が存在するか答えよ．
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(3) 微分方程式
d2y

dx2
+ a2y = f(x) （ただし，f(x)は既知関数）の一般解を定数変化法により

求めることを考える．

同次形
d2y

dx2
+ a2y = 0の一般解は，y = c1 sin ax+ c2 cos ax · · · 1⃝

であるとし，c1 および c2 を xの関数と考えて方程式の特殊解を求めた結果，一般解が

y =
1

a

{
sin ax

∫
f(x) cos axdx− cos ax

∫
f(x) sin axdx

}
+ c1 sin ax+ c2 cos ax

となることを示せ．

(九州大 2006) 　　 (m20064702)

0.670 次の xに関する微分方程式

x2 d
2y

dx2
− x

dy

dx
− 3y = 0 (i)

について, 以下の設問に答えよ.

(1) x = ez とおくことで
dy

dx
を

dy

dz
と xを用いて表せ. また,

d2y

dx2
を

d2y

dz2
,
dy

dz
, xを用いて表せ.

(2) x = ez とおくことで xに関する微分方程式 (i)を zに関する微分方程式に変換せよ.

(3) xに関する微分方程式 (i)の一般解を求めよ.

(九州大 2007) 　　 (m20074701)

0.671 ωを実数として, y(x), −∞ < x < ∞に関する二階常微分方程式 y′′ +2y′ + y = sinωx を考える.

(1) ω = 0のとき, この微分方程式の一般解を求めよ.

(2) ω ̸= 0のとき, この微分方程式の一般解を求めよ.

(3) 各 ωに対して, x → −∞のとき y(x)が有界にとどまる解はただ一つ存在することを示せ.

(九州大 2007) 　　 (m20074706)

0.672 次の時間 tと位置 xに関する波動方程式 1⃝と環境条件 2⃝を満足する関数 y(x, t)を以下の手順に従っ

て求めよ.

∂2y

∂t2
= c2

∂2y

∂x2
(c > 0) 1⃝ ただし環境条件は y(0, t) = y(L, t) = 0 2⃝

(1) 関数 y(x, t)を位置の関数A(x)と時間の関数B(t)の積として y(x, t) = A(x) ·B(t)と表すと, 次

式が成立することを証明せよ.
1

A(x)

d2A(x)

dx2
=

1

c2B(t)

d2B(t)

dt2
3⃝

(2) 式 3⃝の左辺は位置 x, 右辺は時間 tだけの関数であるので式 3⃝の両辺はある定数に等しい. こ

れを −λとおくと A(x)と B(t)に関する次の 2階の常微分方程式が成立する.

d2A(x)

dx2
+ λA(x) = 0 4⃝ d2B(t)

dt2
+ λc2B(t) = 0 5⃝

λ > 0の場合の A(x)と B(t)の一般解を求めよ.

(3) λ > 0の場合, 式 2⃝の環境条件より

λ =
(nπ
L

)2
n = 1, 2, 3, · · · 6⃝

が成立することを証明せよ.

(九州大 2008) 　　 (m20084702)

0.673 (1) (a) 微分方程式
d2y

dx2
+ ω2y = 0 について, x = 0および x = Lにおいて y = 0となる

解を求めよ. ただし, ω,Lは正の実数である.

111



(b) 微分方程式
d2y

dx2
+2γω

dy

dx
+ω2y = F cosωx について, x = 0において y = 0,

dy

dx
=

0となる解を求めよ. ただし, γ, ω, F は実数であり, ω > 0, 0 < γ < 1である.

(2) (a) 次の微分方程式の一般解を求めよ.
dy

dx
+ y = y2

(b) (a)の解を利用して, 次の微分方程式
dy

dx
+ (2x+ 1)y − y2 = x2 + x+ 1 の一般解

を求めよ.

(九州大 2008) 　　 (m20084706)

0.674 次の問いに答えよ. ただし, D =
d

dt
とする.

(1) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(D2 − 6D + 5)x = 0

(2) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(D2 − 6D + 5)x = e4t

(3) 次の xと yに関する連立微分方程式の一般解を求めよ. (D − 2)x+ y =
1

4
e4t

(4D − 5)x+Dy = 0

(九州大 2009) 　　 (m20094702)

0.675 以下の (1)～(3)の問いに答えよ.ただし, D =
d

dx
を表している.

(1) 次の y(x)に関する微分方程式の一般解を求めよ.

(D − 1)y = x

(2) 次の y(x)に関する微分方程式の境界値問題を解け.(
D2 − 6D + 13

)
y = 0 y(0) = 1, y

(π
4

)
= −1

(3) 次の関数 f(x), g(x)に関する連立微分方程式

(D − 2) f + g = 0

−4f + (D + 3) g = 0

を条件 f(0) = 3, g(0) = 6のもとで解け.

(九州大 2010) 　　 (m20104701)

0.676 関数 y = y(x), z = z(x)のそれぞれについて, xに関する微分を y′, z′ とし, 2階微分を y′′, z′′ とす

る. 以下の問いに答えよ.

(1) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

y′′ + 5y′ + 4y = 0

(2) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

y′′ + 5y′ + 4y = e2x

(3) 次の yと zに関する連立微分方程式の一般解を求めよ.{
y′ + 2y + 2z = −e2x

y + z′ + 3z = 0
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(九州大 2012) 　　 (m20124702)

0.677 以下の問いに答えよ.

(1) 次の y(x)に関する微分方程式の一般解を求めよ. ただし, cは定数である.

dy

dx
= y2 − c2

(2) 次の y(x)に関する微分方程式を, y(0) = 1, y(0.5) = 2eのもとで解け.

d2y

dx2
− 4

dy

dx
+ π2 + 4 = 0

(3) 一定温度 Taに維持されたオープンに鉄球を入れて温めるとき, 時刻 tでの鉄球の温度 T (t)の変

化率は Ta − T (t)に比例する. これを微分方程式の形に定式化し, T (t)を求めよ.

(九州大 2013) 　　 (m20134702)

0.678 (1) 次の定数係数線形常微分方程式について, 以下の問いに答えよ.

d2y

dx2
− 2

dy

dx
+ ay = F (x)

ただし, x, y(x), F (x)は実数である.

(a) F (x) = 0, a = 0のときの一般解を求めよ.

(b) F (x) = 0, a = 1のときの一般解を求めよ.

(c) F (x) = 0, a = 2のときの一般解を求めよ.

(d) F (x) = e2x, a = 1とする. 初期条件 y(0) = 1,
dy

dx
(0) = 0を満足する解を求めよ.

(2) 常微分方程式

y
dy

dx
= −4(x− 1) , y(1) = 2

の解が描く曲線を xy平面上に図示せよ.

(九州大 2014) 　　 (m20144702)

0.679 (1) 次の y(x)に関する微分方程式の一般解を求めよ.

d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 4y = 0

(2) 次の y(x)に関する微分方程式の一般解を求めよ.

d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 4y = e3x

(3) 次の y(x)に関する微分方程式の一般解を求めよ.

x2 d
2y

dx2
− 4

dy

dx
+ 6y = 0

(九州大 2015)　　 (m20154702)

0.680 (1) 次の y(x)に関する微分方程式について, 以下の問いに答えよ.

d2y

dx2
+ 2

dy

dx
+ 3y = f(x)

(a) f(x) = 0のときの一般解を求めよ.

(b) f(x) = sinxのときの一般解を求めよ.
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(2) 次の y(x)に関する微分方程式を, y(1) = 1のもとで解け.

dy

dx
= − y

2y + x

(九州大 2016)　　 (m20164702)

0.681 次の微分方程式を解け.

(1) x2y′ = (2x+ y)(x+ y) (2) y′′ sinx+ y′ cosx = 0 (3) y′′ + y = sinx

(九州大 2017)　　 (m20174706)

0.682 (1) 次の y(x)に関する微分方程式を初期条件 y(0) = 2, y′(0) = 0のもとで解け.

y′′ + 4y′ + 20y = 0

(2) 次の y(x)に関する微分方程式の一般解を求めよ.

y′′ + 2y′ + y = 50 sinx cosx

(3) 次の完全微分形の方程式について, 一般解を求めよ.

(4x3 − 6xy)dx+ (8y − 3x2)dy = 0

(九州大 2018)　　 (m20184701)

0.683 tの関数 yに対して, y′′′ =
d3y

dt3
, y′′ =

d2y

dt2
, y′ =

dy

dt
とおく. 以下の問いに答えよ.

(1) A, B を実定数とする. y = A cos t+B sin tが次の微分方程式

y′′′ − y′′ + 4y′ − 4y = cos t · · · (Q1)

を満たすように A, B を定めよ.

(2) 微分方程式 (Q1)の一般解を求めよ.

(3) 次の微分方程式に対して z =
1

y
とおいて zに関する微分方程式を導出せよ.

y′ − 1

2
y = −y2 · · · (Q2)

(4) 微分方程式 (Q2)の一般解を求めよ.

(九州大 2019)　　 (m20194702)

0.684 (1) 次の y(x)に関する微分方程式の一般解を求めよ.

y′′ − y′ − 2y = e2x

(2) 次の y(x)および z(x)に関する連立微分方程式の一般解を求めよ.

y′ − 2y − z = ex , y′ − 6y + z′ = 0

(3) 次の y(x)に関する微分方程式の一般解を求めよ.(
y′

y2

)′

− 1

y
= 0

(九州大 2020)　　 (m20204705)
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0.685 (1) 次の y(x)に関する微分方程式の一般解を求めよ.

y′′ − 2y′ + 5y = sin 2x

(2) 次の y(x)に関する微分方程式の一般解を求めよ.

y′′ + 2y′ − 3y = e−3x

(3) 次の y(x)に関する微分方程式の一般解を求めよ.(
y′

y3

)′

− 4y′

y3
− 2

y2
= 0

(九州大 2021) 　　 (m20214702)

0.686 (1) 式 1⃝を xで微分せよ.

f(x) = 2x+ 3 +

∫ x

0

f(t)dt · · · 1⃝

(2) 式 1⃝を満たす f(x)を求めよ.

(3) a, bを実定数として, 式 2⃝の微分方程式

x2 d
2y

dx2
+ ax

dy

dx
+ by = 0 · · · 2⃝

は x = et とおくことにより式 3⃝になることを示せ.
d2y

dt2
+ (a− 1)

dy

dt
+ by = 0 · · · 3⃝

(4) 式 4⃝の微分方程式の一般解 yを xの関数として求めよ.

x2 d
2y

dx2
+ 6x

dy

dx
+ 6y = 0 · · · 4⃝

(九州大 2022) 　　 (m20224701)

0.687 微分方程式 xy + y ′= 0を解け．

（九州芸術工科大 2000）　　 (m20004804)

0.688 (1) x2 log x を積分せよ.

(2) 微分方程式 x2y′ + y2 = 0 を解け.

(九州芸術工科大 2005) 　　 (m20054806)

0.689 次の微分方程式を解きなさい．

(1)
dy

dx
− 2x = 3ex (2)

dy

dx
=

y2

x2

（佐賀大 1999）　　 (m19994906)

0.690 以下の常微分方程式を解きなさい．

(1)
dy

dx
= x2y2 (2)

dy

dx
− 2y = 3e5x

（佐賀大 2001）　　 (m20014905)

0.691 次の微分方程式を解け．
dy

dx
=

x− y

x+ y

(佐賀大 2003)　　 (m20034921)

0.692 以下の微分方程式を解き，一般解を求めなさい．

(1) (1− x)y + (1− y)x(dy/dx) = 0 (2) dy/dx− 3y = e−x

(佐賀大 2003)　　 (m20034922)
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0.693 次の微分方程式を解け．

(1)
dy

dx
= y2 − 4 (2) y2 + (x2 − xy)

dy

dx
= 0

(佐賀大 2003)　　 (m20034923)

0.694 次の微分方程式の特殊解を（　）内の形で求め,さらに一般解を求めよ.

y′′ + 2y′ + y = e−x ( y = Ax2e−x )

(佐賀大 2004)　　 (m20044922)

0.695 直線上を運動する質点が,原点から変位に比例する力で引っ張られるとき,運動方程式はどのように表

せるか,また時刻 t = 0において,原点を速度 v0で正の向きに物体が通過したとするとき,任意の時刻

tにおける質点の位置を求めよ.

(佐賀大 2004)　　 (m20044923)

0.696 次の微分方程式を解け.

y′′(x) + 2ay′(x) + y(x) = 0 (aは正の定数とする)

（ aの値によって場合分けすること）

(佐賀大 2004)　　 (m20044924)

0.697 ある年 tの人口N の増加率 dN/dtは,次の (i)(ii)の２ケースがそれぞれ成り立つものと仮定する.

(i)その年 tの人口N に比例する. (ii)人口の上限をNmax とするとN(1−N/Nmax)に比例する.

各ケースともに,その比例定数を k , また基準となる年を t = 0とし,その時の人口をN0 とする.

２ケース (i)(ii)の場合の微分方程式を立て,人口と時間（年）の関係をそれぞれ求めよ.

(佐賀大 2004)　　 (m20044925)

0.698 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) x2y′(x) + y(x)2 = 0

(2) y′′(x) + 4y(x) = 0

(佐賀大 2005) 　　 (m20054912)

0.699 微分方程式

xy′ + y = x log x (x > 0)

を解け. ただし, 解は陽形式 y = f(x)の形で求めること.

(佐賀大 2005) 　　 (m20054917)

0.700 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

(1) − dy

dx
= 3y (2) − dy

dx
= 5y − 2e−2x

(佐賀大 2005) 　　 (m20054923)

0.701 微分方程式 m
d2x

dt2
+ r

dx

dt
+ kx = 0 を条件 r2 − 4mk = 0 および 初期条件 (t = 0)

x = −1 ,
dx

dt
= 1 のもとで解け.

(佐賀大 2005) 　　 (m20054927)

0.702 以下の各問に答えよ.
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(1) 極限値 lim
x→0

ex − x− 1

x2
を求めよ.

(2)

∫ a

−a

√
a2 − x2 dx (a > 0)を計算せよ.

(3) 微分方程式
d2y

dx2
+ y = −30 sin 4xの一般解を求めよ.

(4) y = 2Cx− C2 が解となるような微分方程式を作れ.ただし, C は任意の定数とする.

(佐賀大 2005) 　　 (m20054933)

0.703 ニュートンの冷却法則によれば,室温X◦Cの室内にある物体の時間 tにおける温度を x◦Cとすれば,冷

却速度
dx

dt
は,温度差 x−X に比例する.

いま,入れたときに 73◦C だったコーヒーが 30分後には 37◦C になったとする.入れてから 1時間後

にはコーヒーは何 ◦C になっているか.なお,室温は常時 25◦C であるとする.

(佐賀大 2005) 　　 (m20054936)

0.704 次の微分方程式の一般解を求めなさい．

(1) (dy/dx) + xy2 = 0 (2) (dy/dx) + y = x

(佐賀大 2006) 　　 (m20064927)

0.705 次の微分方程式を解け．ただし，y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
である．

(1) y′′ − 4y′ − 12y = 0 (2) y′′ − 4y′ − 12y = 12x− 8 (3)
dy

dx
+ y = y2(cosx− sinx)

(佐賀大 2006) 　　 (m20064931)

0.706 (1) 微分方程式
dy

dx
=

x+ y

x− y
の一般解を求めよ。

(2) 微分方程式
d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 13y = 0 の一般解を求めよ。

(佐賀大 2006) 　　 (m20064941)

0.707 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) x
dy

dx
+ y = x3y3 (2) y′′ − 2y′ + 10y = 0 (3) y′′ − 2y′ + 10y = 2 cos 2x+ 10 sin 2x

(佐賀大 2007) 　　 (m20074918)

0.708 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
= 2x(1− y) (2)

d2y

dt2
− 2

dy

dt
− 3t = 5 sin t

(佐賀大 2007) 　　 (m20074927)

0.709 次の微分方程式を解け. ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

dy′

dx
とする.

(1) y′′ = ax (2) y′′ + 2y′ + y = e−x cosx

(佐賀大 2008) 　　 (m20084903)

0.710 次の微分方程式を解け. ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする.

(1) y′′ = e3x

(2) y′′ + 3y′ + 2y = e2x

(佐賀大 2009) 　　 (m20094912)
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0.711 天井からバネが吊り下げられ（バネの一方の先は天井に固定されている）, 質量mのおもりがバネの

もう一方の先についている. おもりがつり合った位置から距離 y（下の方向が正）にあるとき, −ky

の力をうけ, さらに摩擦の力 −c
dy

dt
をうけて運動の方程式

m
d2y

dt2
= −ky − c

dy

dt

が成り立っている（ただし, 4mk − c2 > 0）. このとき yは tの関数として

y = eAt(cosBt+ sinBt)

のかたちに書ける. ただし. A,B は定数で B > 0. このときの Aと B を求めよ.

(佐賀大 2009) 　　 (m20094913)

0.712 (1) 微分方程式
dx

dy
= 2x(1− y)の一般解を求めよ.

(2) 微分方程式
d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 2y = 8xの一般解を求めよ.

(佐賀大 2009) 　　 (m20094928)

0.713 次の微分方程式

m
d2x

dt2
+ r

dx

dt
+ kx = 0

を条件

m > 0, r > 0, k > 0, r2 − 4mk > 0

および初期条件 (t = 0)

x = 0 ,
dx

dt
= 1

のもとで解け.

(佐賀大 2010) 　　 (m20104915)

0.714 時刻 tにおける, ある放射性元素の量を yとすれば次式が成り立つ.

dy

dt
= −λy （λは正の定数）

t = 0のとき y = y0として, この放射性元素の半減期（ y = y0/2になるまでの時間 ）を求めなさい.

(佐賀大 2011) 　　 (m20114904)

0.715 つぎの微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
− y = e−x (2)

d2y

dx2
− 2

dy

dx
− 3y = x

(佐賀大 2011) 　　 (m20114908)

0.716 次の微分方程式を解きなさい. ただし, aは定数であり, x = x0 のとき y = y0 とする.

dy

dx
=

ay

x2

(佐賀大 2012) 　　 (m20124910)

0.717 距離 xと時間 tに関する関数 J(x, t)が距離 xに関する関数X(x), 時間 tに関する関数 T (t)を用いて

J(x, t) = X(x)T (t)

で表される場合を想定する. いま, これらの関数が次の微分方程式を満たすものとする.

T (t)
d2X(x)

dx2
−X(x)

1

c2
d2T (t)

dt2
= 0
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時刻 t = 0において J(x, 0)が

J(x, 0) = cos 3x

で与えられた場合, 任意の時刻 t > 0における J(x, t)を求めよ.

(佐賀大 2013) 　　 (m20134904)

0.718 微分方程式
d2y

dx2
+ 4y = −3 sinxの一般解を求めよ.

(佐賀大 2013) 　　 (m20134923)

0.719 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

(1)
dy

dx
= 2xy (2)

dy

dx
= −2x+ xy2

2y + x2y

(佐賀大 2013) 　　 (m20134926)

0.720 f(t) = Ae−λt sin(ωt+ θ)が解となるような, tを独立変数とする f の 2階微分方程式を一つ書け. こ

こで A, λ, ω, θは定数とする.

(佐賀大 2014) 　　 (m20144902)

0.721 いま N 人からなるコミュニティの中で, 流行が伝播する状況を考える. 時刻 tにおいて, 流行に染

まった人数を x(t)人とする. このときまだ流行に染まっていない一人の人に対する影響力を, 係数

aを用いて ax(t)と表現する. さらにコミュニティ全体で考えたとき, 影響力の大きさは,　流行に染

まっていない人数N − x(t)に比例する. これを微分方程式で表現すると次のとおりである. 以下の

微分方程式を満たす関数 x(t)を求めよ.

dx

dt
= ax(N − x)

ただし t = 0のとき, x = 1である.

(佐賀大 2014) 　　 (m20144912)

0.722 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

(1)
dy

dx
=

x2

2y
(2) x

dy

dx
= y(1 + xy)

(佐賀大 2015)　　 (m20154908)

0.723 ある町の人口 xの増加率が, 各時刻 tでの人口 xに比例し, さらに, 人口の飽和数を Aとして, 各時

点での人口との差 A− xにも比例するものとする. 以下の問いに答えよ.

(1) 人口 xを微分方程式で表せ.

(2) 上記の微分方程式を解け. ただし, 人口の初期値を x0 とする.

(佐賀大 2015)　　 (m20154920)

0.724 次の微分方程式を解きなさい.

(1) x
dy

dx
= y2 − 1 (2)

dy

dx
=

2xy

x2 − y2

(佐賀大 2016)　　 (m20164910)

0.725 次の微分方程式を解け. ただし eは自然対数の底である.

(1) y′′ + 3y′ + 2y = 2e2x (2) 4x− 3y + 2 = (2x− y − 1)y′

(佐賀大 2016)　　 (m20164914)

0.726 u =
y

x
と置くことによって, 次の 1階微分方程式の一般解を求めよ. 　

dy

dx
=

x2 + 2y2

2xy

(佐賀大 2016)　　 (m20164916)
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0.727 次の微分方程式を解け.
dy

dx
+

y

x
= −x3y3

(佐賀大 2016)　　 (m20164924)

0.728 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

(1) x
dy

dx
= y2 − 1 (2) (x2 − y2)dy = 2xydx

(佐賀大 2016)　　 (m20164933)

0.729 大気中に置かれた物体が冷却する速さは, その物体の温度と周囲の温度の差に比例する. 次の設問に

答えなさい.

(1) 周囲温度（一定）を θat, 比例定数を kとおき, 時刻 tにおける物体の温度 θを表す微分方程式

を答えなさい.

(2) θの一般解を答えなさい.

(3) 初期条件 t = 0のとき θ = θ0 として, θの特殊解を答えなさい.

(4) lim
t→∞

θを答えなさい.

(佐賀大 2016)　　 (m20164934)

0.730 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
+

y

x
= sin 2x (2)

d2y

dx2
+

dy

dx
− 6y = e−3x

(佐賀大 2017)　　 (m20174903)

0.731 次の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
+ y tanx = sin 2x (2)

dy

dx
= x

(
1 + y2

)
(佐賀大 2017)　　 (m20174910)

0.732 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

(1)
d2y

dx2
+ 6x = 0 (2)

dy

dx
=

x− y + 3

x− y

(佐賀大 2017)　　 (m20174914)

0.733 ある反応の反応速度が反応物の濃度 C の二乗に比例し, 比例定数は kであった. 以下の問いに答え

なさい.

(1) 時間を tとして, C の時間変化を表す微分方程式を答えなさい.

(2) C の一般解を答えなさい.

(3) 初期条件 t = 0のとき C = C0 として, C の特殊解を答えなさい.

(4) C = (1/2)C0 となる時間 t1/2 を答えなさい.

(佐賀大 2017)　　 (m20174915)

0.734 (1) 微分方程式 y′ = − y

x2
の一般解を求めなさい.

(2) 微分方程式 2y′′ + y′ − y = 5x− 3の一般解を求めなさい.

(佐賀大 2018)　　 (m20184907)

0.735 ある物質の質量m(t)は, 時刻 tの関数として微分方程式

dm

dt
= −km+ 1 (kは正の定数)

にしたがって変化するとする.
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(1) この微分方程式の一般解を求めなさい.

(2) 十分時間が経ったとき, m(t)は, 定数 aに近づく. 定数 aを求めなさい.

(3) m(t)についてm(0) ̸= aで

|m(0)− a| = 8|m(4)− a|
が成り立つときの kの値を求めなさい.

(佐賀大 2018)　　 (m20184908)

0.736 次の微分方程式について, 括弧内の条件を満たす解を求めよ.

(1)
dx

dt
=

4x

t
( t = 1のとき x = 3 )

(2)
d2x

dt2
− 3

dx

dt
+ 2x = 0 ( t = 0のとき x = 3かつ

dx

dt
= 4 )

(佐賀大 2018)　　 (m20184912)

0.737 次の微分方程式を解きなさい.

(1) 2x
dy

dx
= y (2)

dy

dx
=

y2

x2 + xy

(佐賀大 2018)　　 (m20184925)

0.738 図に示すように, 滑らかな台の上にのせた, 軽い容器の中にバネ定数 kの軽いバネで両側から支えら

れた質量mのおもりの運動を考える. なお, 「軽い」とは質量ゼロを意味し, おもりと容器, 容器と

台の間の摩擦は無いものとする. いま, 容器に対して f(t) = sinωtの外力が加えられたときの, おも

りの中心位置 x(t)を導出せよ. ただし, t = 0において x = 0,
dx

dt
= 1とする.

x

f(t)m kk

(佐賀大 2018)　　 (m20184929)

0.739 次の常微分方程式の一般解を求めよ.

(1) 2
d2y

dx2
− 7

dy

dx
+ 3y = 0

(2)
d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 20y = 0

(3)
d2y

dx2
− dy

dx
− 2y = 2

(佐賀大 2021) 　　 (m20214903)

0.740 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

dy

dx
=

y + 2

x+ 2

(佐賀大 2021) 　　 (m20214909)

0.741 ある反応の反応速度が反応物Aの濃度 [A]に比例した. 比例定数の絶対値が kで表されるとして, 以

下の問いに答えなさい.

(1) 時間を tとして, [A]の時間変化を表す微分方程式を答えなさい.

(2) [A]の一般解を答えなさい.

(3) 初期条件 t = 0のとき [A] = C0 として, [A]の特殊解を答えなさい.
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(4) [A] = (1/2)C0 となる時間 t1/2 を答えなさい.

(佐賀大 2021) 　　 (m20214910)

0.742 (1) 次の微分方程式を解け.
dy

dx
= (1− y)y

ただし, t = 0のとき y = y0 とする.

(2) y0 = 0.5の場合において, tが−10から 10まで変化すると時の yの変化の概略をグラフにせよ.

(佐賀大 2021) 　　 (m20214914)

0.743 以下の微分方程式の一般項を求めなさい.

(1) x
dy

dx
= y +

√
x2 + y2

(2)
d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 3y = 2e2x

(佐賀大 2021) 　　 (m20214927)

0.744 (1) つぎの関係式

y = Ce−x2

について, C = 0, C = 1, C = −1 が与えられた時の曲線をプロットせよ.

(2) さらに C がいかなる実数であっても, それらの曲線群が共通に満たす微分方程式を導け. なお

xは実数である.

(佐賀大 2022) 　　 (m20224904)

0.745 次の常微分方程式を解け.

d2y

dx2
− 8

dy

dx
+ 15y = 0 , y(0) = 1 ,

dy

dx
(0) = 7

(佐賀大 2022) 　　 (m20224909)

0.746 次の微分方程式の一般解を求めなさい. 必要な計算過程も記すこと.

(1) x
dy

dx
= y2 − y (2) 2xy

dy

dx
= y2 − x2

(佐賀大 2022) 　　 (m20224922)

0.747 水中の砂糖は, そのとき残っている量に比例する速度で溶解する. 50gの砂糖が 15gに減るのに 3時間

かかるとすれば, 砂糖の 20％が溶解するのには何時間かかるか答えなさい. 必要ならば log(5),
√
3

等の表記を用いて解答してよい. ただし, 必要な計算過程を記すこと.

(佐賀大 2022) 　　 (m20224923)

0.748 次の微分方程式の一般解を求めなさい. 答えだけでなく途中経過も記載すること.

(1) x cos
y

x

dy

dx
= y cos

y

x
− x (2)

d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 2y = ex + cosx

(佐賀大 2022) 　　 (m20224930)

0.749 次の微分方程式が与えられているとき,設問 (1)から (3)に答えよ.

y′′(x) + 4y′(x) + 7y(x) = Q(x) (i)

(1) 上の (i)式において Q(x) = 0とする. 初期条件 y(0) = 0 , y′(0) = −3 が与えられているとき,

微分方程式の解 y(x)を求めよ.

(2) 上の (i)式において Q(x) = 3e−5x のとき,微分方程式の解を少なくとも一つ求めよ.
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(3) 次に, Q(x) が具体的に与えられていない場合を考える. (i) 式の解の１つを y1(x) とすると

き, y2(x) = 5y1(x) は必ず,微分方程式

y′′(x) + 4y′(x) + 7y(x) = 5Q(x) (ii)

の解であるか.理由を述べて説明せよ.

(長崎大 2004)　　 (m20045008)

0.750 微分方程式 (y′)2 = x を解け.

(長崎大 2004)　　 (m20045009)

0.751 以下の問に答えよ.ただし, y′ =
dy

dx
とする.

(1) 微分方程式 y′ − y = 0 を解け.

(2) 初期条件 y(0) = 1を満たす微分方程式 y′ − y = e2x の解を求め,この解のグラフを描け.

(長崎大 2005) 　　 (m20055012)

0.752 次の微分方程式の一般解を求めよ.

d2y

dx2
+ y = 0

(長崎大 2005) 　　 (m20055023)

0.753 次の微分方程式を解け, ここで, y′ =
dy

dx
とする.

(1) y′ + y = 0 (2) y′ + y = (x+ 1)2

(3) 初期条件 y(0) = 0（ x = 0のとき y = 0）を満たす y′ + y = (x+ 1)2 の解を求めよ.

(長崎大 2007) 　　 (m20075006)

0.754 次の微分方程式を解け.

(1) y′ = tanx cot y (2) x(x− y)y′ + y2 = 0

(長崎大 2007) 　　 (m20075010)

0.755 次の微分方程式を解け. ここで, y′ =
dy

dx
とする.

(1) y′′ + 16y = 0 (2) y′′ + 16y = 17ex

(3) 初期条件 y(0) = 6, y′(0) = −2, (x = 0のとき y = 6, y′ = −2)を満たす y′′ + 16y = 17ex の解

を求めよ.

(長崎大 2008) 　　 (m20085006)

0.756 次の微分方程式を解け.
dy

dx
= x+ y + 1 (長崎大 2008) 　　 (m20085012)

0.757 次の微分方程式の解を求めよ.

(1)
dy

dx
= ax ただし, x = x0 で y = y0 とする.

(2)
dy

dx
= ay ただし, x = x0 で y = y0 とする.

(長崎大 2009) 　　 (m20095005)

0.758 次の微分方程式を解け. ここで, y′ =
dy

dx
とする.
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(1) y′′ + 4y = 0

(2) y′′ + 4y = sin 3x

(3) 初期条件 y(0) = 0, y′(0) = 1.4 （x = 0のとき y = 0, y′ = 1.4）を満たす y′′ + 4y = sin 3xの

解を求めよ.

(長崎大 2009) 　　 (m20095009)

0.759 (1) 微分方程式 y′′ + 2y′ − 35y = 0の一般解を求めよ.

なお, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする.

(2) 微分方程式 y′′ + 2y′ − 35y = 12e5x + 37 sin 5xの特殊解を求めよ.

(3) 微分方程式 y′′ + 2y′ − 35y = 12e5x + 37 sin 5xの一般解を求めよ.

(長崎大 2009) 　　 (m20095013)

0.760 つぎの微分方程式を解け.ここで, y′ =
dy

dx
とする.

(1) y′ + 3y = 0

(2) y′ + 3y = sinx

(長崎大 2010) 　　 (m20105015)

0.761 以下の問いに答えよ.

(1) 微分方程式 y′′ + y = 0の一般解を求めよ, なお, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする.

(2) 微分方程式 y′′ + y = 6 sinxの特殊解を求めよ,

(3) 微分方程式 y′′ + y = 6 sinxの一般解を求めよ,

(長崎大 2011) 　　 (m20115012)

0.762 微分方程式 y′ + 4y2 = 1を解け. 答えを求める過程も記述すること.

(長崎大 2011) 　　 (m20115016)

0.763 次の微分方程式の解を求めよ.
d2y

dx2
+

dy

dx
− 2y = x

(長崎大 2011) 　　 (m20115020)

0.764 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

d2x(t)

dt2
+m2x(t) = 0 ,　　 (m > 0)

(大分大 2004)　　 (m20045102)

0.765 W を荷重, ρを密度, gを重力の加速度, A(x)を面積とするとき,ある工学の問題において次式を満足

する A(x)を求めることが必要になる.次の問に答えなさい.ただし, W ,ρおよび gは一定とする.

σ0A(x) = W +

∫ x

0

ρgA(t)dt , A0 = A(0) > 0 , σ0 =
W

A(0)

(1) 上式の両辺を xで微分した式を求めなさい.

(2) (1)で得られた式を解いて, A(x)を求めなさい.

(大分大 2004)　　 (m20045103)
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0.766 次の一階常微分方程式の解の公式を求めなさい.

(1)
dy

dx
+ P (x)y = 0 (2)

dy

dx
+ P (x)y = Q(x)

(大分大 2005) 　　 (m20055101)

0.767 次の微分方程式を解きなさい.

dy

dx
− y = ex

(大分大 2009) 　　 (m20095102)

0.768 次の微分方程式を解きなさい.
d2y

dx2
+ 9y = sin(3x+ 5)

(大分大 2011) 　　 (m20115105)

0.769
dy

dx
= −x

y
の一般解を求めよ.

(熊本大 2020)　　 (m20205201)

0.770 (1) 次の微分方程式の解 y(t)を求めなさい. ただし, t = 0での初期値を y(0) = 1とする.

dy(t)

dt
+ y(t) = 0

(2) 次の微分方程式について, 特定方程式（補助方程式）を求めなさい.

d2y(t)

dt2
+ 3

dy(t)

dt
+ 2y(t) = 0

(3) (2)の結果を利用して y(t)の一般解を求めなさい. ただし, 任意定数を C1, C2 とする.

(4) (3)の結果を利用して, 次の微分方程式の解 y(t)を求めなさい.

ただし, t = 0での初期値を y(0) = 1,
dy(t)

dt

∣∣∣∣
t=0

= 3とする.

d2y(t)

dt2
+ 3

dy(t)

dt
+ 2y(t) = 2

(熊本大 2020)　　 (m20205204)

0.771
dy

dx
= y(1 + x)の一般解を求めよ.

(熊本大 2021) 　　 (m20215203)

0.772 (1) 次の微分方程式の一般解を求めよ．
dx

dt
+ t2x = 0

(2) 次の微分方程式を解け．
dx

dt
+ t2x = t2 , x(0) = a

(宮崎大 2001)　　 (m20015304)

0.773 次の各問に答えよ.

(1) 次の微分方程式の一般解を求めよ.
dy

dx
+ 2xy = 0

(2) 次の微分方程式を解け.
dy

dx
+ 2xy = xe−x2

, y(0) = 1

(宮崎大 2004)　　 (m20045304)
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0.774 次の連立微分方程式は,騎馬数 100騎の X チームと騎馬数 60騎の Y チームが,騎馬戦を行ったとき

の双方の騎馬数の変化を,「自軍の騎馬数の減少速度はその時点での敵の騎馬数に比例し,その比例定

数は 1/10である」との仮定のもとでモデル化したものである.
dx

dt
= − 1

10
y , x(0) = 100 ,

dy

dt
= − 1

10
x , y(0) = 60 ,

ここで, x = x(t),および y = y(t)は,それぞれX チーム,および Y チームの時刻 t ≥ 0における騎馬

数を表す. 以下の問に答えよ.

(1) 上の連立微分方程式を解け.

(2) Y チームが全滅したときに生き残っているX チームの騎馬数を求めよ.

(宮崎大 2005) 　　 (m20055305)

0.775 (1) 次の微分方程式の一般解を求めよ． (x+ 1)
dy

dx
+ y = 0

(2) 次の微分方程式の一般解を求めよ． (x+ 1)
dy

dx
+ y = (x+ 1) sinx

(宮崎大 2006) 　　 (m20065305)

0.776 次の微分方程式を解け. 　
dx

dt
+ x+ sin t = 0　 (宮崎大 2007) 　　 (m20075305)

0.777 (1) 次の微分方程式を, y(0) = 2,
dy

dx
(0) = 6という条件の下で解け.

d2y

dx2
− 3

dy

dx
+ 2y = 0

(2) 次の微分方程式の一般解を求めよ.
dy

dx
=

xy

x2 + y2

(宮崎大 2008) 　　 (m20085304)

0.778 (1) 次の微分方程式の一般解 y = y(x)を求めよ.

d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 2y = 0

(2) 次の微分方程式の一般解 y = y(x)を求めよ.

d2y

dx2
+ 3

dy

dx
+ 2y = cosx

(宮崎大 2009) 　　 (m20095305)

0.779 (1) 次の微分方程式の一般解 y = y(x)を求めよ.
dy

dx
+ y = x

(2) 次の微分方程式を, y(0) =
dy

dx
(0) = 0という条件のもとで解け.

d2y

dx2
+ y = x

(宮崎大 2010) 　　 (m20105305)

0.780 変数 tの関数 x = x(t), y = y(t)が次の連立微分方程式の初期値問題を満たしているとする.

(∗) · · · · · ·


dx

dt
= 2x− y

dy

dt
= x+ 2y

x(0) = 1 , y(0) = 0

このとき, 次の各問に答えよ.
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(1) 新しい関数 r = r(t)と θ = θ(t)を用いて, 関数 x, y を x = r cos θ, y = r sin θ, とおく（ただ

し, r > 0）. このとき, r, θはそれぞれ

dr

dt
= 2r ,

dθ

dt
= 1

を満たすことを示せ.

(2) 連立微分方程式の初期値問題 (∗)を解け.

(宮崎大 2011) 　　 (m20115305)

0.781 次の微分方程式の一般解 y = y(x)を求めよ.

x tan
y

x
− y + x

dy

dx
= 0

(宮崎大 2012) 　　 (m20125305)

0.782 次の各問に答えよ.

(1) 次の微分方程式の一般解を求めよ.
dy

dx
− y = x

(2) 次の微分方程式を, y(0) = 1,
dy

dx
(0) = −1という条件の下で解け.

d2y

dx2
− dy

dx
− 6y = 0

(宮崎大 2013) 　　 (m20135302)

0.783 次の微分方程式の一般解を求めよ

d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 3y = 0

d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 3y = 2e2x

(宮崎大 2014) 　　 (m20145301)

0.784 y = y(x)に関する微分方程式
dy

dx
=

x+ 3y

3x− y
· · · · · · (∗)

について, 次の各問に答えよ.

(1) y = xuとおいて, (∗)を u = u(x)についての微分方程式に書き直せ.

(2) (∗)の一般解を求めよ. ただし,

∫
1

1 + u2
du = tan−1 u+C （C は積分定数）を用いてもよい.

(宮崎大 2015)　　 (m20155305)

0.785 次の微分方程式の一般解 y = y(x)を求めよ

(1)
d2y

dx2
+ 5

dy

dx
+ 6y = 0 (2)

dy

dx
− 2y = e3x

(宮崎大 2016)　　 (m20165304)

0.786 微分方程式
dy

dx
= 2xyの一般解 y = y(x)を求めよ.

(宮崎大 2017)　　 (m20175303)

0.787 次の微分方程式を, y(0) = 2,
dy

dx
(0) = −2という条件の下で解け.

d2y

dx2
+ 2

dy

dx
− 3y = 0

(宮崎大 2018)　　 (m20185301)
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0.788 (1) 微分方程式
dy

dx
+ y sinx = 0の一般解 y = y(x)を求めよ.

(2) 関数 y = a cosx + bが微分方程式
dy

dx
+ y sinx = sin 2xの特殊解となるように, 定数 a, bの値

を定めよ.

(3) 微分方程式
dy

dx
+ y sinx = sin 2xを, y(0) = 5という条件の下で解け.

(宮崎大 2019)　　 (m20195305)

0.789 次の微分方程式の一般解 y = y(x)を求めよ.

(1)
d2y

dx2
+ 7

dy

dx
+ 12y = 0 (2)

d2y

dx2
+ 7

dy

dx
+ 12y = e−2x

(宮崎大 2020)　　 (m20205303)

0.790 次の微分方程式の一般解 y = y(x)を求めよ.

(1)
d2y

dx2
− dy

dx
− 2y = 0 (2)

d2y

dx2
− dy

dx
+ y = 0

(宮崎大 2021) 　　 (m20215301)

0.791 次の連立の微分方程式について, y(0) = 1, z(0) = 0という条件の下での解 y = y(x), z = z(x)を求

めよ. 
dy

dx
= −y

dz

dx
= y − 2z

(宮崎大 2022) 　　 (m20225305)

0.792 微分方程式に関する以下の問に答えよ.

(1) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(a) ydy = 3(x2y2 + xy2)dx

(b) yey−xdy = dx

(2) 次の微分方程式が,右に示す解をもつことを示せ.ただし, a, bは任意の定数とする.

y′′ + 4y′ + 8y = 0 : y = ae−2x cos 2x+ be−2x sin 2x

(鹿児島大 2005) 　　 (m20055402)

0.793 次の微分方程式の解を求めなさい.ここで,初期条件は, x = 0のとき y = 0, y′ = 0を満たすものと

する.

y′′ − 2y′ − 3y = 4

(鹿児島大 2005) 　　 (m20055407)

0.794 微分方程式に関する以下の問に答えよ．

(1) 次の微分方程式の一般解を求めよ．

(a) 2xdx− dy = x(xdy − 2ydx) (b) (y2 + cosx)dx+ (2xy − sin y)dy = 0

(2) 次の微分方程式の完全解を求めよ．

y′′ + 4y′ + 4y = xe−2x

(鹿児島大 2006) 　　 (m20065402)

0.795
dy

dx
=

y + 1

x+ 1
を解け．

(鹿児島大 2006) 　　 (m20065416)
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0.796 (1) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(a)
(
x2 + 2xy

)
dx+ xydy = 0 (b)

(
xy2 + sinx

)
dx+

(
x2y + cos y

)
dy = 0

(2) 次の微分方程式の完全解を求めよ.

y′′ + 4y′ + 3y = 3e−x

(鹿児島大 2007) 　　 (m20075402)

0.797 (1) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(a) (xy + 2x− 3y − 6)dx+ dy = 0 (b) (x2y + cosx)dx+ (x3/3 + sin y)dy = 0

(2) 次の微分方程式の完全解を求めよ. y′′ + 2y′ + 2y = 4 sinx

(鹿児島大 2008) 　　 (m20085402)

0.798 次の微分方程式の初期値問題を解け.

y′′(x)− 4y′(x) + 3y(x) = 0, y(0) = −1, y′(0) = −5 ここで, y′′(x) =
d2y(x)

dx2
, y′(x) =

dy(x)

dx

(鹿児島大 2008) 　　 (m20085412)

0.799 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) y′ = (2x+ y − 5)2 + 3(2x+ y − 5) （ヒント）z = 2x+ y − 5の変換を試みよ.

(2) (x2y − xy2 + x2)dx+ (x3/3− x2y + y2)dy = 0

(3) y′′ + 4y′ + 5y = 0

(鹿児島大 2009) 　　 (m20095402)

0.800 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) 5xy2dy + 2(x3 − 3x)ydx = 0

(2) (xy + sinx · cos y)dx+ (x2/2 + cosx · sin y)dy = 0

(3) y′′ + 2y′ + y = 0

(鹿児島大 2009) 　　 (m20095414)

0.801 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) 2xydx+ xydy + ydx+ 2xdy = 0

(2) (2xy2 + sinx)dx+ (2x2y + cos y)dy = 0

(3) y′′ + y′ − 2y = e−2x + 3e2x

(鹿児島大 2010) 　　 (m20105403)

0.802 以下の問いに答えよ.

(1) y1 = ae−x , y2 = be2x（a, bは任意定数）はそれぞれ微分方程式 yy′′ − (y′)2 = 0の解であるこ

とを示し, 次に二つの解を足し合わせた関数 y = y1 + y2 は解ではないことを示せ.

(2) 次の微分方程式について, 与えられた条件を満たす解 y = y(x)を求めよ.

y′′ + 9y = 0 : x = 0のとき y = 2, y′ = 6

(鹿児島大 2011) 　　 (m20115402)
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0.803 微分方程式 y′′ + 7y′ + 12y = 0の一般解を求めなさい.

(鹿児島大 2011) 　　 (m20115408)

0.804
d2y

dx2
+ 10

dy

dx
+ 25y = 0の一般解を求めなさい.

(鹿児島大 2011) 　　 (m20115417)

0.805 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) (xy2 − x)dx− (y + x2y)dy = 0

(2) (y2 + 1)dx+ (2xy + cos y)dy = 0

(3) y′′ + 4y′ + 5y = 2 cosx+ 3e−x

(鹿児島大 2012) 　　 (m20125403)

0.806 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) (x2 + y2)y′ = xy （ヒント : y/x = u とおく.）

(2) y′′′ + 3y′ = 0

(3) y′′ + 6y′ + 10y = 4e−2x

(鹿児島大 2012) 　　 (m20125408)

0.807 微分方程式
d2y

dx2
= 10xを解きなさい. ただし, x = 3のとき, y = 0および dy/dx = 0とする.

(鹿児島大 2012) 　　 (m20125424)

0.808 xの関数 yに関する微分方程式
d2y

dx2
+ k2y = 0 について次の問に答えなさい.

(1) この微分方程式の一般解は, y = A sin kx+B cos kxで与えられる（A,Bは未定係数）. x = 0

のとき y = 0とすると, 未定係数 B の値はいくらか.

(2) さらに, x = 10のとき, y = 0とする. 未定係数 Aが 0以外の値を取り得るための kの値を求

めなさい.

(鹿児島大 2012) 　　 (m20125428)

0.809 微分方程式 y′′ + 8y′ + 15y = 0の一般解を求めなさい.

(鹿児島大 2012) 　　 (m20125433)

0.810
d2y

dx2
+ k2y = 0の一般解を求めなさい. ただし, kは定数とします.

(鹿児島大 2012) 　　 (m20125437)

0.811 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) y′ =
1

x+ y

(2) (x+ y2)dx+ (2xy − ey)dy = 0

(3) y′′ − y′ − 2y = 4 sin 2x

(鹿児島大 2013) 　　 (m20135403)

0.812 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) y′′ + 4y′ + 4y = 4x

(2) 2xydx+ (x2 + 3y2)dy = 0

130



(3)
dy

dx
− 2xy = x

(鹿児島大 2014) 　　 (m20145408)

0.813 次の微分方程式を解きなさい. ただし, 初期条件（x = 0のとき, y=1）が成り立つものとする.

dy

dx
= −2xy

(鹿児島大 2014) 　　 (m20145418)

0.814 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
+ 2xy = 0

(2)
d2y

dx2
+ 2

dy

dx
+ 5y = 0

(3) (1 + 2xy2)dx+ (1 + 2x2y)dy=0

(鹿児島大 2015)　　 (m20155403)

0.815 (1) 次の完全微分方程式の一般解を求めよ.

(a) (3x+ 4y)dx+ (4x− 5y)dy = 0 (b) 2xydx+ (1 + x2)dy = 0

(2) 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(a)
d2y

dx2
− 2

dy

dx
− 3y = 0 (b)

d3y

dx3
− d2y

dx2
= 0 (c)

d2y

dx2
− dy

dx
− 2y = 0

(鹿児島大 2015)　　 (m20155414)

0.816 次の常微分方程式の一般解を求めなさい.

d2y

dx2
− 2

dy

dx
− 15y = 0

(鹿児島大 2015)　　 (m20155419)

0.817 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) xdy = 3ydx (2) 5
d2y

dx2
+ 6

dy

dx
+ y = 0 (3) (2xy + x3)dx+ (x2 + y2)dy = 0

(鹿児島大 2016)　　 (m20165403)

0.818 曲線 y = f(x)の任意の点 (t, f(t))における接線が x軸と点
(
t

2
, 0

)
で交わるような f(x)を求めな

さい. ただし, f(x)は微分可能であるとする.

(鹿児島大 2016)　　 (m20165417)

0.819 以下の微分方程式の解を求めよ. ただし, 虚数単位は iとする.

(1) y
dy

dx
+ x = 0 （ただし, x = 1のとき y = 1 ）

(2)
d2y

dx2
− 6

dy

dx
+ 10y = 0 （ただし, x = 0のとき y = 1,

dy

dx
= 4 ）

(3) (cosx+ y)dx+ xdy = 0 （ただし, x = πのとき y = 1 ）

(鹿児島大 2017)　　 (m20175403)

0.820 次の微分方程式 (1), (2)の一般解を求めよ. 解答は実数値関数を用いて表すこと.

(1)
d2y

dx2
+ 4y = 0 (2)

d2y

dx2
− dy

dx
− 6y = 0

(鹿児島大 2017)　　 (m20175414)
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0.821 次の常微分方程式の一般解を求めなさい.

d2y

dx2
+ 2

dy

dx
− 35y = 0

(鹿児島大 2017)　　 (m20175418)

0.822 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) x(x+ 1)
dy

dx
= −y (2)

d2y

dx2
+ 2

dy

dx
+ y = sinx (3) (2xy + x)dx+ (x2 + y)dy = 0

(鹿児島大 2018)　　 (m20185403)

0.823 次式を満たす f(x)を求めなさい. ただし, f(x)は連続な関数である.

f(x) = x

∫ x

1

f(t)dt+ x

(鹿児島大 2018)　　 (m20185419)

0.824 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 4y = 4x2 + 6 (2) xdy = 5ydx (3) (xy2 − y)dx+ x(xy − 1)dy = 0

(鹿児島大 2018)　　 (m20185422)

0.825 微分可能な関数 f(x)がすべての実数 xに対して次式を満たすとき, f(x)を xの関数として表しな

さい. ∫ x

0

{2f(t)− 1} dt = f(x)− 1

(鹿児島大 2018)　　 (m20185439)

0.826 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
+

y

x
= 1 (ただし, x > 0) (2) (x+ sin y)dx+ x cos ydy = 0

(3)
d2y

dx2
− 3

dy

dx
+ 2y = x2

(鹿児島大 2021) 　　 (m20215403)

0.827 放物線 : y = x2 (0 ≤ x ≤ 1)を y軸のまわりに回転してできる容器を水で満杯にする. この容器の

底に排水口があり, 時刻 t = 0に排水口を開けて排水を開始する. 時刻 tにおいて容器に残っている

水の深さを h, 体積を V とする. V の変化率
dV

dt
は

dV

dt
= −

√
hとする. このとき, 次の問に答え

なさい.

(1) 水の深さ hの変化率
dh

dt
を hを用いて表しなさい.

(2) 容器内の水を完全に排水するのにかかる時間 T を求めなさい.

(鹿児島大 2021) 　　 (m20215422)

0.828 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) x
dy

dx
+
√

1 + y2 = 0 （ただし, x > 0） (2) −x2 + y2 = 2xy
dy

dx
（ただし, x > 0）

(3)
4x− 2y + 1

2x− y − 1
=

dy

dx

(鹿児島大 2022) 　　 (m20225403)

0.829 微分方程式 (xy2 + 2y2)dx+ (3x2 + x2y)dy = 0 の一般解を求めよ.

(室蘭工業大 2005) 　　 (m20055502)
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0.830 以下の微分方程式 :
d2f(x)

dx2
+

5

2

df(x)

dx
− 3

2
f(x) = 0

を,初期条件 :

f(0) = 1 , f ′(0) = 1

のもとで解きなさい.

(室蘭工業大 2005) 　　 (m20055507)

0.831 微分方程式 (2 + x)y + (2 + y)x
dy

dx
= 0の一般解を求めよ．

(室蘭工業大 2006) 　　 (m20065502)

0.832 微分方程式
d2u

dx2
− du

dx
−2u = x+

5

2
を初期条件 u(0) = 0, u′′(0) = 1のもとで解き, 解の関数 u = u(x)

の概形を x ≧ 0の範囲でグラフに描け. ただし, xの増加にしたがって u = u(x)が漸近する関数も

式とともに図中に記すこと.

(室蘭工業大 2007) 　　 (m20075502)

0.833 微分方程式 x
dy

dx
− 3y + x = 0について, 以下の問いに答えよ.

(1) u(x) =
y(x)

x
とおくと, 与えられた微分方程式が x

du

dx
= 2u− 1と書けることを示せ.

(2) 初期条件 x = 1のとき y(1) = 2のもとで, 与えられた微分方程式を解け.

(室蘭工業大 2007) 　　 (m20075510)

0.834 次の微分方程式の一般解を求めよ.
d2y

dx2
− 3

dy

dx
+ 2y = 3e−x

(室蘭工業大 2008) 　　 (m20085502)

0.835 (1) 微分方程式
dy(x)

dx
− 3y(x) = 0を初期条件 y(0) = 1として解きなさい.

(2) (1)の解を f(x)として y(x) = u(x)f(x)とおく. このとき常微分方程式
dy(x)

dx
− 3y(x) = ex を

xと u(x)の常微分方程式として表しなさい.

(3) 常微分方程式
dy(x)

dx
− 3y(x) = ex を解きなさい.

(室蘭工業大 2008) 　　 (m20085510)

0.836 方程式 f(x) = 1 +

∫ x

0

f(t)dtを満たす微分可能な関数 f(x)を, 以下の手順で求めよ.

(1) f(0)の値を求めよ.

(2) 上の方程式の両辺を xで微分し, f(x)に関する微分方程式を求めよ.

(3) A, kを定数として, xの関数 Aekx を xで微分せよ. ただし e = 2.718 · · · である.

(4) (1), (2), (3)の結果を用い, f(x)を求めよ.

(室蘭工業大 2008) 　　 (m20085513)

0.837 次の微分方程式の特殊解を求めよ.

(1)
dy

dx
= −y , 初期条件 x = 0のとき y = 5

(2)
dy

dx
= 3x2 − ex + cos(x) , 初期条件 x = 0のとき y = 2

(室蘭工業大 2009) 　　 (m20095506)
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0.838 次の微分方程式の解を求めよ。

(1)
dy

dx
+

x

y
= 0 (2)

dy

dx
+ y + 3 = 0

(室蘭工業大 2010) 　　 (m20105504)

0.839 以下の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
+ 2x+ y = 0 (2)

d2y

dx2
− 3

dy

dx
+ 2y = 0

(室蘭工業大 2010) 　　 (m20105509)

0.840 次の微分方程式の一般解を求めよ.

d2y

dx2
− dy

dx
− 6y = 4e−x

(室蘭工業大 2011) 　　 (m20115502)

0.841 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) (1 + x)
d y(x)

dx
− y(x) = 0 (2)

d y(x)

dx
+ y(x) = 2e−x

(室蘭工業大 2011) 　　 (m20115510)

0.842 微分方程式 y′ = x(1− y)の一般解を求めなさい.

(室蘭工業大 2011) 　　 (m20115514)

0.843 初期値 y(0) = 3, y′(0) = −4を満足する次の常微分方程式の解を求めよ.

y′′ + y′ − 6y = 0

ただし, y′′ =
d2y

dx2
, y′ =

dy

dx
の意味である.

(室蘭工業大 2014) 　　 (m20145502)

0.844 微分方程式
dy

dx
= −3x(y2 + 3)

5y(x2 + 2)
の一般解を求めよ.

(室蘭工業大 2015)　　 (m20155504)

0.845 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) (x+ 1)2
dy(x)

dx
= y(x) (2)

d2y(x)

dx2
+

dy(x)

dx
− 2y(x) = −2x2

(室蘭工業大 2015)　　 (m20155513)

0.846 微分方程式
dy

dx
= −yを解きなさい.

(室蘭工業大 2016)　　 (m20165506)

0.847 微分方程式に関する以下の問いに答えよ.

(1)
dy

dx
− 2ex+y = 0 の一般解を求めよ.

(2)
d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 3y = 4ex の一般解を求めよ.

(室蘭工業大 2016)　　 (m20165512)

0.848 次の微分方程式の一般解を求めよ.

d2y

dx2
+ 2

dy

dx
− 3y = 5e2x

(室蘭工業大 2016)　　 (m20165516)
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0.849 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1) (x2 − 4)
dy

dx
= y (2)

d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 4y = 8 sin(2x)

(室蘭工業大 2017)　　 (m20175505)

0.850 次の微分方程式の解を求めよ.

2x− 2xy + y′ = 0

(室蘭工業大 2017)　　 (m20175511)

0.851 次の微分方程式の一般解を求めよ.

y′′ + 3y′ + 2y = cosx

(室蘭工業大 2018)　　 (m20185503)

0.852 常微分方程式
d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 3y = 13 sin 2x に関する以下の問いに答えよ.

(1) この方程式の右辺がゼロの場合の解（同次解）y0 を求めよ.

(2) 特解 y1 を y1 = A sin 2x+B cos 2xの形を仮定して求めよ. ただし, A, B は定数とする.

(3) 初期条件を, x = 0で, y = 0,
dy

dx
= 2として, 解 yを求めよ.

(室蘭工業大 2018)　　 (m20185510)

0.853 以下の微分方程式を解きなさい.

dy

dx
= −x

y

(室蘭工業大 2018)　　 (m20185516)

0.854 つぎの微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
d2y

dx2
+ 2

dy

dx
− 3y = 0 (2)

d2y

dx2
+ 2

dy

dx
− 3y = 5e2x (3)

d2y

dx2
+ 2

dy

dx
− 3y = 8ex

(室蘭工業大 2021) 　　 (m20215502)

0.855 次の微分方程式の一般解を求めよ.

y′′ − 3y′ − 4y = cosx

ただし, y′′ =
d2y

dx2
, y′ =

dy

dx
の意味である.

(室蘭工業大 2021) 　　 (m20215507)

0.856 次の微分方程式の一般解を求めよ. なお, 任意の定数は C1, C2 を用いること.

y′′ + 2y′ + y = x2

ただし, y′′ =
d2y

dx2
, y′ =

dy

dx
の意味である.

(室蘭工業大 2022) 　　 (m20225501)

0.857 つぎの微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
− 2y = 2

(2)
d2y

dx2
+ 5

dy

dx
+ 6y = 0

(3)
d2y

dx2
+ 5

dy

dx
+ 6y = 4e−2x

(室蘭工業大 2022) 　　 (m20225510)
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0.858 2階の同次線形微分方程式

x2 d
2y

dx2
+ ax

dy

dx
+ by = 0（ a, bは定数係数）

について, 以下の問いに答えよ. ただし, x > 0とする.

(1) 変数 xを x = et と変換する. このとき,
dy

dt
を xと

dy

dx
を用いて表せ.

(2) さらに,
d2y

dt2
を x，

dy

dx
および

d2y

dx2
を用いて表せ.

(3) (1)と (2)を用いて, 上記の微分方程式が, 変数 xを x = etと変形することにより定数係数同次

線形微分方程式になることを示せ.

(4) (3)を参考にして, 微分方程式 x2 d
2y

dx2
+ 3x

dy

dx
+ y = 0の一般解を求めよ.

(香川大 2007) 　　 (m20075701)

0.859 (1) f(x) = Ae−kx2

について
d

dx
f(x)および

d2

dx2
f(x)を求めよ．

(2) f(x) = Ae−kx2

が微分方程式
(

d2

dx2 − 4k2x2
)
f(x) = Cf(x)を満たすとき，C を求めよ．

(島根大 2006) 　　 (m20065814)

0.860 f(x)は実数全体で定義された以下の条件 (∗)を満たす関数とする.

(∗) f ′′(x) = f(x) , f(0) = 1, f ′(0) = 0

次の問いに答えよ.

(1)
(
f(x)

)2 − (f ′(x)
)2

= 1を証明せよ.

(2) f(x)を求めよ.

(3) 関数 f(x)と f ′(x)のグラフの概形をかけ.

(4) 自然数 nに対し, f (n)(0)の値を求め, さらに f(x)のマクローリン展開を求めよ.

(島根大 2013)　　 (m20135802)

0.861 微分方程式 y = x
dy

dx
+ 3 ·

√
1 +

(
dy

dx

)2

について, 以下の設問に答えよ.

(1)
dy

dx
= pと置き, 置き換えた式を示せ.

(2) 設問 (1)の結果を xに関して微分せよ.

(3) 設問 (2)の結果から p, xのみを含む微分方程式を示せ.

(4)
dp

dx
̸= 0のとき xを pを用いて表せ.

(5)
dp

dx
̸= 0のとき yを pを用いて表せ.

(6)
dp

dx
̸= 0のとき xと yはある 1つの半円上にあることを示せ. また, その半径を示せ.

(島根大 2016)　　 (m20165806)

0.862 次の微分方程式について, 以下の設問に答えよ.

d2f(x)

dx2
+ 2

df(x)

dx
− 8f(x) + g(x) = 0

(1) 関数 g(x) = 0の場合において, 微分方程式を満たす関数 f(x)の一般解を求めよ.
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(2) 関数 g(x) = −1

2
e−x の場合において, 微分方程式を満たす関数 f(x)の一般解を求めよ.

(3) 設問 (2)において, x = 0のときの関数 f(x)およびその 1階導関数 f ′(x)の値がそれぞれ次のよ

うに与えられたとき, 関数 f(x)を求めよ.

f(0) = − 1

18
, f ′(0) =

13

18

(4) 設問 (3)において求めた関数 f(x)を xの 2次の項までマクローリン展開せよ.

(島根大 2020)　　 (m20205801)

0.863 次の微分方程式を解け（一般解を求めよ）．

(1) x
√
1 + y2 + y

√
1 + x2

dy

dx
= 0

(2)
dy

dx
= −2x+ xy2

2y + x2y

(首都大 2003) 　　 (m20035906)

0.864 次の微分方程式は完全形であることを示し,さらに一般解を求めよ，ただし，y′ =
dy

dx
とする.

(2x+ y − 4)y′ = x− 2y + 3

(首都大 2005) 　　 (m20055904)

0.865 次の微分方程式について特性方程式を示し，さらに一般解を求めよ，ただし，y′ =
dy

dx
とする.

y′′ − y′ − 2y = 2x2 + 2x

(首都大 2005) 　　 (m20055905)

0.866 時刻 t = 0で静止していた質量mの球体が自由落下するとき, 落下速度 vに比例した空気抵抗 rvを

受けるものとする. 重力加速度を gとすれば, この球体の運動方程式は

mg − rv = m
dv

dt

と表される. この球体の任意の時刻 tでの落下速度 vおよび落下距離 zを求めよ.

(首都大 2007) 　　 (m20075905)

0.867 次の微分方程式を解け.　
dy

dx
− y = cosx− sinx (首都大 2008) 　　 (m20085904)

0.868 次の微分方程式を解け.

x
dy

dx
+ (y + 5) = 0

(首都大 2010) 　　 (m20105905)

0.869 次の微分方程式を解きなさい.
dy

dx
=

x

y
+

y

x

(首都大 2011)　　 (m20115905)

0.870 次の微分方程式を解きなさい.
dy

dx
=

y

x+ y

(首都大 2012) 　　 (m20125905)
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0.871 次の微分方程式を解きなさい.(
x2 + 2xy

)
dx+

(
x2 − y2

)
dy = 0

(首都大 2013) 　　 (m20135905)

0.872 次の微分方程式が完全形であることを示し, 一般解を求めなさい.

(x− y + 1)dx+ (y − x+ 1)dy = 0

(首都大 2014) 　　 (m20145905)

0.873 次の微分方程式が完全形であることを示し, 一般解を求めなさい.

(y − 3x2 + 2)dx+ (x− y2 + 2y)dy = 0

(首都大 2015)　　 (m20155905)

0.874 次の微分方程式が完全形であることを示し, 一般解を求めなさい.(
x3 + log y

)
dx+

x

y
dy = 0

(首都大 2016)　　 (m20165905)

0.875 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

dy

dx
=

y

x
− y2

x2

(首都大 2017)　　 (m20175902)

0.876 次の微分方程式が完全系であることを示し, 一般解を求めなさい.

(2e2xy − 4x)dx+ e2xdy = 0

(首都大 2018)　　 (m20185905)

0.877 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

dy

dx
=

2xy

x2 − y2

(首都大 2019)　　 (m20195904)

0.878 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

dy

dx
=

x2 + 2xy − y2

x2 − 2xy − y2

(東京都立大 2020)　　 (m20205904)

0.879 実数 x ≥ 0に対する実関数 fk(x)について, 以下の微分方程式の初期値問題が与えられている.

dfk(x)

dx
+ 2fk(x) = fk−1(x), fk(0) = 1

ただし, kは自然数である. また, すべての実数 x ≥ 0に対して f0(x) = 0とする. このとき, 以下

の問いに答えよ.

(1) f1(x)を求めよ.

(2) f2(x)を求めよ.

(3) fk(x)を kを用いて表し, 以下を求めよ.

lim
k→∞

fk(x)

(東京都立大 2020)　　 (m20205912)
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0.880 実数 yは, 実数 xの関数であり, その関係は式 (I)と (II)で表される. 以下の問いに答えよ.

y = xp− ep (I)

p =
dy

dx
(II)

(1) 式 (I)を xで微分して p, p′, xの関係を求めよ. ただし, p′ =
dp

dx
である.

(2) 前問 (1)で得られた関係を pと p′ について解け. 解答は xを含んでもよい.

(3) 前問 (2)で得られた関係を利用して yを xで表せ.

(東京都立大 2021) 　　 (m20215905)

0.881 (1) 以下の微分方程式の一般解を求めよ.
dy

dx
− 2y = 0

(2) 前問 (1)で得られた解を用いて以下の微分方程式の一般解を求めよ.

dy

dx
− 2y = 3x

(東京都立大 2022) 　　 (m20225907)

0.882 (1) 未知関数 y = f(x)に対する２階同次線形常微分方程式

y′′ − 2
√
3y′ + 3y = 0

の一般解を求めよ．

(2) ２階非同次線形常微分方程式

y′′ − 2
√
3y′ + 3y = sinx

の特殊解を求めよ．その結果を使って，一般解を書き下せ．

(滋賀県立大 2005) 　　 (m20056002)

0.883 (1) 未知関数 y = y(x)に対する 2階同次線形常微分方程式 y′′ − 2y′ − 8y = 0 の一般解を求めよ.

(2) 2階非同次線形常微分方程式 y′′−2y′−8y = 25 cos 3x の特殊解を求めよ, その結果をつかっ

て, 一般解を書け.

(滋賀県立大 2007) 　　 (m20076002)

0.884 (1) 未知関数 y = y(x)に対する 2階定数係数同次線形常微分方程式　 y′′ + y′ − 6y = 0　の一般解

を求めよ.

(2) 2階定数係数非同次線形常微分方程式　 y′′ + y′ − 6y = sinx　の特殊解を求めよ.

（特殊解を y = A sinx+B cosxと仮定してよい. A, B は定数である.）

(3) 上記 (2)の非同次線形常微分方程式の一般解を書き下せ.

[注；(1)における「同次」および (2)における「非同次」は, それぞれ「斉次」および「非斉次」と

いわれることもある.]

(滋賀県立大 2008) 　　 (m20086002)

0.885 次の形の微分方程式を同次形という.

y′ = f
(y
x

)
(1) このような同次形の微分方程式は, u =

y

x
とおくことによって, 変数が x, 未知関数が u = u(x)

の微分方程式としたとき, 変数分離形になることを示せ.
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(2) y′ =
x− y

x+ y
の解のうち (x, y) = (2, 3)を通るものを求めよ.

(滋賀県立大 2009) 　　 (m20096002)

0.886 (1) 未知関数 y = y(x)に対する 2階同次線形常微分方程式

y′′ − 6y′ + 9y = 0

の一般解を求めよ.

(2) 2階非同次線形常微分方程式

y′′ − 6y′ + 9y = cosx

の特殊解を求めよ. その結果をつかって, 一般解を書き下せ.

(滋賀県立大 2011) 　　 (m20116002)

0.887 (1) 未知関数 y = y(x)に対する 2階定数係数同次線形常微分方程式

y′′ + 5y′ + 6y = 0

の一般解を求めよ.

(2) 2階定数係数非同次線形常微分方程式

y′′ + 5y′ + 6y = cos 2x

の特殊解を求めよ.

(3) 上記 (2)の非同次線形常微分方程式の一般解を書け.

[注: (1)における「同次」および (2)における「非同次」は, それぞれ「斉次」および「非斉次」と

いわれることもある.]

(滋賀県立大 2012) 　　 (m20126002)

0.888 (1) 未知関数 y = y(x)に対する 2階定数係数同次線形常微分方程式

y′′ + y′ − 12y = 0

の一般解を求めよ.

(2) 2階定数係数非同次線形常微分方程式

y′′ + y′ − 12y = 2 cosx

の特殊解を求めよ. （特殊解を y = A sinx+B cosxと仮定してよい.）

(3) 上記 (2)の非同次線形常微分方程式の一般解を書き下せ.

(滋賀県立大 2013) 　　 (m20136002)

0.889 (1) 未知関数 y = y(x)に対する 2階定数係数同次線形常微分方程式

y′′ − 8y′ + 16y = 0

の一般解を求めよ.

(2) 2階定数係数非同次線形常微分方程式

y′′ − 8y′ + 16y = 2 cosx

の特殊解を求めよ.

（特殊解を y(x) = A sinx+B cosxと仮定してよい.）

(3) 上記 (2)の非同次線形常微分方程式の一般解を書き下せ.

(滋賀県立大 2014) 　　 (m20146002)
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0.890 (1) 微分方程式
dy

dx
+ x(y2 − 1) = 0 の一般解を求めよ.

(2) 上の微分方程式の解で y(0) = −1を満たすものを求めよ.

(滋賀県立大 2015)　　 (m20156002)

0.891 未知関数 y = y(x)に対する微分方程式：y′′ + 4y = e3x の一般解を求めよ.

(滋賀県立大 2016)　　 (m20166004)

0.892 以下の問に答えよ．

(1)

∫
dx

x2 − a2
(a ̸= 0)を求めよ．

(2) 微分方程式
dy

dx
= y2 − a2 (a ̸= 0)を解きなさい．

(宇都宮大 2004) 　　 (m20046105)

0.893 ある固体の数N が増加する速さはN に比例するという.

(1) 時間を t, 比例係数を kとおいて微分方程式を立てN と tの関係を求めよ. ただし, t = 0の時

の個体数をN = N0 とする.

(2) t = 1の時にはN = 2N0 に増加するという. t = 8の時のN を求めよ.

(宇都宮大 2007) 　　 (m20076114)

0.894 次の連立微分方程式の解を求めよ.ただし, t = 0のとき x = 2 , y = 0とする.


dx

dt
= y

dy

dt
= −3y − 2x

(宇都宮大 2010) 　　 (m20106103)

0.895 一般解が x2 − y2 = Cxとなる微分方程式を示せ. なお, C は任意の定数である.

(宇都宮大 2014) 　　 (m20146106)

0.896 下の問いに答えよ. なお, 計算過程も記入せよ.

(1) 微分方程式

2
d2y(x)

dx2
+ 3

dy(x)

dx
− 2y(x) = 0 (∗1)

の一般解を求めよ.

(2) 微分方程式

2
d2y(x)

dx2
+ 3

dy(x)

dx
− 2y(x) = x2 − 8 (∗2)

の一般解を求めよ.

(3) 微分方程式

2
d2y(x)

dx2
+ 3

dy(x)

dx
− 2y(x) = e−2x (∗3)

の一般解を求めよ.

(宇都宮大 2016)　　 (m20166104)

0.897 a, bを正の実定数とするとき, 微分方程式
dy

dx
+ a2y2 = b2 (2-1)

について, 下の問いに答えよ.
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(1) α(α ̸= 0), β を実定数, C を積分定数とするとき, つぎの不定積分が成り立つことを示せ.∫
1

αx+ β
dx =

1

α
loge |αx+ β|+ C (2-2)

(2) 微分方程式 (2-1)の一般解を yについて解け. なお, 計算過程も記入せよ.

(3) 微分方程式 (2-1)を条件 x = 0, y = 0のもとで y について解いた特殊解を求めよ. なお, 計算

過程も記入せよ.

(4) (3)で求めた特殊解は, xが十分に大きいとき一定の値に近づく. この一定の値を求めよ. なお,

計算過程も記入せよ.

(宇都宮大 2019)　　 (m20196102)

0.898
dx

dt
=

1 + x2

tx(1 + t2)
の一般解を求めなさい.

(宇都宮大 2019)　　 (m20196109)

0.899 log xは自然対数を表すものとして, 下の問いに答えよ.

問 1 C を積分定数とするとき, 積分公式∫
dx√

x2 +A
= log

∣∣∣x+
√
x2 +A

∣∣∣+ C (A ̸= 0)

を証明せよ.

問 2 問 1の公式を用いて関数 y = y(x)に関する 1階の微分方程式

y′ =
√
1 + y2

の一般解を求め, さらに x = 0のとき y = 0となるもの（特殊解）を求めよ. なお, 計算過程も

記入せよ.

問 3 問 2の特殊解を積分して

f(x) =

∫ x

0

ydx

を求めよ. なお, 計算過程も記入せよ.

(宇都宮大 2022) 　　 (m20226104)

0.900 微分方程式，y + x
dy

dx
= xy

dy

dx
の一般解を求めよ．

(工学院大 2003) 　　 (m20036204)

0.901 x
dy

dx
= x+ yを解き，点 (1, 2)を通る解を求めよ．

(工学院大 2004) 　　 (m20046204)

0.902 微分方程式 y′ − y = e2x cosxを解け.

(はこだて未来大 2007) 　　 (m20076307)

0.903 微分方程式 y′′ − 3y′ + 2y = −e2x sinxについて以下の問に答えよ.

(1) 基本解をすべて求め,それらの１次独立性を確かめよ. (2) 特殊解を求めよ.

(はこだて未来大 2007) 　　 (m20076308)

0.904 未知関数 y = y(x)に対する微分方程式

y′ + 2y = 3ex

を初期条件 y(0) = 2のもとで解け.

(はこだて未来大 2013) 　　 (m20136301)
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0.905 未知関数 y = y(x)に対する微分方程式

y′′ + y = cosx

を初期条件 y(0) = y′(0) = 1のもとで解け.

(はこだて未来大 2013) 　　 (m20136302)

0.906 円筒形の容器に水位 h0 [cm]まで水が入っている. いま, この容器の底から水を抜き始めたところ,

t1 [分]後には水位が h1 [cm]となった. また, 水位の低下速度 −dh

dt
[cm/分]は, その時の水位 h [cm]

に比例していた. 水位が
h0

2
[cm]となる時間 t [分]を与える式を導きなさい. ただし, 導出過程も答

案用紙に書きなさい. また, ここで水位は容器の底から水面までの高さのことである.

(東京海洋大 2012) 　　 (m20126411)

0.907 お湯を入れたポットを一定温度に保たれた室内に放置した時のお湯の温度変化について, 次の問に答

えなさい. 但し, ポット内のお湯の温度に分布は無いものとする.

(1) ポット内のお湯の温度 T が冷める速さ −dT/dtは T と室内の温度 Troom との差に比例する.

比例定数を kとして, −dT/dtを k, T 及び Troom を用いて表しなさい.

(2) T を t, k, Troom 及び積分定数 C を用いて表しなさい.

(3) 95°Cのお湯を入れたポットを 15°Cの室内に放置したところ, 90分後にお湯の温度は 75°Cになっ

ていた. お湯の温度が 95°Cから 55°C になるまでの時間（分）を求めなさい.

但し, loge 2 = 0.7, loge 3 = 1.1としなさい.

(東京海洋大 2013) 　　 (m20136404)

0.908 右図のように同じ内径のパイプの底部をコック付パイプで連結して

垂直に立てた. コックを開ける前の水位は左のパイプが h′
1 [cm]で

右のパイプは h′
2 [cm]であった. コックを開けて t[秒]後には水位が

h1 [cm]と h2 [cm]になった. ただし, 水位はパイプの底部からの

高さである. 次の各問に答えなさい.

h1

h2

h′
2

h′
1

(1) 左のパイプの水位の低下速度 dh1/dt [cm/秒]は, 両パイプ間の

水位差に比例していた. dh1/dtを表す次式を完成しなさい.

ただし, ア には整数または分数が入り,

イ , ウ および エ には h′
1, h

′
2 または h1 の

いずれかが入る. また, k1 は係数である.

dh1

dt
= −k1

{
ア × イ −

(
ウ + エ

) }
(2) t[秒]後における水位 h1 を表す次式を完成しなさい. ただし, a には整数または分数が入

り, b , c および d には h′
1, h

′
2, k1, tからなる式が入る. また, h1を導く過

程も書きなさい.

h1 = − a

{
b × e

(
c

)
+ d

}
(東京海洋大 2014) 　　 (m20146404)
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0.909 右の図のような頂角が 60◦ の円錐形の容器に，水が h0[cm]の深さまで

入っている. 但し, この円錐形の容器の頂点は真下を向いており,

中心線は垂直に保たれている. いま, 時刻 t = 0において, この容器の

底から水を抜き始めた.
h0

60°
h0

60°

(1) 時刻 t[分]における水位を h[cm]とする. この時の容器に残っている

水の体積 V [cm3]の時間変化は次式のように表すことが出来る.

空欄 ア に適切な記号や数値からなる数式を入れなさい.

−dV

dt
= −

ア dh

dt

(2) 流出速度が水位に比例する時, −dV/dt = khと表せるので上式は次式となる.

−
ア dh

dt
= kh

ここで, k[cm2/分]は比例定数である. 時刻 t[分]における水位 h[cm]を, 数値や記号などを

用いて表しなさい.

(東京海洋大 2016)　　 (m20166404)

0.910 同じ大きさと形をした円筒形の容器が上下に連結されている. 上の容器には水位 a0 まで水が入って

おり, 下の容器は空である. いま, 両方の容器の底の排水管を開いたところ, 下図のように, 上の

容器の水は下の容器に流れ込み,下の容器からは溜まった水が外に流れ出た.

水位はそれぞれ容器の底部からの高さであり,

上の容器の水位を a, 下の容器の水位を bとする.

水位 aの変化速度は, da/dt = −kaであった.

ただし, tは排水管を全開にしてからの経過時間, kは定数である.

次の各問に答えなさい. 導出過程も解答用紙に書きなさい.

(1) 上の容器の水位 aの時間変化を a0, k, tを用いて表しなさい.

(2) 下の容器の水位 bの変化速度は次式となった.

db/dt = ka− kb

ここで, tの関数 f(t)を用いて b = f(t)e−kt とすると,

上式を解いて, f(t)を求めることができる.

その結果を用いて, bの時間変化を a0, k, tによって表しなさい.

さらに, bの最大値と, その時の tを求めなさい.

a0

a

b

(東京海洋大 2022) 　　 (m20226409)

0.911 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

(1)
d2y

dx2
= 2 (2) y + x

dy

dx
= 0 (3)

dy

dx
+ y = x (4)

d2y

dx2
− 5

dy

dx
= 0

(和歌山大 2007) 　　 (m20076507)

0.912 (1)
dy

dx
+ 2y = 3において, x = 0のとき y = 0となるような解を求めなさい.

(2)
d2y

dx2
+ y = 0の一般解を求めなさい.
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(3)
d2y

dx2
+ 7

dy

dx
+ 12y = 0の一般解を求めなさい.

(和歌山大 2009) 　　 (m20096503)

0.913 次の微分方程式の一般解を求め,さらに,与えられた初期条件を満たす特殊解を求めなさい.

(1) y
dy

dx
= x3 , y(1) = 1

(2)
dy

dx
= cos 3x , y

(π
2

)
= 1

(3)
d2y

dx2
− 5

dy

dx
+ 6y = 0 , y(0) = 0 , y′(0) = 1

(和歌山大 2010) 　　 (m20106503)

0.914 次の微分方程式について, 与えられた初期条件を満たす特殊解を求めなさい.

(1) y
dy

dx
= 3x2 , y(0) = 1

(2)
d2y

dx2
+ 2

dy

dx
+ y = 0 , y(0) = 1 , y′(0) = 1

(3)
dy

dx
+ y = 2x , y(0) = 1

(和歌山大 2012) 　　 (m20126506)

0.915 次の微分方程式について, 与えられた初期条件を満たす特殊解を求めなさい.

(1) y
dy

dx
= 2x2 , y(0) = 1

(2)
dy

dx
= sin 2x , y

(π
2

)
= 1

(3)
d2y

dx2
+ 3

dy

dx
− 4y = 0 , y(0) = 1, y′(0) = −1

(和歌山大 2013) 　　 (m20136505)

0.916 次の微分方程式について, 与えられた初期条件を満たす特殊解を求めなさい..

(1)
dy

dx
= 2xy , y(0) = 2

(2)
dy

dx
+ y = x , y(0) = 0

(3)
d2y

dx2
+ 4

dy

dx
+ 4y = 0 , y(0) = 1 ,

dy

dx
(0) = y′(0) = −1

(和歌山大 2014) 　　 (m20146507)

0.917 次の微分方程式の一般解を求めなさい.

(1)
dy

dx
= y(y + 1) (2)

dy

dx
− 2y = e5x (3)

d2y

dx2
+

dy

dx
− 2y = 6

(和歌山大 2015)　　 (m20156505)

0.918 次の微分方程式の一般解を求めなさい. ただし, eを自然対数の底とする.

(1)
dy

dx
= xex−y (2)

dy

dx
− 2xy = 4x (3)

d2y

dx2
+

dy

dx
− 6y = −6x+ 7

(和歌山大 2016)　　 (m20166505)

0.919 以下の (1), (2)に示す微分方程式の一般解をそれぞれ求めなさい. ただし, eは自然対数の基底で

ある.

(1) x2y′′ + 4xy′ + 2y = 0
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(2) y′′ − 4y′ + 4y = ex

(和歌山大 2017)　　 (m20176507)

0.920 微分方程式 y′′(t) + 2y′(t) + 2y(t) = 0に対して, 次の (1)～(3)に答えなさい.

(1) 一般解を求めなさい.

(2) 初期条件 y(0) = 1, y′(0) = 0を満たす解を求めなさい.

(3) (2)で求めた解 y(t)に対して, 極限値 lim
t→+∞

y(t)を求めなさい.

(和歌山大 2018)　　 (m20186504)

0.921 (1) 微分方程式
d2y

dx2
= 4yの一般解を求めなさい.

(2) 微分方程式
d2y

dx2
= −9yを, 次の初期条件のもとで解きなさい.

x = 0のとき y = 2,
dy

dx
= 1

(和歌山大 20221) 　　 (m20216505)

0.922 (1) 級数の和 Sn =

n∑
k=1

k!(k + 2)

(k + 3)!
を求めよ. また, lim

n→∞
Sn を求めよ.

(2) f(x) = e2x
2

のマクローリン級数を x3 の項まで求めよ. また, lim
x→0

f(x)− 1

x2
を求めよ.

(3) 初期値問題 (a)と微分方程式 (b)の解が一致するよう αを定め, (b)の一般解を求めよ.

(a)
dy

dx
+ 2y = e−x , y(0) = e−1 (b)

d2y

dx2
− 2

dy

dx
+ αy = 8e−x

(京都府立大 2008) 　　 (m20086701)

0.923 (1) 次の微分方程式の一般解を求めよ.
dy

dx
− 2xy = 0

(2) 次の初期値問題の解を求めよ.
d2y

dx2
− dy

dx
− 2y = 3e2x

y(0) = 0 ,
dy

dx
(0) = −2

(琉球大 2009) 　　 (m20096802)
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